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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「ただいま～、あ～疲つかれたぁ」

　玄げん関かんのドアを開けるなり思わず大声でそう言った後、遥はる紀きは軋きしむ廊ろう下かをドスドスと歩いて奥へ向かった。今の時季、茶の間には大きな炬こ燵たつが置いてある。それにもぐり込んで冷えた身体からだを温めようと思ったのだ。

　しかし。

「遥紀っ、スーツのままゴロゴロするんじゃないわよっ。それより、あんた今から番台上がってくれない？　今母さん手が離はなせなくって、父さんまだ晩ばん御ご飯はんも……」

「俺も疲れてんの！　大体、就職する時に言っただろ？　俺は家の手伝いする気はないって。それでも良いいって二人とも言ったじゃないか」

　口を尖とがらして文句を言うが、それにかぶせるように母の雷かみなりが落ちる。

「状じよう況きようってのは日々変わってるの！　番台に座るのが嫌いやならいいから、早く着き替がえて掃そう除じを始めちゃって！　今日はお客さん少なかったから、多分もう閉めるはずよ」

　ここで言い返せば、さらに十倍の文句が返ってくるのはわかっている。

　寡か黙もくな父とは違ちがい、賑にぎやかでバイタリティのある母に幼いころから頭を小こ突づかれてきた遥紀は、今や百七十後半の身長で小こ柄がらな母より体格も体力も上だというのにどうしても勝てる気がしなかった。

「あ～あ」

　聞こえるように溜ため息をついても、台所に戻もどった母は何の反応もしない。

　毎日飽あきもせず繰くり返される言い合いに自分でも嫌いや気けが差しつつ、遥紀は二階の自室に戻って着替えを始めた。

　上着を脱ぬぎ、ネクタイを緩ゆるめていると、ふと視線は部屋の片かた隅すみに置いてある姿見に流れる。

　中なか村むら遥紀は今年二十六歳になった、社会人四年目のサラリーマンだ。一応、細身だが平均以上の身長に、薄うす茶ちやの髪かみと瞳ひとみ。一見甘く軟なん派ぱな雰ふん囲い気きを持つものの、顔立ちは悪くないと皆みんなから言われていた。

（親おや父じと親子だなんて思えないよな）

　厳いかつい、一見その筋の人のような父と自分は本当に親子なのだろうかと悩なやんだのは一度や二度ではない。母に言わせれば外見はともかく性格や仕草は良く似ているらしいが、女の子や遊びが好きな自分と、仕事一筋の父のどこが似ているのか、今もって不思議でたまらなかった。

「……ったく、何時いつまでやるんだよ、銭湯なんか」

　都内の下町にある実家の銭湯は、父で三代目だ。今は各家庭に風呂ふろがあるので、どこの銭湯も内情はかなり苦しいらしい。実家の《佐さ衛え門もんの湯ゆ》も同じで、母は家計を助けるため昼間パートに行っている。

　そうまでして守るよりも、さっさと売って別の仕事をした方がはるかに良いのに、何度言っても両親とも頑がんとして聞き入れなかった。

　だから、遥紀は大学に入学した時から後を継つがないと宣言していた。この先もずっと苦労するであろう両親に、自分たちの代で終わるということで一つの区切りを付けてほしいと思った。子供にまで残さなければいけないと、あくせくしなくても良いのだ。

　もちろん、そんなことを両親に言えるはずもないが。

　最近、遥紀の会社は外資系の企き業ぎように吸収合がつ併ぺいされ、社内はかなり混乱し、慌あわただしく組織改革をされている。中ちゆう堅けんまでには行かない遥紀もそれに漏もれることなく、最近は残業続きだった。

　部屋着に着替えた遥紀は下に降りる。どんなに遠えん慮りよのない言い合いをした後でも、腹の減りを誤ご魔ま化かすことはできなかった。

「おふくろ、今日の晩御飯……」

　そう言いながら台所に行こうとした遥紀は、

「ちょっとっ、遥紀！　来て！」

　悲鳴のような母の声に瞬しゆん時じに走った。

「どうしたっ？」

　それは、銭湯と自宅を繫つなげている扉とびらの向こうからで、母は焦あせったように来い来いと手を振ふっている。

「あ、あんた、あれっ」

「あれっ？」

　母の焦りにつられて、遥紀も慌てて銭湯の中を見る。すると、番台の側そばに立つ背の高い男の後ろ姿が目に入った。

「……パツキン……」

　染めているにしては眩まぶしいほど綺き麗れいな金きん髪ぱつだ。いや、それだけではない。後ろ姿なので余計そう思うのかもしれないが、かなりの高身長の上に嫌いや味みなほど手足が長くて、男としてのプライドがずくっと疼うずいた。

「おふくろ」

　遥紀は自分の中に一瞬浮うかんだ劣れつ等とう感かんを振り切るように母を呼んだ。

　いったい、あの男がどうしたというのだ。確かに最近では若い客は少ないが、それでもまったくいないというわけではない。それとも、好きな俳優を見た時のように気分が高こう揚ようしているのかと眉まゆを顰ひそめると、母は遠慮なくバシバシ背中を叩たたきながら早口に言った。

「早く行って父さんを助けてやりなさいっ」

「……助ける？」

「あれ、あの人、外国の人っ」

「え？」

　そんな母の声が聞こえたのかどうか、タイミング良く男がこちらを向いた。その顔は母が言った通り本物の外国人だ。

（うわ……イケメンじゃん……）

　スタイルが良いとは思ったが、顔まで整っているとは。切れ長の目は綺麗な青い色で、鼻筋も通っている。少し薄うすめの唇くちびるも形良く、とにかく全体的にバランスが良くて、いわゆる絵本の中の王子様のようだ。　>>>♥

　男と視線が合い、遥紀はそれまで無意識に見み惚とれていたのを恥はじてきっと目に力を入れる。これは、雄おすとしての当然の対たい抗こう心だ。

　しかし。

「何睨にらんでんの！　あんた少しは英語できるでしょっ？　早く行って助けてやりなさい！」

「いてっ」

　強ごう引いんに背中を押され、遥紀はみっともなくよろけながら男湯の脱だつ衣い所へ出てしまった。

　母が言っていたように、そこには他ほかに客の姿はない。

「……親父」

　番台に座っていた父は外国人の男の登場に固まっていたのか、遥紀が声を掛かけると明らかに安あん堵どしたようにこちらを見た。いや、父だけではない。先ほどからこちらを振りかえっていた男の視線も、まったく遥紀から離れない。

　なんとなく居い心ごこ地ちの悪さを感じながら、遥紀は男に近づいた。


「あー……Shall I help?」



　とりあえず無難に声を掛けると、男は整った顔を破顔させて叫さけぶ。

「かたじけない！」

「……かたじけない？」

　耳慣れない言葉を無意識に繰り返せば、男は大きく頷うなずいた。

「拙せつ者しや、チャールズ・幸こう之の助すけ・レイエスと申す者でござる」

「……は？」

　どう見てもイケメン外国人にしか見えない男の口から溢あふれる時代劇言葉に、遥紀はひきつった笑えみを向けた。








第一章　運命でござる！









　下町で商売をしているせいか、顔を見ればどこに住んでいる誰だれというのは自然に頭に入る。家業を継がないと宣言している遥紀ももちろん、挨あい拶さつをしなくても顔と名前は一いつ致ちしているので、わざわざ自己紹しよう介かいをすることもなかった。

　いや、普ふ通つう銭湯に来て、従業員でもないただの息子むすこに己おのれの名前を告げる者なんていないだろう。さらには、入浴をする上での作法を教えてほしいなどと言う者も。

「親父」

「こういう時に役に立たないでどうする」

　相手が日本語が話せるとわかった時点でいつもの頑固親父に戻った父は、そう言うとさっさと番台から下りて閉める用意を始めてしまった。

「おいっ、こいつどうするんだよ！」

　成り行き上押しつけられた形になった遥紀は思わず不満の声をあげる。しかし、父はまったく取り合ってくれなかった。

「お客さんだ、ちゃんと教えてやれ」

「俺がぁ？」

　遥紀はじろっと男を見る。こちらを見ていた男は視線が合うと、にっこりと魅み惑わく的な笑みを向けてきた。女ならイチコロだが、生あい憎にく遥紀にはまったく通じない。

「……ったく」

　今から風呂に入れば、どんなに早くても十分以上は掛かる。その分、掃そう除じを始める時間も遅おそくなるとふんだ遥紀は、無言のままスウェットの袖そでと裾すそを捲まくりあげた。

「すまぬが」

「……」

「奉ほう公こうの手を止めてもらえぬか」

（……なんだ？）

　金髪、青い目の、どう見たって外国人の男が、古めかしい日本語を話すなんてギャグとしか思えない。

　きっと、たまたま日本に遊びに来た、日本のカルチャーが好きな外国人だ。

　ちゃんと相手をする方が馬ば鹿からしいと思い、さっさと洗い場の掃除を始めた遥紀だったが、

「遥紀！　てめぇ、ちゃんとお客さんの相手をしろ！」

　父親の怒ど鳴なり声に、むっと口を引き結んで顔を上げた。

　ここで言い返せば男なのだが、いまだ遥紀にとって父は怖こわい存在だ。自分の方が上背はあるが、腕わん力りよくではとてもかなわないということは骨身にしみていて、遥紀は口の中で舌打ちした。

「……あんた」

「チャールズでござる、ハルキ殿どの」

「……」

（ここで勝手に名前を呼ぶのが外国人だよな）

　遥紀の勝手な思い込みかもしれないが、押し付けフレンドリーに付き合う気はなかった。それより、さっさと風呂ふろに入って帰ってもらいたい。残業の上、夕食もまだなことがさらに苛いら立だちを増ぞう幅ふくさせる。

「外の籠かごに服を入れて。貴重品はロッカーに入れて、鍵かぎは無くさないように手首に付けること。タオルを湯につけるのはマナー違い反はんだから」

　端たん的てきに入り方を教えてやると、男はいきなり遥紀に抱だきついてきた。

「かたじけない！　拙者、どのようなことをしても、この《佐衛門の湯》に入りたいと願っておったのでござる！」

「お、おいって」

「お主が施ほどこしてくれた親切、必ずやこの恩は返させていただく！」

「い、いいから離はなせってば！」

　こうして抱きつかれると、標準以上だと思っていた自分がまるで女になってしまったかのような体格差を感じてしまう。自他共に認めるモテ男のせいか、自尊心が鈍にぶく痛むのだ。

「恩なんていいから、さっさと入ってさっさと帰ってくれ」

　たった一人でも、客がいれば父は風呂の火を消さないし、電気代だって馬鹿にならない。

　遥紀が眉み間けんに皺しわを寄せて念押しすると、男はブンブンと大げさに頷うなずいて脱衣所に戻もどっていった。

「……なんだ、あれ」

　からかわれているとしか思えない言動だが、実際にはそこまで嫌いやな感じがしないというのが不可解だ。

　いったい何者かと、デッキブラシを動かして床ゆかを擦こすっていた遥紀は、硝子ガラス戸の開く音に何気なく顔を上げて───固まった。

「……でか……」

　タオルを湯につけるのは、日本人として恥ずかしい行いだと父は常々言っていた。だから遥紀もごく自然に口にしたのだが、まさか脱衣所から洗い場に堂々と全ぜん裸らで入ってくるとは思わなかった。

　まあ、それだけだったら、さぞかしアレに自信があるのだろうと変な興味が湧わくのだが、目に入った男にはなんというか、日本人では滅めつ多たに見ない……はっきり言えば、これまで遥紀が目にした誰よりも立派な男のシンボルがぶら下がっていた。

（あ、あれで、平常値、だよな？）

　勃たっていない状態で、子供の腕うでほどもあるペニス。外国人は大きいと知識では知っていたし、これまでに何人もの外国人の客のものを目にする機会もあったが、その誰よりも目の前の男が持っているものは大きかった。

　男は遥紀の視線がどこに注がれているのかを知ってか知らずか、満足そうに笑いながら湯船に近づくと、丁てい寧ねいな手つきで湯を掛かけて身体からだの汚よごれを流してから中に入る。

「ふ～、極ごく楽らく、極楽」

「……」

（言動は、どう見たってジイさんなんだけど……）

「ハルキ殿、ここはなぜ《佐衛門の湯》と申すのか？」

「は？」

「まさか、《鬼き門もん捕とり物もの帳ちよう》の黒くろ川かわ佐衛門殿と縁ゆかりがあると？」

　青い目をキラキラと輝かがやかせながら言われても、思わず引いてしまうだけだ。

「……はぁ？　《鬼門捕物帳》の黒川佐衛門って、あの、時代劇の？」

「いかにも！」

「い、いかにもって……」

　いったいどこからそんな発想になったのか。確かに少し変わった屋号だが、この《佐衛門の湯》の《佐衛門》は、初代、つまり遥紀の曾そう祖そ父ふの名前が中村佐衛門だったというだけだ。《鬼門捕物帳》の黒川佐衛門という時代劇の登場人物からとったなんて、どういう発想なのだろうと呆あきれてしまう。

「まったく関係ない」

「まことか？」

「噓うそ言ってどうするんだよ。っていうか、あんた、そのしゃべり方わざとだろ？　女にはウケるかもしれないけど、俺を笑わせようとしたって無む駄だだから」

「拙せつ者しやはそのようなこと……」

　途と端たんに萎しおれてしまう男に、悪いことをした覚えがないのになんとなく居い心ごこ地ちが悪くなり、遥紀はそれから黙だまって掃除を続けた。

「ハルキ殿」

「……」

「ハルキ殿」

　何度か男に名前を呼ばれたが、そもそも自己紹介をしたうえで知られた名前ではなく、父との会話の中で勝手に知った男にわざわざ返事をしてやるつもりはなかった。

（あそこが大きいからって、自じ慢まんすんな）

　別に、男が遥紀に対して自慢したわけではないのに、どうしても意識がそこに行ってしまった。

　時々、ちらっと見た身体はあそこだけでなくどこもかしこも完成された男の身体で、絶対にモテること間ま違ちがいなしだ。

（こんな奴やつが身近にいたら、絶対こっちは引き立て役になるよな）

　スタイリッシュなエリート社員。

　女のあしらいが上手うまく、何もしなくてもモテて困るリア充じゆう。

　そんな自分にとって、この男は目の上のたんこぶにしかならない。

（ホント、行きずりの客で良かった～）

　もう二度と会うことはないだろう男のことをそれ以上気にするのも馬鹿馬鹿しくなってきた遥紀は、デッキブラシを動かしながら鼻歌を歌う。

　そんな自分を男がじっと見ていたことに、まったく気がつかなかった。










　遥紀の勤務先は保険会社だ。正社員はもちろん、契けい約やく社員やパートも多く、全体の八割近くを女性が占しめている。

　年ごとに変化していく保険の内容を覚えるだけでも大変なのに、女性社員との関係を穏おん便びんに維い持じすることも大切な業務の一いつ環かんだ。幸い、遥紀は異性に好まれる外見をしているので嫌きらわれることは少なかったし、遥紀自身女性が大好きなので率そつ先せんしてコミュニケーションをとっていた。

「で、すっごくカッコいい人だったの！　まるで映画俳優か、モデルかと思ったくらいっ」

　昼休み、外で昼食をとった遥紀がトイレに行こうとした時に聞こえてきたのは、休きゆう憩けいスペースの椅い子すに座っていた女性社員の声だった。

　一いつ瞬しゆん、自分のことかと口元が緩ゆるみかけた遥紀だが、

「軟なん派ぱ系の中村君とはまた違うのよね～」

　続く言葉に、しんなりと眉まゆを顰ひそめる。

　自他共に社交的と認める性格で、それなりの容姿の遥紀は、自うぬ惚ぼれでなくモテる。これまでに毎年新入社員や新規のパートからは両手以上の告白をされてきたし、学生時代も恋こい人びとが途と切ぎれたことがない。

　それほどモテるのに、恋人がいる時は相手一筋だということも自慢だった。

　そんな自分が女の子たちの間でよく話題に上っていることは知っていたが、そこに自分を上回る賛美の対象が出てきたのは初耳だ。

　遥紀は今年入ってきた新入社員の顔を思い出したが、どう考えたって絶対に自分の方が勝っている。だとしたら、彼女たちは誰だれの話をしているのだろう。

「私なんか、チャールズと話したのよ」

（チャールズ？）

「え～っ、いいな～」

（……どっかで聞いたような……）

「今日は挨あい拶さつだけだって言ってたし、明日になればお披ひ露ろ目めあるわよ」

（中ちゆう途と採用？）

　断だん片ぺん的な言葉だけでは判断がつきかねたが、それでもどうやら明日になればその正体がわかるらしい。

　女の子たちの話題の中心になる人物がどんな男なのか、途中聞こえた外国人名に若干嫌な予感がしつつ、遥紀は敵対心を燃やしながら翌日を待った。

　そして───。

「おい、みんな集まってくれ」

　翌日の朝礼時、遥紀が所属する営業部の部長、塚つか原はら明あき典のりが声を上げてフロアの人間を呼ぶ。

　早さつ速そくかと好こう奇きの視線を向けた遥紀は、次の瞬間目を大きく見開いて口をぽかんと開けてしまった。

「今度アメリカ本社から出向してきた、チャールズ・幸之助・レイエスだ。年齢は二十四歳。名前を聞いてわかると思うが、彼の祖母殿が日本人で、彼も日本語が堪たん能のうだ。だが、来日は初めてなので、各方面でのフォローを頼たのむ。チャールズ」

　塚原の後ろにいてもその長身で十分容姿の見える男───チャールズが一歩前に出た。

　金きん髪ぱつ、青い目の、甘やかな美び貌ぼうがゆっくりと笑えみを浮うかべ、女子社員だけではなく男性社員も一様に見み惚とれてしまっている中、あの爆ばく弾だん発言を堂々と述べた。

「拙者、チャールズ・幸之助・レイエスと申す。以後お見知り置きいただきたい」

「……」

　それまでの高揚感に満ちたざわめきが一いつ瞬しゆんで止やんだ。

　だが、直すぐにそこかしこでこそこそと会話が始まった。今のチャールズの言葉を冗じよう談だんだと笑っていいのか、それとも少々問題のある人物だと思えばいいのかと迷っているようだ。

　しかし、遥紀は目の前の男が先日実家の銭湯に来た男と同一人物だとわかった途端、思わず声を上げてしまった。

「やっぱ、ビッグマグナムかよ！」

　自分でも驚くほど大きく、遥紀の声が響ひびく。

　すると、チャールズはすぐに遥紀を見つけて破顔した。

「ハルキ殿どの！」

「は、遥紀殿？」

「拙者って言わなかった？」

　新たにざわつく周りの声がようやく耳に入り、遥紀はしまったと今さらながら後こう悔かいする。

　数日前に銭湯に来た男がまさか同じ会社に出向で来るとは想像もしていなかったが、三課ある営業のどの課に振ふり分けられるのかもわからないうちに、自分から名乗るような真似まねをしてどうするというのだ。

　恥はずかしくて実家が銭湯を営んでいると誰にも言っていなかったのに、この男の口からバレてしまうとせっかく自分が今まで作り上げてきたモテ男のイメージが崩くずれる。

（不味まずい、不味いって～っ）

　焦あせる遥紀は無意識に後ずさろうとしたが、塚原はどうやら顔見知りだと見当を付けたらしい。

「中村、社内の要所の案内をしてやってくれ」

「お、俺がですか？」

「知り合いだろう」

「……」

　ここまで来て、まったく赤の他人と言い張ることはできなかった。

　ちらりとチャールズに視線を向けると、まるで人ひと懐なつこい大型犬、髪かみの色からゴールデンレトリバーを彷ほう彿ふつとさせる人懐こさで遥紀の側そばにやってくる。

「かたじけない」

「……」

「ハルキ殿？」

「……こっち」

　フロアのすべての視線が自分たちに向けられているのだ。遥紀は半分引き攣つりそうになる頰ほおに無理に笑みを浮かべると、チャールズを促うながして部屋の外に出る。

　朝一番なので廊ろう下かにも多くの社員が行き来し、その目は遥紀……ではなく、そのすぐ後ろを歩く大おお柄がらな美形外国人を見て呆ほうけていた。いっそ、見事だ。

　そのことに嫉しつ妬としないではなかったが、その前に実家の家業の口止めをしてしまわなければならない。遥紀は慎しん重ちように辺りを見回し、ちょうど人ひと影かげが途切れたタイミングですぐ近くの空いていた会議室にチャールズを連れ込んだ。

「いかがいたした、ハルキ殿」

「……俺を覚えているんだな？」

「は？」

「俺の家のこと、覚えているな？」

　念を押して聞くと、チャールズは大きく頷うなずいた。

「いかにも。《佐衛門の湯》という素す晴ばらしい名前もそうであったが、拙せつ者しやに格別の心配りをしてくださったハルキ殿のことはこの心に刻み込まれているでござる」

「忘れろ」

「なんと？」

「俺の実家が銭湯だったことも、その銭湯で俺が掃そう除じをしてたことも、お前の記き憶おくから即そつ行こう抹まつ消しようしろ」

「……なぜに？」

　遥紀の複雑な心の内を知らないチャールズは、思いつめた表情をして見下ろしてくる。そんな表情をすると犬っぽさが消え、男の艶つややかさが増した。

　不覚にも見惚れそうになった遥紀は慌あわてて首を横に振る。そして、十センチは高いチャールズの目を見み据すえて言った。

「俺はスタイリッシュなモテ男を目指しているんだ。ださい銭湯が実家なんて、女の子たちに知られたくないんだよ。いいか、今後もしもその話が広まったらお前の口からバレたということで、覚かく悟ごしてもらうぞ」

　最初が肝かん心じんだと、遥紀はチャールズを脅おどした。もちろん、アメリカ本社から来たチャールズに本当に実力行使をするつもりはないし、したとしてもこの体格差で自分が勝てる可能性はかなり低い。

　しかし、こう言っておけば少なくともチャールズは遥紀のことを要注意人物だと認にん識しきして、近寄ってはこないはずだ。

　遥紀も、チャールズに近づくつもりはない。そう牽けん制せいしたつもりだったが、変わった言葉を操あやつる外国人は、その思考も突とつ拍ぴよう子しもなかった。

「なるほど！　これが男同士の契ちぎりというものでござるな！」

「は？　いや、お前それ意味が全然違ちがうって！」

「先達ても思うておったが、まことハルキ殿は男の中の男！　《鬼門捕物帳》の黒川佐衛門殿と通じておる！」

「うわぁっ」

　どこでどうスイッチが入ったのか、歓かん喜きの雄お叫たけびを上げながらチャールズが抱だきついてきた。体勢から見れば抱きこまれたという形だ。男の自分がすっぽりとチャールズの腕うでの中におさまっているというのが悔くやしいのに、突とつ然ぜんのことに驚おどろいた方が強かった。

「男と男の契り、拙者、必ずや全まつとうしてみせますぞっ」

「いや、だからっ」

（本当にわかってんのかよ）

　何を言っても、今のチャールズにはまったく聞こえていない様子だった。










　遥紀としては、それで終わりのつもりだった。

　チャールズは当然のように外資を主な顧こ客きやくとする営業三課に回され、一課の遥紀との接点はかなり減ることになった。

　だが、もちろん同じフロアにいるので姿も見るし、何より目立つ男の話題は女の子が次々と提供してくれる。

「ねえ、中村さん、チャールズとどういう関係なんですか？」

「関係って、特にないけど」

「あんなふうに名前を呼ばれてるのに？」

「あー、アメリカ人だからじゃない？」

「下の名前を呼ばれているの、中村さんだけですよ。羨うらやましいなあ」

　赤くつやつやと美味おいしそうな唇くちびるを尖とがらせて言う新入社員の女の子の言葉に、遥紀はただ笑ってごまかした。

　元々フレンドリーな性格らしいチャールズは、この一週間で営業の人間とはほぼ全員顔見知りになったらしい。

　チャールズを見ていれば、二十四歳で外国に出向というのは出世コースだと十分理解できる。そんな外見もスペックも最上な男を狙ねらって、早さつ速そく社内の女の子たちの中では静かな戦いが始まっているようで、こんなふうに遥紀に探さぐりを入れてくる者も多くなった。

「香か奈なちゃんだって、すぐに名前で呼ばれるって」

「本当にそう思いますか？」

「うん。可愛かわいいし」

「やだぁ」

　顔を赤くし、照れたように笑う女の子は可愛い。ただそれが、自分に向けてのものでないということが悔しいが。

（大体、この子だって俺がターゲットじゃなかったか？）

　先週まで、何かと遥紀に接せつ触しよくしてきた子が、今やチャールズの情報源としか遥紀を見ていないのがつらいところだ。

「でも、あの口調は何でしょうねえ。英語じゃないだけましだけど、ギャップが酷ひど過ぎるっていうかぁ」

　チャールズの時代劇口調は絶好調のままだ。外国人クライアントに対する英語は当然のことながら完かん璧ぺきらしいが、日本語になると途と端たんにアレだ。

　最初はウケ狙いだと思っていた者たちも、直すぐにそれが素のチャールズだということに気づいたらしく、戸と惑まどっている者が多いそうだ。

「ばあさんの影えい響きよう、だっけ」

「でも、似合わないしぃ」

「はは、まったく」

（そのおかげで、ちょくちょく失敗してるみたいだし）

　なまじ流りゆう暢ちような口調だけに、電話越ごしでは相手が馬ば鹿かにされているように感じるのだ。チャールズの顔を見れば、外国人ならしかたがないかと寛かん容ように受け止めてくれることの方が多いらしいが、すべての人間に通じるわけではない。

（……俺には関係ないことだし）

　今のところ、家業がバレた様子はない。男同士の契りという最高に間ま違ちがった表現をしていたが、それでも約束はちゃんと守っていることは認める。

　気分を切り替かえなければ。

　遥紀は目の前の女の子の顔を覗のぞき込むようにしながら囁ささやいた。

「今日、ご飯食べに行かない？」

「私と？」

「香奈ちゃんと」

「……二人で？」

「うん」

　チャールズ狙いだとしても、遥紀から誘さそわれたことはまんざらでもないらしい。誘うような眼まな差ざしを向けられ、遥紀がさらに言葉を継つごうとした時だった。

「中村っ」

　同じ課の同どう僚りようから声を掛かけられた。

「塚原部長が呼んでたぞ」

「俺を？」

　ぱっと時計に視線をやったが、まだ昼休みだ。

（なんだ？）

　よくわからないが、呼ばれているのなら行かなければならない。

「第二会議室に来いってさ。伝えたからな」

「おう」

　そのまま立ち去る同僚を無意識に見送り、遥紀はパンッと両手を目の前で合わせながら頭を下げた。

「ごめん、香奈ちゃん、また後で」

「は～い」

　彼女も部長の話が優先だとわかっていて、渋しぶ々しぶながらも送り出してくれた。

　昼休み、わざわざ名指しで呼び出す理由が見当たらない。何か失敗しただろうかと考えるが、今問題がある案件はなかったはずだ。

　妻の社会的自立のための離り婚こんという、今風な理由でバツ一。三十六歳という若さで部長職に就ついている塚原は外見はダンディだが、その実とても面めん倒どう見みがよくて、遥紀も慕したっている社員の一人だ。

　理り不ふ尽じんなことは言わない相手だとわかっていても、呼び出しの理由が思いつかないせいかどうにも落ち着かない。

　第二会議室まで急いだ遥紀は、ドアの前で一度大きく深呼吸をしてからノックした。

「中村です、失礼します」

　ドアを開け、一礼して顔を上げる。

「あ」

　そこに塚原以外の人物を見て、遥紀は目を瞠みはった。

「昼休みに悪いな。まあ、座れ」

「は、はい」

　塚原の前、遥紀が指示された椅い子すの隣となりにはチャールズが座っていた。なぜか大おお柄がらの身体からだを小さくし、情けなさそうに眉まゆを下げている。悔しいことに、そんな表情をしても男前だった。

「中村、こいつのこと、何か聞いているか？」

「……はあ、まあ」

　今や話題の中心であるチャールズの噂うわさはかなり多い。ただ、良いいことばかりではないので微び妙みように言葉を濁にごすと、そんな遥紀の意図がわかったらしい塚原は軽く頷うなずいた。

「営業能力には問題ないんだ。有能だからこそ合がつ併ぺいしたばかりの日本支社に出向してきたんだしな」

「……そうですね」

「ただ……」

　そこで一いつ瞬しゆん言葉を濁しかけた塚原だったが、直ぐに開き直ったように苦く笑しようしながら言った。

「お前、チャールズの言葉をどう思う？」

「言葉、ですか？」

「流暢な日本語だが、ちょっと……時代がかっているよな」

「まあ、そうですね」

　改めて言わなくても、チャールズと話した人間なら一言目で気づく。男は苦笑し、女の子たちは可愛いと嬌きよう声せいを上げていた。どちらにせよ、外国人のチャールズだからこそ、多少のおかしな言動は許されていると思う。

　ただ、それにも限度がある。

　今やチャールズの時代劇言葉は笑って流せないレベルらしい。

「社内限定なら俺も何も言わないが、取引先相手だと少々問題があってな。昨日までに数件、苦情があった」

　塚原の言葉に、遥紀はちらっとチャールズを見た。真しん剣けんな眼差しは後こう悔かいしているようにも見える。何を言われているのか、本人もちゃんとわかっているらしい。

「それで、だ」

　塚原は身を乗り出し、食えない笑えみを口元に浮うかべる。なんだか、嫌いやな予感がした。

「お前に、チャールズの教育係を頼たのみたい」

「俺にですかっ？」

　思わず叫んでしまい、遥紀は慌あわてて声を落とす。

「どうして俺なんですか。こいつ……彼は、三課の人間ですよ？　そこに頼むのが一番良いですよ」

「三課に、お前以上の適任者がいないから言っているんだ。お前は社交的だし、人当たりもいい。少々軟なん派ぱな外見はしているが、性格も男っぽいし、面倒見もいいからな。日本に来て不安なチャールズの良い先せん輩ぱいになってくれるだろう？」

「部長ぉ」

　尊敬する塚原にここまで褒ほめられて悪い気はしない。そんな遥紀の気持ちをまるで読んでいるかのように、塚原はさらに続けた。

「頼む、中村。こいつを助けてやってくれないか」

　頭を下げられて戸惑っていると、

「お頼み申す！」

（……うわ……）

　椅子から立ち上がり、ガバッと音が鳴るほど深く頭を下げてきたチャールズに圧あつ倒とうされてしまった遥紀は、引き攣つった顔のまま塚原を見る。

「中村」

「ハルキ殿どのっ」

　ここではっきり嫌だと言っても、塚原はペナルティを科すような人間ではない。

　それでも、遥紀の胸の中の親おや分ぶん肌はだな気質がむくむく頭をもたげてきた。昔から、頼たよられるのが嫌ではなかった。ガキ大将っぽいというか、自分より弱い者、小さい者を守るのが男だと、父から何度も教えられた経験からかもしれない。

　それに、男として完璧に見えるチャールズを自分が指導するということに、プライドがくすぐられたのも本当だ。

「……できることだけでいいですか？」

　一応、保険を掛けるように言えば、突とつ然ぜんチャールズに抱だき締しめられる。

「感謝する！」

「い、いいから、離はなせって！」

「ハルキ殿、拙せつ者しやのことはチャールズと呼んでくだされっ。いつでもどこでも、ハルキ殿の命ずるまま従う所存でござる！」

「あー……わかった、わかったから」

　何にどう感動したのか、遥紀を抱き締めたまま宣言するチャールズの腕うでの中から恨うらめしげに塚原を見れば、笑いを堪こらえた変な顔をしていた。　>>>♥

（……失敗したか……？）

　すんなりＯＫしてしまったことを後悔しても、チャールズのこの勢いと塚原の笑いを見れば、今さら撤てつ回かいできないということは想像に難かたくない。

「上手うまくやってくれ」

「ぶ、部長っ」

　塚原は立ち上がってテーブルを回ってくると、情けない恰かつ好こうでチャールズに抱き締められている遥紀に笑いかけた。

「何かあったらフォローする」

「……本当ですか？」

「ああ」

　ポンッと頭を叩たたくと、塚原は会議室から出ていった。

　部屋の中に残されてしまった遥紀は、いい加減息苦しくなって遠えん慮りよなくチャールズの背中を殴なぐりつける。

「離れろ」

「……ハルキ殿……」

「それ。殿ってやめろ」

「なぜに？　ハルキ殿はハルキ殿でござる」

「ござるって……」

　遥紀は天井を見上げて大きな溜ため息をついた。とにかく、まずはこの話し方をどうにかしなければならない。

　誰だれに対しても変わらないとすると根は深いだろうが、頭が良いのなら何とか改善する方法もあるはずだ。

「……今夜、時間空けろ」

「え？」

「飲みに行くぞ」

　会社では詳くわしい話などできないだろうと思って提案すると、チャールズはキラキラとした笑顔満開で頷いた。

「承知した！」

「いや、だから……」

（わかってるのか、こいつ）

　手て強ごわい敵に、遥紀はクシャッと髪かみをかきむしった。








第二章　特別でござる！









　初めは近くの居酒屋にでも行くつもりだったが、チャールズの外見を考えるともう少し人目を避さけられる場所が良いいと思った。しかし、当然のことながら遥紀の思いつく場所は賑にぎやかな所ばかりで、内密な話をする場所ではない。

　一いつ瞬しゆんだけ、自分の家にという考えも過よぎったが、両親の目があると余計な荷物までしょい込みそうだ。

　曰いわく、

「外国に来て大変なのよ、あんたが誠心誠意お世話してやんなさい！」

　もしくは、

「男が一度頼まれたことを中ちゆう途と半はん端ぱに投げ出すな。こいつが馴な染じむまで、つきっきりで世話をしてやれっ」

　───そう言われるのがオチだ。

　と、なると、場所は一つしかなかった。

「……へぇ、良い部屋じゃん」

「拙せつ宅たくに招いたのはハルキ殿が初めてでござる」

「……そ」

　別に初招きが嬉うれしいなんて、乙女おとめみたいなことを考えるわけがない。曖あい昧まいに頷うなずいた遥紀は、もう一度ぐるりと部屋の中を見回した。

　二十三区内、２ＬＤＫの真新しいマンション。買うにしても借りるにしても結構な金額だと思うが、聞けば会社の借り上げ物件ではなく、チャールズの祖母の実家が用意してくれたらしい。

　そんなことを聞けば、さらに女性社員のチャールズ争そう奪だつ戦が過熱するだろう。それを考えると少し面おも白しろくない。

　勝手にリビングに入った遥紀は、持っていたビニール袋ぶくろをガラスのテーブルの上に置こうとして止やめた。こういったお洒しや落れな家具を扱あつかい慣れていないし、万が一傷つけでもしたら弁べん償しようできない。

　向きを変えてキッチンのカウンターに置きながら、中から買ってきたビールや値引きされた惣そう菜ざいを取り出した。

　これを買う時も、かなり大変だったのだ。

「なぜにこれは値引いてあるのだ？　平民を気遣う商店か？」

　お坊ぼつちゃま……もうそうとしか思えない……のチャールズは、午後五時以降のタイムセールのことを知らなかったらしく、半額の惣菜を一々手にして歓かん声せいを上げた。それだけならまだ他人のふりをしていればよかったが、何をするにも遥紀の名前を呼ぶので始末に負えなかった。

　さらに、チャールズの美び貌ぼうに惑まどわされたのか、店員のおばちゃんがよけいに値引きのシールを貼はってくれるので、遥紀もつられて愛あい想そ笑いをしなければならず、奥さま方が大勢いるスーパーは、その日ばかりはコンサート会場になったように見えた。

　それでも得したことには変わりなく、少々お高そうな和牛のコロッケや焼き鳥もゲットできたことだし、この顔を印いん籠ろうのように便利に使えれば良いかと考え───。

（……あ、そうだった）

　印籠から時代劇を連想し、そこからチャールズの時代劇言葉を思い出して、遥紀はキッチンでいそいそと酒盛りの準備をする男を見た。

「……何してるんだ？」

「せっかくハルキ殿どのがいらしてるので、もてなしの膳ぜんを用意しようと思うて」

「あ、そ」

　止めることもないのでカウンターの前に立って見ていれば、クラッカーにチーズを載のせたり、プチトマトとチーズとハムを串くしに刺さしたりと、意外なほど器用な手つきで簡単なつまみを作っていく。せいぜい蒲かま鉾ぼこを切ったり、ソーセージを炒いためたりするくらいかと思っていたので驚おどろいた。

「料理できるんだな」

（お坊ちゃまのくせに）

「……それ何？　薄うす皮かわ？」

「生ハムとクリームチーズの生春巻きでござるよ」

「生ハム……」

（パーティーでしか食ったことないな）

　こんな凄すごいマンションに暮らしている上、お洒落な料理が得意だとは。本当に言葉以外非の打ちどころのない男だ。

「さあ、ハルキ殿、遠慮のう食してくだされ」

「……いただきます」

　きちんと手を合わせる遥紀を、嬉しげに見つめてくるチャールズ。その視線を痛く感じながら、遥紀は男の手料理を口にした。……悔くやしいが、美味うまい。

「いかがか？」

　ここで不味まずいと言えば、このキラキラした笑え顔がおはたちまち萎しおれるだろう。しかし、遥紀はそこまで嫌いやな人間になれなかった。

「まあ、美味いけど」

「それは良かった」

「……」

（俺、何してるんだ？）

　男同士で二人きり、向かい合って飯を食べている理由が理由だ。

　たいして親しいわけでもなく、どちらかと言えば遥紀はチャールズに敵てき愾がい心しんを抱いだいている。ここにいるのは、あくまでも塚原の顔をたてるためだ。

　さっさと言葉遣いを注意し、明日から誰だれの迷めい惑わくにもならないよう言えば良いと、遥紀はわざわざグラスに移し替かえてもらったビールを一気に半分飲んで切り出した。

「で？」

「は？」

「その言葉、わざとじゃないんだよな？」

　遥紀の問いに、チャールズは居住まいを正して頷く。

「拙せつ者しやの祖母が《鬼門捕物帳》の黒川佐衛門殿を好いておって、幼き頃ころよりずっと共に映画を見ておった。そのせいか、拙者の日本語はすべて黒川佐衛門殿を師としておるのでござる」

「ばあさんの影えい響きよう、そんなに強いのか」

「拙者は祖母を一等好いておるので……」

（ばあちゃんっ子か）

　それだけではなく、チャールズの周りにあった日本語がその時代劇の台詞せりふだけだったので、おかしいという意識もなかったのかもしれない。

「じゃあ、実際に日本に来て驚いただろ」

「……どこぞの異世界に迷い込んだかと」

「はは、異世界ねえ」

　巷ちまたに溢あふれる日本語が正しいのかそうでないのか、遥紀自身じっくり考えたこともない。ただチャールズにとっては相当なカルチャーショックだったというのは想像できる。

　まだ若いのだし、これだけ……時代劇口調とはいえ……日本語を話せるのだ。時間を掛かければ矯きよう正せいできるはずだが、今のチャールズはパニックになって新しい知識を吸収できないというところか。

（俺って頭いいじゃん）

　原因と理由がわかれば、後は対策だ。

　遥紀はチャールズに言った。

「ま、無理しなくていいんじゃね？」

「ハルキ殿」

「時間がたてば慣れてくるって」

　クラッカーを口に放ほうり込みながら、遥紀は内心ほくそ笑んでいた。

　今のままでは、多分チャールズは変わらない。焦あせりが加わって、さらに酷ひどくなる可能性もあるだろう。

　しかし、そうなるとアメリカに帰国する可能性が大きくなるだけだ。能力があるのなら、辞やめさせられるという最悪の展開はないはずだ。

　家業のこともバレない。遥紀にとってはいいことずくめだ。

　落ち込んでいるチャールズが少し可か哀わい想そうにも思うが、無理矢理目をつぶるしかない。

　遥紀は何とか自身の気持ちに折り合いを付けたが、その間チャールズも様々なことを考えたのか、いきなり遥紀の両手を摑つかんできた。

「ハルキ殿は、なぜにそれほど情け深いのでござるかっ」

「え？　な、なんだよ」

「拙者、ハルキ殿のお気持ち、真しん摯しに受け止めたでござる！」

「へ？」

　どこを、どう曲解したのか、チャールズは遥紀のことをかなり《良いい人間》だと誤解している。言葉は繕つくろったが、結局何もしないと言っているも同然なので、ここまで感激されると居い心ごこ地ち悪くてたまらなくなった。

「……俺、もう帰……」

「ハルキ殿、拙者のことはコウと呼んでくだされ。祖母が付けてくれた大切な名前の幸之助から、親しき方たちは皆みな、そう呼んでくださっておるので」

「いや、俺別に親しくなんて……」

「さあ、飲みましょうぞ！」

「……」

（テンション高すぎ）










「ハルキ殿、おはようでござる！」

　翌朝、ビルの入り口まで来た遥紀は、響ひびく声で名前を叫さけばれ、直すぐに反応できずに立ち止まってしまった。

「……チャールズ」

「コウと呼んでくだされっ」

「……」

　昨日の今日で、どうしてここまでフレンドリーになれるのだろう。一回酒を飲めば皆友人になると思っているのなら大おお間ま違ちがいだ。

「あのな、チャールズ」

「コウでござる」

「……チャールズ、朝っぱらから公道で怒ど鳴なるな。周りだって皆みんな驚おどろいて見ているぞ」

　ここは遥紀たちの会社だけでなく、別の会社も多く入っているビルなのだ。こんなふうに親しげに話しかけられれば、どう見たって友人同士に思われる。見比べられ、チャールズの方に感かん嘆たんの視線を向けられてしまうと、どうしたって面おも白しろくない気持ちはわき上がってしまった。

「……申し訳ない……」

　遥紀が不ふ機き嫌げんなのがわかったのか、チャールズは大きな身体からだを目に見えて小さくした。見えない耳や尻しつ尾ぽまで垂れ下がって見えてしまい、なんだか自分の方が苛いじめているような錯さつ覚かくに陥おちいってしまいそうだ。

（こいつ……）

　多分、根は悪い奴やつではない。違う次元の人間として見れば、割り切って付き合えるかもしれない。

　しかし、遥紀は自分だってイケているという自負があるせいか、どうしても客観的に接することができなかった。

「……」

「……ハルキ殿どの」

（だから、そーいう顔するなって）

　遥紀は軽く頭を振ふった。

「……行くぞ、コウ」

　それが遥紀なりの譲じよう歩ほだとわかったのか、単に愛あい称しようを呼んでもらって嬉うれしいのか、チャールズはたちまち笑え顔がおを取り戻もどして遥紀の隣となりを歩く。

「昨日はとても良い時を過ごさせてもらったでござる」

「そうか？」

　酒盛りは確か二時間弱で終わったはずだ。その間、チャールズは遥紀のことを色々聞きたがって、今さら隠かくすこともないと遥紀は答えた。

　会話の中でもチャールズの時代劇好きは伝わってきたし、酔よっていたせいか言葉もそれほど気にならず、むしろ楽しくて良く笑った気がする。

（……あれ？）

　塚原に命じられていやいや世話係を引き受けたはずなのに、思ったよりも嫌いやではない自分がいて、遥紀は何だか複雑な気持ちになってしまった。

「ハルキ殿、本日の昼ひる餉げ、拙者と共にとってくださらぬか」

「ヒルゲ？　……あー、昼飯？」

「その通り」

「やだ」

「な、なぜにっ？」

　まさか遥紀が断ると思わなかったのかチャールズは大げさに驚おどろくが、遥紀にとっては当然の判断だった。

「お前は三課の人間。コミュニケーションとるには、同じ課の人間と飯を食った方が手っ取り早いって」

　塚原はチャールズの世話係を頼たのむと言ったが、課を異動するとまでは言わなかった。仕事を円えん滑かつにするには課の人間と親密になるのは重要なことで、遥紀はそのサポートをできる範はん囲いでするだけだ。

「ハルキ殿……」

　チャールズは勝手に遥紀とペアを組むと考えていたのか、すっかり意い気き消しよう沈ちんしている。

　エレベーターに乗り込んだ時もそんな様子で、周りの視線が遥紀に突つき刺ささるようで居心地が悪かった。

（飯くらい、一いつ緒しよに食ってやっても……）

「あの……」

「チャールズ！」

　エレベーターの扉とびらが開いた瞬しゆん間かん、そこにいた女子社員たちが嬌きよう声せいを上げてチャールズを取り巻いた。

「おはよう、チャールズ」

「お、おはようでござる」

「ねえ、その話し方いつまでするの？　仕事の時はあんなに完かん璧ぺきな英会話ができるのに～」

「私、英会話の個人レッスンしてもらいたいな」

「あっ、私も！」

　数人の女子社員たちの押しの強さに圧あつ倒とうされ、遥紀はじりじりと壁かべ沿いに逃にげようとした。ここはチャールズに囮おとりになってもらうしかない。

（……香奈ちゃんもいるじゃん……）

　昨日、あれだけ良い雰ふん囲い気きだったのに、やはり彼女の本命はチャールズのようだ。だが、不思議と心は痛まない。そうだろうなと、思ったからだ。

　チャールズを置いて先に営業部の部屋にやってきた遥紀に、同どう僚りようの一人が声を掛かけてきた。

「お前、《ござる》のお守もりに指名されたんだって？」

「《ござる》？」

「え？　お前知らないの？　あいつ、そう呼ばれてるぜ」

　そう言いながら笑う同僚には、きっと悪気はないのだ。自分が彼の立場だったら、気の毒にと思いながらどこか他人ひと事ごとだと割り切っていただろう。

　しかし、昨日酒を飲み、少し話して、チャールズがかなり真面目まじめな男だということを遥紀は知ってしまった。だから……聞き逃のがせない。

「そういうの、止やめようぜ」

「え？」

「お前だって、ノリベンって言われたくないだろ」

「ノ、ノリベンってお前っ」

　その同僚が同どう棲せいしている彼女と喧けん嘩かをし、一週間手作り弁当が海苔のりと梅干しご飯だけだったのを課内の人間なら知っている。本人も弱り切って、土下座して謝ったらしい。

「そ、そういうお前だって何て言われてるか知ってるのかっ？」

「チャラ男、チャトラ、カンベン君だっけ」

　外見だけを表した《チャラ男》に、昼休み野の良ら猫ねこにパンを分けてやって《チャトラ》。しつこいクレームの電話に三十分以上謝罪したということで《カンベン君》。別に何と言われようと気にしないが、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっているチャールズを揶や揄ゆするあだ名はやはり許容できなかった。

「お前ね～」

「ま、あいつがパーフェクト人間だったら、それこそ社内の女の子全部持ってかれるんだからさ、少しくらいのハンデは笑って見逃してやろうぜ」

　最後は笑いながらそう言えば、同僚も複雑そうな顔をしながらも頷うなずく。

　遥紀はホッと息をついて自身のデスクに向かった。

（何言ってんだか、俺は）

　別にチャールズを庇かばうつもりなんかなかったのに、いつしか味方するようなことを言ってしまった。イケメンパワーはやっぱり凄すごい。

（……って、絶対俺の方が良いい男だから！）

　足の長さや容よう貌ぼうで負けても、総合力で勝てばいい。

　今の遥紀は自信を持ってそう言えた。

　その時入り口が騒さわがしくなり、案の定チャールズが周りに女の子をはべらした状態で入ってくる。

「おはようでござる！」

　相変わらず、まったく空気が読めない言葉でそう言い、周りが笑いを含ふくんだ声で挨あい拶さつを返すのが見えた。

（おはようだけでいいんだけどなあ）

　なぜそこで、《ござる》を付け加えるのだろう。

　気を付けてチャールズを見ていると、奴も多少は学習しているのかきちんとした日本語を話す時もあった。しかし、それはごく少なく、やはり時代劇口調は抜ぬけない。

（あれって、どうすれば止められるんだ？）

　周りがおかしいと感じて、本人もその自覚があれば、改善する可能性はまったくないわけじゃないはずだ。

「……」

（うわ、俺、あいつのこと考えてるじゃん）

　形だけの教育係のつもりだったのに、もうこんなにもその言動を気にしてしまっている。これを塚原が読んでいたとしたら、相当性格を把は握あくされているということだ。

「……」

　遥紀は塚原を見る。すると、こちらを見ていたらしい彼と目が合い、笑われてしまった。

（……図星だ）

　まんまと塚原の作戦に乗ってしまったことを、今さら後こう悔かいしても遅おそかった。










　数日後、残業をしていた遥紀は自じ販はん機きで好物のココアを買って戻もどった時、部屋から漏もれ聞こえる声に足を止めた。

「……いや、けしてそのような……拙せつ者しやはただ……あっ、お待ちくだされっ」

　部屋の中を覗のぞくと、数人の社員と共に受話器を持って立ち尽つくしているチャールズの姿が見えた。どうやらまた、取引先を怒おこらせてしまったらしい。

　周りはもう慣れたものなのかチャールズに声を掛けることなく、黙もく々もくと己おのれの仕事をしている。その間、チャールズは動かなかった。

　きっと、相当落ち込んでいるのだ。上司や同僚からも今まで何度も注意されてきて、結局治らない自分の言葉にジレンマを抱かかえているのかもしれない。

「……」

　遥紀は缶かんを弄もてあそびながら考えた。自分はどうしたいのか……その答えは案外早く出る。

「おっし、帰るか」

　わざと声を出して部屋の中に入ると、はっとチャールズがこちらを見た。泣きそうなその姿に耳と尻しつ尾ぽが見えるようで思わず笑った。

「おい、コウ、飲みに行こうぜ」

　そう声を掛けると、チャールズの顔が目に見えて輝かがやく。

「お供するでござる！」

「おーおー、供をしろ」

　何事かとこちらを見る同僚たちをしり目に、遥紀は会社近くの居酒屋にチャールズを連れてきた。

「いらっしゃいませ！」

「生二つ。あと、焼き鳥の盛り合わせと、フライドポテト、山やま芋いもの鉄板焼きに……」

　適当に注文をして手て拭ふきで手と顔を拭ぬぐう。オヤジっぽいとわかっているが、これはもう社会人になってからの習慣なのだからしかたがない。

　ちらっと向けた視線の先では、チャールズは優ゆう雅がに手を拭いて……同じように顔を拭こうとしていたので慌あわてて止めた。郷に入っては郷に従えを実じつ践せんする心構えは好ましいが、どうしてもこの容姿でオヤジっぽいことをされると心臓に悪い。

　やがて運ばれてきた生ビールのジョッキを前に、チャールズは神しん妙みような顔をして遥紀を見たまま動かない。自分のやることなすことに自信がないのか。そう考えると可か哀わい想そうになった。

「ほら、飲むぞ」

「……よいのでござるか？　何か作法は……」

「お前、課の人間と飲みに行ってないのか？」

「皆みな、拙者を誘さそってはくれないのでござる」

「……作法なんてないって。飲みは基本的に無礼講」

　そう言って、遥紀は置いたままのチャールズのジョッキに軽く自分のものを合わせて、一気に半分飲んでしまった。

「は～っ、やっぱ美味うまいわ」

　デートはもちろん、飲み会に一人でも女の子がいたら遥紀だって王子さまのように取り繕つくろうが、相手が同じ男なのだ、そんなことを考える必要もない。

　チャールズも遥紀の様子を観察しながら、ゆっくりとジョッキに口をつける。そして、それを再び下ろすと深い溜ため息をついた。

「ハルキ殿どの、拙者はどのようにすれば良いのでござるか？　皆と仲良うしたいと思うておったが、一向にその気配すらないのでござる」

（それは、お前が原因だって）

　胸の内で答えるが、さすがに口には出せない。

「拙者の何が悪いのであろう……」

　容よう姿し端たん麗れい、頭脳明めい晰せき。人当たりだって悪くない。それがただ一つ、言葉遣いがおかしいだけで陰かげで笑われているなんて理り不ふ尽じんだ。

「……あのさ、英語で話せば？」

「英語？」

「たとえばさ、あー、いい提案ですねって言う時、お前何て言う？」

「良い案でござる？」

「それ！　それを少し変えるんだって。グッドアイデアって一言に」

「Good plan?」

「お、さすが本場の発音。それみたいにさ、まずは単語を言うようにして、少しずつ文章にしていけばいいんじゃないか？」

　話しているうちに、遥紀自身それがとても良い方法に思えてきた。

　四分の一日本人の血が入っているとはいえ、二十四歳までずっとアメリカ暮らしで今回初来日なのだ。日本語が話せなくて当然と思ってもらうことは可能だろう。

　そこから少しずつ周りの会話を耳で聞いて会話の矯きよう正せいをしていけば、頭が良いならちゃんと覚えるはずだ。

「俺を昼飯に誘ってみろよ」


「Shall we eat lunch together?」



「おー、かっけーじゃん」

　本場の発音はやはり耳に心ここ地ち好よい。遥紀が手放しで褒ほめると、チャールズは照れたように笑った。そうすると、年相応の青年に見えてさらに好印象だ。

（また、こいつの人気が上がるだろうな～）

　それでも、チャールズのしょぼくれた姿を見た後では、何だか出来の悪い弟を世話する兄貴の気分になってあまり気になることもない。

「じゃあさ、口説き文句はどんなのがあるんだ？」

　今後、金きん髪ぱつの美女と知り合う可能性だってゼロじゃない。そう思いながらわくわくして聞いてみると、チャールズは少し考えるように黙だまった後、急に身を乗り出して遥紀の耳元で囁ささやいた。


「I can't get you off my mind」



「へ？」


「I'm into you」



　多分、意識的に出しているだろうチャールズの低く甘い声は、男の遥紀からしても随ずい分ぶん魅み惑わく的だった。酒を飲んで身体からだが熱くなっているだけかと思ったが、妙みように下か肢しに熱が溜まっていく感じで、慌ててチャールズの頭を押しのける。

「わかった！　お前の実力は十分わかったから！」

「拙者の実力？」

「……」

（元に戻った）

　こうなると、ヘンテコな時代劇口調で話してくれる方が気が楽だ。

　言葉を矯正するつもりだったが脱だつ線せんしてしまい、チャールズも萎い縮しゆくしていないせいか楽しげに話し、ビールを飲む。

　アメリカでの話も聞いていると興味深く、遥紀はこのまま別れてしまうのが惜おしいと思った。しかし、二軒けん目、三軒目に行くには軍資金が乏とぼし過ぎた。かといって、チャールズに奢おごってもらうのは……やっぱりプライドが疼うずく。

「コウ、俺の家来るか？」

　絶対に誘うつもりなどなかったのに、気がつけばそう言ってしまっていた。多分、相当飲んでいるのだ。

「まことかっ？」

　嬉うれしげに叫さけぶチャールズの髪かみをくしゃくしゃに撫なでると、その手て触ざわりのよさに思わず目を細める。

「よし、行くぞ！」

「承知した！」

　家に帰る途と中ちゆうも馬ば鹿か馬ば鹿かしい時代劇言葉を言い合い、時にはそれを英語に訳させながら、家路に就ついた。きっと、電車の中では迷めい惑わくな酔よっぱらいと思われたに違ちがいない。

「たぁだぁいまぁ～」

　それは、自宅に帰った時も同じだった。

「うるさいわよっ、遥紀！　……え？」

「おふくろぉ、こいつ、ちゃーるず。でもぉ、幸之助ってーいうんだ」

　はははと笑っても、母は目を丸くしたまま固まっている。

「お母上、拙せつ者しや、チャールズ・幸之助・レイエスと申す。けして怪あやしい者ではござらん」

「おは……拙者？　え？　え？」

「なあ、なんか食うもの……」

「その前に掃そう除じ！」

　急に我に返ったらしい母は、台所に行こうとした遥紀の襟えり元もとを摑つかんだ。

「あんたの仕事でしょっ」

「仕事は終わらせてきたんだよっ」

「実家に世話になっている以上、あんたもできることは手伝いなさいっ」

「え～っ、コウ待たせるの悪いし～」

　ここはチャールズを利用して逃にげようと思ったのに、当人はなぜか目を輝かがやかせて母に願い出た。

「拙者も手伝いをさせてもらえぬか？」

「おい」

「あのような広い風呂ふろ、拙者も掃除してみたいでござる」

「疲つかれるだけだぞ？　腰こしは痛いし、広いから時間もかかるし」

　遥紀は何とか諦あきらめさせようとしたが、なぜか張り切ったチャールズはどうしてもと言葉を継つぐ。すると、最初は外国人だと引き気味だった母も、チャールズの美び貌ぼう以上にその心意気が気に入ったらしい。

「一いつ緒しよにやんなさい！　終わったらちゃんとご馳ち走そう作ってあげるからっ」

　そう言われ、二人して風呂の中に放ほうり込まれてしまった。

「……ったく」

　気持ち良く酔っていたはずなのに、日常を突つきつけられると一気に醒さめた。文句を言いたいが母には勝てず、しかたなく遥紀は掃除道具を取り出そうとする。

　すると、つんっと服を引っ張られて足を止めた。

「何だ？」

　シャツを摑んでいたのはチャールズだ。彼は言おうか言うまいか逡しゆん巡じゆんしている様子だったが、やがて思い切ったように頭を下げてきた。

「風呂に入らせてはくれぬかっ？」

「……は？」

「先日、ここの湯に入って以来、拙者は銭湯に焦こがれておった。また訪おとずれたいと切望しておったがなかなか時が合わず……どうかハルキ殿どのっ、拙者の願いを聞き届けていただきたい！」

　両りよう肩かたを摑まれ、ガクガク揺ゆさぶられて気分が悪くなりそうだ。

　別に、そこまで切望されるほど良いい湯とは思わないが、後は掃除するだけなので入ることには問題ない。いや、ちらっと頭を過よぎったのはチャールズのあの立派なブツをもう一度見たいという、怖こわいもの見たさな好こう奇き心しんだ。

　あの時は驚おどろきの方が先に立っていたし、男としてのプライドを折られた気もしたが、チャールズという人間を知った今はそんな思いはほとんどない。それよりも、どんなふうになっているのか、珍めずらしい生き物を観察したいという気持ちに近かった。

「いいぞ」

「まことにっ？」

　まさか了りよう承しようしてもらえると思わなかったのか、驚くチャールズの表情が面おも白しろい。

「その代わり、満足したら掃除を手伝え」

「承知した！」

　早さつ速そくチャールズは脱だつ衣い所に駆かけて行く。その間、遥紀は掃除道具を取り出し、いつものように洗い場をデッキブラシで擦こすり始めた。

　それにしても、こんなふうに遅おそくなっても掃除を手伝わせようとする母は鬼おにだ。外で稼かせいで、ちゃんと月々金も入れているのだし、それで実家に身を寄せている分は補ってもらいたい。

（疲れるって言うなら、さっさと閉めたら良いんだよ）

　両親がいつまでも元気だとは限らないのだ。

　その時、硝子ガラス戸が開く音がした。随ずい分ぶん早いのは、慌あわてて脱ぬいだからだろう。

「おい、ちゃんと服は籠かごに入れて……」

　来たのか。

　遥紀は最後まで言うことができなかった。

（おいおいおい……）

　前回見た時も、桁けた外はずれの大きさというのはわかっていたつもりだ。しかし、あの時はもちろん通常の状態だった。

　だが、今目の前にあるチャールズのペニスは、明らかに少し勃たっている。それが酒の影えい響きようと銭湯に入れるという興奮のためだと見当がつかないわけではなかったが、それでも同性のこんな状態を見たことがなかった遥紀は思った以上に動どう揺ようしていた。

「では、失礼する」

　チャールズ本人はそのことに気づいていないのか、にこにこしながら遥紀に断ると身体からだに湯を掛かけてから湯船に入る。

「あ～、良い湯でござる～」

「……」

（見なかったことにしよう）

　指し摘てきしたところで、どうなるわけでもない。ただ、気まずい雰ふん囲い気きにはなりたくなくて、遥紀はわざと掃除に熱中するふりをした。

　その間、チャールズは湯船の縁ふちに両りよう腕うでを置き、その上に顎あごを乗せてじっと遥紀を見つめる。

「……」

「……」

「……」

（この状じよう況きようで気まずいじゃん……）

　見られるということに慣れていたはずの自分が、こんなにも緊きん張ちようするとは思わなかった。

　遥紀がチャールズを視界に入れないようにして床ゆかを磨みがいていると、

「……ハルキ殿」

　甘ったるいチャールズの声がした。

　振ふり向いたらいけない。遥紀は意地になって手を動かし続ける。

「……ハルキ殿ぉ……」

　再び名前を呼ばれた。

「……なんだよ」

　返事だけすると、ばしゃっと湯が揺れる音がする。反射的に振り向いた遥紀は、仁に王おう立ちになったチャールズを見て息をのんだ。

「お、お前っ」

　さっき見た時は頭をもたげているくらいだったペニスが、今ははっきりと天を衝ついている。根元にある黄金の下毛をかき分けて圧あつ倒とう的な存在感を見せるそれを、遥紀は視線を逸そらすことなくガン見してしまった。

「拙者、このような姿になって……」

「す、姿って、お前なあっ」

「どのようにすればよいのか……？」

「じ、自分でしろっ」

　のぼせているのか羞しゆう恥ちのためか、色白の身体だけでなく顔までまっ赤になっている。

　子供ではないのだ、自己処理くらいできるはずだと、遥紀は厳しい口調で言った。

「も、申し訳ないでござる……」

　チャールズは直すぐに背を向けた。人の行こう為いをじっと見る趣しゆ味みはない遥紀は、今の出来事をすべて頭の中から抹まつ殺さつして手を動かしたが。

「……」

　風呂の中に、妙に大きな溜ため息が響いた。振り向いてはいけない。このまま知らん顔をするのが武士の情けなのに、物音一つしない現状に居たたまれなくなった遥紀は我が慢まんできずに聞いてしまった。

「終わったのかっ？」

「……できぬ……」

「はぁ？」

　場所のせいか、それとも遥紀がいるせいか、どうやらチャールズは集中できないらしい。

「ハルキ殿……介かい添ぞえを……」

「はああっ？」

　反射的に振り向いてしまった遥紀は、思いつめた表情でこちらに向かってくるチャールズを見てしまった。

「お助けくだされ」

「ちょっ」

「ハルキ殿……」

　どこをどう間ま違ちがってそんなことを言いだしたのか。さすがに眉み間けんに皺しわを寄せて怒ど鳴なりつけようとチャールズを見上げたが、目の前の端たん整せいな顔は情けないほどガキっぽい。

「……あーっ、もう！」

　自分でも馬ば鹿かだとは思うが、情けないチャールズをばっさり切り捨てられないほどには、この変わった男に絆ほだされ始めている。

「いいか、これはあくまでも非常措そ置ちだからなっ？」

　羞恥を押し殺して向き合おうとしたが、チャールズはまるで服が邪魔だとでも言うように手を伸ばして遥紀のシャツを引っ張る。

（こいつ……っ）

　どこまでずうずうしいんだと怒鳴ろうとしたが、止めた。もう、さっさと済ませてしまう方が早い。ここは風呂、裸で当然だと念仏のように唱えながら、遥紀はデッキブラシを投げ捨てる。そのまま、シャツのボタンを外し、ベルトをとって下着姿になった。

　多分、今自分は酔よっているのだ。そうでなければ、勃ぼつ起きした男の前で裸になどなるはずがない。

　いったん手を止めてしまうと様々なことを考えて混乱してしまいそうで、遥紀は一気に下着を脱いで全ぜん裸らになった。

「これで文句あるか！」

「ハルキ殿どの……」

「な、なんだよっ」

「綺き麗れいでござる」

「馬鹿！　男に綺麗は褒ほめ言葉じゃない！　カッコいいって言うんだ！」

　言い返していても、遥紀は自分が逃にげ腰ごしになっているのがわかっていた。裸になると圧倒的に体格が違ちがうのがわかり、心の中に怯おびえが生まれてしまう。

　だが、チャールズは瞬まばたきもしないまま手を伸ばしてくると、いきなり遥紀を抱だき締しめてきた。

「！」

（生っ、生っ！）

　素す肌はだにチャールズのアレが押し当てられる。妙みように硬かたくて、熱くて、滑すべっているのは湯のせいなのかどうなのか。

「ハルキ殿……」

　耳元で名前を囁ささやいたチャールズは、あろうことか遥紀の尻しりを鷲わし摑づかみにした。くにゅくにゅと揉もまれているうち、遥紀の下か肢しにも妙な熱が生まれる。

「……ハルキ殿も、感じているでござる」

「う……そ」

　艶つやっぽい声に慌てて下肢を見ると、信じられないことに遥紀のペニスもしっかりと勃ち上がっていた。チャールズに尻を揉まれたことで、いつの間にか感じてしまったのだろうか。

「拙者と、共に……」

「ま、待て、コウ、俺は違ちがうっ」


「You smell good」



　急に、甘い響ひびきが耳を擽くすぐり、遥紀は首を竦すくめる。

「コ、コウ」


「I am horny」



「おいっ」

　確かに、時代劇言葉を言う前に英単語で話せとアドバイスしたが、こんな時にそんな言葉を言うのは反則だ。

　とにかくチャールズを落ち着かせようと遥紀は身じろぎしたが、がっしりとした長い腕うでは身体を拘こう束そくしたまま離はなれない。そればかりか、互たがいにしっかり勃ち上がったそれを擦り合わせるように腰こしを動かされ、思わず背中にしがみ付いてしまった。

（こ、これは違うからっ）

「あ、あくまでも、オナニーだからなっ」

　何が、どうなっているのか。

　自覚がないまま、遥紀は急激に高まってしまった熱を放出することにする。男同士だ、セックスをするわけではないし、今自分たちは互いに酔っている。

　腰の位置が違うのに、チャールズは器用に腰を動かして時折双そう玉ぎよくまでペニスでつついてくる。

　ついさっきまで自じ慰いができないとベソをかいていたくせに、こんな技ぎ巧こうを持っているなんて反則だ。

「んっ……」

　遥紀は漏もれそうになる声を必死に堪こらえ、縋すがるように背中に伸ばした手に力を込める。　>>>♥

「ハルキ殿っ」

　名前を呼ばれると同時に、首筋を強く吸われた。対抗するように、遥紀は目の前の肌に歯をたてる。

「……っ」

　チャールズの息をのむ気配に仕返しできた気がしたが、いきなり激しくなる男の動きに、再び意識をさらわれる。

（酔いが醒さめたら、一発殴なぐる！）

　そう決意しながらも経験したことのない感かん触しよくと状況に一気に高まり、直じかにペニスに触ふれられないままチャールズより先に射精してしまった。

（……噓うそだろ……）








第三章　好いてござる！









「……って、夢じゃなかったのか」

　ベッドの中で呟つぶやいた遥紀は、腹に巻き付いている長い腕を呆ぼう然ぜんと見下ろしていた。

　中学生になった時、先の成長を見み越こして買ったというセミダブルのベッド。一人で寝ねるには十分な広さのそれも、今はなぜか窮きゆう屈くつでたまらない。

「なんでお前がここにいるんだ……？」

　昨夜ゆうべの、予想外の戯たわむれの後、遥紀はチャールズを蹴けって家から追い出そうとした。しかし、チャールズは酔っぱらって前後不覚で、そのまま放ほうり出せば凍とう死し確実だったし、遥紀自身結局自分も感じてしまったという後ろめたさもあったので、遥紀の部屋のベッドの横に布ふ団とんを敷しいて、そこに長身を押しこんだ。足が出ていたのが妙におかしかった。

　その後、自分もベッドに入った遥紀はグルグル考えていた。なぜあんなことをしてしまったのか、チャールズはどういうつもりなのか。

　しかし、結論という結論が出る前に、いつの間にか眠ねむってしまっていた。そして、目が覚めたらチャールズの抱き人形になっていたのだ。

　いつ、どうやってチャールズがベッドの中に入り込んできたのかもわからなかったことに内心驚おどろくが、いつまでもこの体勢では落ち着かない。昨夜銭湯でお互いの身体を使って自慰をしたことは生々しく覚えていて、その相手とこうして密着していることが落ち着かないのだ。

「……おい」

「……」

「おい、コウ」

　何度名前を呼んでも、チャールズが目を覚ます気配はなかった。いや、反対にますます深く抱だきこまれ、あろうことか顔を埋うずめられていた首筋を嚙かまれてしまった。

「ぅおっ？」

（なんだ、なんだ～っ？）

　急に身体が熱くなっていくのを自覚する。これは男の朝特有の現象だけが理由ではない気がする。

　とにかく、今以上の身体の変化を許容できるはずもなく、遥紀は最終手段としてチャールズの腹に肘ひじ鉄てつを食くらわせた。

「Wow!」

　びくっと背中に密着していた身体が震ふるえ、手が反射的に離れていく。その隙すきをついて起き上がった遥紀は、身体を丸くして悶もだえているチャールズを見下ろした。

「ハ、ハルキ、殿どの」

「……はよ」

「……」

「……」

「……おはよう、で、ござる」

　遥紀の不ふ機き嫌げんを肌はだで感じたのか、チャールズはおずおずとそう言いながら顔をあげてこちらを見ている。その様はまさに、犬だ。

　その様子を見ているうちに、遥紀の口からは大きな溜ため息が出た。

　チャールズだけを一方的に責めるのは筋すじ違ちがいだというのはわかっているのだ。あれはチャールズだけの責任ではなく、遥紀だって少々……いや、結構ハメを外してしまった。

（あれは酔よったうえでの悪ふざけってことだよな）

「……ほら、早く起きて顔を洗うぞ」

「ハ、ハルキ殿」

「今日、土曜日で良かったな」

　休みでなければ、二人揃そろって遅ち刻こくしたところだ。飲み過ぎてなんて、学生でもないのに恥はずかしい。

「行くぞ」

　遥紀がいつもの調子で言うと、チャールズはようやくホッとしたように緊きん張ちようを解いた。

「よく眠れたでござる」

「そうか」

「ハルキ殿と同どう衾きんしたからであろうか」

「……それ、ちょっと使い方違うぞ」

「そうでござるか？」

　チャールズはいつ、どんな状じよう況きようで使うのかと聞いてきたが、遥紀は誤ご魔ま化かした。色々と他ほかにも意味はあるのかもしれないが、主に男女関係で使うことが多いとはさすがに言い難にくい。

（こいつ、本当になんで覚えたんだ？）

　単に時代劇を見ただけでこんな言葉まで覚えたのだろうかという疑問は生まれるが、ここで口に出してしまうと再び意味を聞かれてしまう。

「……ま、眠れたなら良かったよ」

「一宿一飯のこのご恩は忘れないでござる」

「飯は今からだろ」

　そう言った途と端たん、遥紀はぷっと吹ふき出した。

　チャールズとこうして話していると、昨夜のあの行こう為いがまるで夢の中の出来事だったかのように思えてきた。いや、チャールズからしたら、記き憶おくや夢にも残らない、本当に酒の上での悪ふざけだったに違いない。そうでなければ、ここまで普ふ通つうに会話ができるはずがない。

（気にする方がおかしいよな）

　遥紀はようやく気持ちが落ち着き、チャールズを後ろに従えて一階へと下りる。

「何食う？　パンが良いいか？」

「ハルキ殿どのは？」

「俺は白飯かなあ。炊たきたてなら卵かけて食ってもいいし」

「卵？」

「コウも同じで良いか」

　部屋を出る時に見た時刻は午前八時を少し回ったころだった。休日とはいえ、この時間まで遥紀を寝かせてくれるとは、母としては破格の扱あつかいだ。きっとチャールズが一いつ緒しよだったからだ。これが遥紀一人だったとしたら、ベッドから蹴り落としてでも起こしたに違いない。

　銭湯は毎週月曜日を休みにしているため、土曜日の今日も変わりなく営業する。開けるのは午前七時。朝あさ風呂ぶろを楽しみにしている近所のご老人たちのためだ。

　台所には意外にも二人分の朝食が用意されている。チャールズの美び貌ぼうにやられてしまった母の、これもまたいつもとは違う反応だ。

「飯、あるみたいだな。そこに座って」

「拙せつ者しやも手伝いを」

「いいから」

　一応客であるチャールズをもてなすのは自分の役目だと、遥紀は手早く朝食の用意をする。といっても、白飯と味噌みそ汁しるをよそうだけで、後は卵焼きと焼き鮭じやけに醬しよう油ゆを掛かけただけだ。

「食うか」

　遥紀が椅い子すに座ったのを見たチャールズは、手を合わせて頭を下げた。

「いただくでござる」

「……どうぞ」

　ここでも、チャールズの意外な姿を見ることができた。

　きちんと食事前の挨あい拶さつをするし、箸はし使いも上手うまい。鮭の解ほぐし方も綺き麗れいだ。

「……それ」

「何か？」

「箸の使い方とか、挨拶とか、ばあ……おばあさんに教えてもらったのか？」

「いかにも。拙者の知っている日本は、すべて祖母から教えてもらったものでござるよ」

「いいおばあさんだな」

　多少おかしな言こと葉ば遣づかいとはいえ、こんなふうにちゃんと礼れい儀ぎも覚えているチャールズは素す直なおに凄すごいと思う。なまじ容姿が良いだけに、遥紀もこんな側面に今まで気づくことがなかった。

　そう考えると、やはり酒とは凄いかもしれない。二人の間にあったはずの距きよ離りを、あっという間に縮めてしまえるのだ。

「この白米、とても美味うまいでござる」

　……この言葉遣いさえちゃんとしていたら、パーフェクトだ。

（惜おしいよなあ）

　しみじみとそう思いながら味噌汁を飲んでいた遥紀は、ふとチャールズが自分のことをじっと見ているのに気がついた。

「飯か？」

　まだ食べるのかと茶ちや碗わんを受け取るために手を伸のばした時だった。

「ハルキ殿」

「味噌汁の方か？」

　だが、にっこりと極ごく上じようの笑え顔がおを浮うかべたチャールズは意外なことを口にした。

「昨夜ゆうべのハルキ殿はとても愛らしかったでござる」

「……は？」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのかわからず、遥紀は手を伸ばしたまま、まじまじと目の前の男を見る。すると、今の言葉が遥紀に伝わっていないと思ったのか、チャールズは昨夜遥紀がアドバイスした通り、英語でもう一度言った。


「HARUKI was very pretty」



「ばっ」


「Let's do a lot of fun things」



「そ、それ以上言うなっ、馬ば鹿か！」

　甘い顔を見せてはいけない。

　遥紀は改めてそう思ってしまった。










「どうしたんですかぁ？　休み明けなのに疲つかれた顔しちゃってますよ？」

　月曜日の朝。

　仕事は詰つまっているのになかなか集中できず、席を立って休きゆう憩けいしようと部屋を出た遥紀は甘ったるい声に呼び止められた。

「香奈ちゃん」

　そこにいた後こう輩はいの松まつ宮みや香奈の姿に、遥紀は条件反射で笑みを向ける。

「そんなに疲れた顔してる？」

「いつものカッコいい顔が台無しですよぉ？」

　それが世辞だとわかっていても、気にかけてもらえるのは嬉うれしい。手入れの行き届いたふわゆるの髪かみに、ナチュラルメイクの松宮の顔をじっと見ながら、遥紀は意識して視線を落とす。

「あんまり疲れが取れなくってさ」

「え～、可哀かわい想そぉ～」

「香奈ちゃんが慰なぐさめてくれたら元気が出るかもな」

（そうそう、これだよ、これ）

　自分はチャラくて女好きだったはずだ。それなのに───遥紀は松宮に見えないように深く息をついた。

　週末は散々だった。

　チャールズとの人に言えない行為ももちろんだが、その翌日は一日、あの男に振ふり回されてしまったのだ。

　朝食時の眩暈めまいがするようなセリフに動どう揺ようし、早々に追い返そうとした遥紀だったが、その前に母が現れて早さつ速そくチャールズを質しつ問もん攻ぜめにした。美形が嫌きらいな女は少ないとは思ったが、まさか母にも通用するとは思ってもみなかった。

　またチャールズも祖母の相手で慣れているのか年配の女性の相手が上手く、あっという間に母を懐かい柔じゆうしてしまった。そのせいで、その日一日銭湯の仕事の手伝いをしたいと言い出したチャールズに付き合わされ、父にこき使われたのだ。

　喜んでいるチャールズはいいが、週末は寝ね倒たおしたい遥紀にとっては散々な一日だった。

　いや、銭湯の仕事をさせられたのが問題ではないとわかっているのだ。

（あいつ、どこまで本気なんだ？）

　酒の上でと全部をなかったことにしようとした遥紀に対し、チャールズは事あるごとに、まるで忘れさせまいとするようにあの夜のことを口にした。

　遥紀が意外にも色白だったとか。

　感じている声は甘くて可愛かわいかったとか。

　一緒にイクことができて良かったとか。

　それをまるで世間話のように会話の中で言う神経が信じられない。日本人大好きなくせして、そこだけ外国人なんて詐さ欺ぎだ。

　両親の前では自重していたらしいのが、さらに天然を装った確信犯のように思えて、そんなふうに思う自分に嫌いや気けがさして、結局日曜日も気分が重いままだった。

「じゃあ、慰めてあげましょうかぁ？」

「え？」

　いきなり上うわ目め遣づかいに見つめられ、遥紀は呆あつ気けにとられた。

「それって、本気？」

「合コンしましょうよ」

「……合コン？」

（二人きりじゃないのか）

　残念なはずなのに、妙みように安心してしまった。

「可愛い子連れて行きますしぃ、美味おいしい店に連れて行ってくださいよぉ」

「……合コンかあ」

　それもいいかもしれない。色っぽい雰ふん囲い気きは別として、可愛い女の子と賑にぎやかに過ごす時間は嫌いじゃない。

「よし、行くか」

「じゃあ、チャールズも呼んでくださいねっ？」

「は？」

　そこだけ、甘ったるい声ではなく強く念押しされてしまい、遥紀の盛り上がった気持ちはたちまち地に落ちてしまった。どうやら松宮の本命は、自分ではなくチャールズのようだ。

「だって、チャールズどんなに誘さそっても来てくれないし。中村さんとは仲が良いいみたいだから！　時間と場所が決まったら教えてくださいね！　絶対ですよっ？」

　有う無むを言わせない勢いで言い切った松宮は、それこそ弾はずむような足取りで立ち去ってしまった。そこに遥紀の意思が入る余地などまったくない。

「……おいおい」

（俺はチャールズをおびき寄せる餌えさか）

　改めてそう思うと情けないが、張り合ってもしかたがない部分があるので怒おこる気力もない。

　休憩スペースまで重い足取りで向かった遥紀だったが、自じ販はん機きの前に立ってふと思い直した。

「……いいかもな」

　言われた直後は道どう化け師しになりそうな自分に落ち込みそうになったが、これはいい機会かもしれない。

　チャールズと比べられたらどうしても一歩も二歩も後おくれを取ってしまうのはしかたがないが、単体で見れば自分だって十分モテるはずだ。男としての自信を取り戻もどすのに、この合コンは良い切っ掛かけかもしれない。

（チャールズだって、女の子を前にすれば変わるだろうし）

　遥紀のことを可愛いと思うのも、また一いつ緒しよに気持ちが良いことをしたいと考えてしまうのも、なにもかも気の迷いだということを、チャールズ自身女の子を前にすれば自覚するはずだ。

　ずっと抱かかえているモヤモヤとした気持ちを晴らすため、遥紀はすぐに合コンをセッティングした。男側の参加者は自分とチャールズ、それと同じ部署の友人三人。チャールズは最初遥紀と二人だけの食事だと思っていたようですぐに頷うなずいたが、合コンとネタばらしした後は参加したくないとごねた。

　どうやら歓迎会と称した最初の飲み会が合コンだったらしく、女の子たちにもみくちゃにされて大変だったらしい。

　それでも、遥紀も一緒だと説得すると、何とか参加を決めて頷いた。

　時間と場所と参加するメンツを松宮に知らせると、松宮も早速社外の友人を集めてくれた。社内の人間だと、後々チャールズをめぐって優位にたてないからだろう。狡こう猾かつだが、恋こいに必死な様子は、ごく普ふ通つうの女の子だと思えた。

　合コンの開かい催さいは金曜日になり、午後七時から始まった。

「うわ～、本当に外国人だあ～」

「金きん髪ぱつに青い眼めとか、王子様じゃん！」

　松宮の友人たちは当然のようにチャールズを見てテンションが上がっている。遥紀も他ほかの三人もその反応には慣れているので、疎そ外がい感も嫉しつ妬とも今さら感じなかった。

「そっちこそ、可愛い子ばかりじゃん」

「だって、ねぇ」

　松宮は意味深に笑った後、うっとりとした眼まな差ざしをチャールズに向けた。

（まあ、最初はしかたがないしな）

　初対面のインパクトではどうしてもチャールズに負けてしまうので、そこは割り切って遥紀は隣となりに座る大人しそうな女の子ににこやかに話しかける。

　遥紀が思った通り、最初のチャールズへの食いつきは相当なものだったが、松宮がしっかりとその隣をキープしてしまったせいか他の子たちは遥紀たちの方へと目を向け始めた。連れてきた他の三人だってレベルは低くなく、場はそこそこに盛り上がる。

「本当に彼女いないんですか？」

「残念ながらね」

「絶対モテそうなのに」

　隣に座っている子は、頰ほおを赤くしながら一いつ生しよう懸けん命めい遥紀に話しかけてくる。元々、素す直なおで真面目まじめな子が好みの遥紀は、必殺技わざの笑えみを向けた。

「仕事が忙いそがしくてさ。女の子って、放ほうっておかれるの嫌いやだろう？」

「でも、仕事だったらしかたないですよ」

「そう言ってくれるような子が彼女だったら良いんだけどね」

　自分だってモテるのだ。

　チャールズのことを気にする必要などないと思うのに、無意識のうちに遥紀の視線は目立つ男に向けられる。

「わぁ～、手まで綺き麗れいなんですね」

　ちょうど、松宮がチャールズの手をしっかりと握にぎっていた。

「チャールズって器用でしょう？」

「い、いや、拙せつ者しやはそれほど……」

「噓うそ。指を見ればわかるもん」

（はぁ？　わかるわけないだろ）

　手を握っただけで器用か不器用かわかるのなら、それこそそれで商売できる。

　大体、チャールズが器用なことなんて遥紀はもう知っている。意外なほど料理が上手かったし、自分以外の男のあれが自身のものに纏まとわりつき、巧たくみな動きで高めて───。

「うわっ」

「中村さん？」

　突とつ然ぜん焦あせって声を出した遥紀を、女の子が驚おどろいて見た。

「ご、ごめん、何でもない」

　もうなかったことにしていたつもりなのに、しつこく覚えていた自分に驚いてしまった。

「あ、え、えっと、彼女のことだっけ」

　無理矢理話を元に戻そうとしたが、それでも視界の端はじに映るチャールズと松宮が気になってしかたがない。

「今度、二人で食事に行きませんか？」

「拙者は女おな子ごと二人だけというのは……」

「食事くらいいいじゃないですか」

　ここぞとばかり迫せまる松宮に、チャールズは助けを求めるかのように遥紀の方へと視線を向けてきた。

「……っ」

　目が合った瞬しゆん間かん、遥紀は慌あわてて逸そらす。自分が二人のことを気にしていたのだと知られるのが嫌だったのだ。

「ねえ、チャールズ」

　さらに迫られ、フェミニストなのか女の子相手に強く出られない様子のチャールズが渋しぶ々しぶ折れた。

「で、では、食事だけ、なら」

「行ってくれるんですかっ？」

（行くのか？）

　松宮と同時に心の中で驚きの声をあげた遥紀は、咄とつ嗟さに出そうになった声を片手で口を押さえて阻そ止しする。

（俺、今……）

　駄だ目めだ……そう言おうとした。

　それがどういった意図からなのか考えて、愕がく然ぜんとしてしまった。

（嫉妬、とかって……）

　本来は、松宮にあんなにも猛もうアプローチされているチャールズに対して向かう感情のはずだ。だが、今遥紀が強い感情を向けてしまったのは松宮に対してだった。

　たった一度、それも酔よったうえでの悪ふざけのはずだったのに、あれを今も引きずっているのは自分の方なのか。

（……って、まさかな）

　単に、あの夜と今夜のチャールズの姿が違い過ぎて混乱しているだけだ。

「どうしたんですか？」

　ずっと話をしていた子が、心配そうに遥紀の顔を覗のぞき込んでくる。

　ぽってりとした唇くちびるに、柔やわらかそうな身体からだ。いかにも女の子女の子している相手を可愛かわいいと思うのに、彼女もチャールズを狙ねらっていたとしたら同じ想おもいを抱いだけたかどうか自信がない。

「ハルキ殿どの、ご気分が優すぐれないのでござるか？」

　遥紀の変化を敏びん感かんに感じとったらしいチャールズが声を掛けてきた。

　たったそれだけで、チャールズの意識が自分に向けられたことを感じて安あん堵どしている。

「……あ、いや、何でもない」

（不味まずいだろ、これ）

　こんなにおかしな気持ちは早くリセットしなければ。

　そう言い聞かせる自分自身が怖こわかった。

「おい、遥紀、二次会どうする？」

　その時、同僚の一人が聞いてきた。時計を見ると、開始から二時間近くが経たっていた。

「あ、えっと、どうしたい？」

「せっかくの金曜日だし、もう少し飲みたいよな～」

「ね～」

　既すでに話はついているのか、同僚たちと女の子たちの息は合っている。

　遥紀はチャールズを振ふり返った。

「……お前はどうする？」

「拙者は……」

　チャールズが情けなく眉まゆを下げた表情で返事をする前に、しっかりとその隣をキープしたままの松宮が上じよう機き嫌げんで答える。

「香奈たちはぁ、ここで帰るんですよね～」

「え、あ、いや」

「……そっか。じゃあ、残りの人間で二次会に行こうぜ」

　わざとはしゃぎながらそう言えば、歓かん声せいを上げた周りが次々と席を立つ。

「ハルキ殿っ」

　それにつられて遥紀が立ちあがった時、チャールズがまるで助けを求めるように名前を呼んできた。しかし、その腕うでにはしっかりと松宮がしがみ付き、意外に豊満な胸を押しつけているのが見える。

　こんなふうに可愛い子から積極的に迫られて嫌な男はいない。きっと、チャールズだって遥紀の手前、困ったように見せかけているだけだ。

「お楽しみだな」

　わざとにっこり笑ってそう言った遥紀は、もう振り返らずに足早に店を出てしまった。










　翌日の目覚めは最悪だった。

　土曜日、いつもは週末のこの時間を心待ちにしていたのに、今日ばかりはどうして平日ではなかったのかと恨うらめしくなる。仕事をしていればその忙しさで気分も紛まぎれたというのに、休みでは考える時間だけはたっぷりとあるのだ。

　昨夜ゆうべ、隣となりにいた女の子にそれとなく誘さそわれた。

　大人しめの可愛い子で、少し前の遥紀ならお持ち帰りはしなくても、二人きりで次の店に行くくらいはしたはずだった。だが、置いてきたはずのチャールズと松宮のことが気になってしかたがなく、そんな自分にも動どう揺ようして、結局良いい人のまま別れてしまった。

「……どっか行くかな」

　このまま家にいても手伝いを押しつけられるだろう。働いて疲つかれてしまうだけなら良いが、妙みようにチャールズのことを気に入った母からあれこれ聞かれるのは面めん倒どうだ。それならば、映画でもショッピングでも、さっさと家から出た方がいいかもしれない。

　悲しい性さがで七時過ぎには目覚めた遥紀は、この後の予定を考えながら階段を下りた。

「おふくろ、俺今日さあ」

「挨あい拶さつが先でしょ、遥紀」

「おはようでござる、ハルキ殿」

「……へ？」

　台所に足を踏ふみ入れるなり母の小言が飛んでくるのは当然だったが、そこにもう一つ、いるはずのない者の声が同時にして驚いてしまう。いや、台所のテーブルについて朝飯を食べている姿はとっくに視界に入っていたが、それを素す直なおに受け入れることを思考が拒きよ否ひしてしまったのだ。

「チャー君は六時には来ていたのよ。お休みなのにちゃんと早起きしてるのよねえ」

「拙せつ者しやの方こそ、突とつ然ぜんの訪問というのに食事を振ふる舞まっていただくとは」

「あら、朝の開店準備を手伝ってくれたじゃない」

「銭湯を愛しているゆえ、手伝わせていただいたこちらこそ幸せだというもの」

「ふふ、こちらこそ、本当に助かったわ」

　チャールズは相変わらずの時代劇口調だったが、母はまったく気にとめた様子もなく会話をしている。弾はずむ会話ももちろん気になるが、その前にどうしてここにチャールズがいるのか、その根本的な理由が一番の問題だった。

「コウ、お前どうしてここにいんの？」

　自然と問い詰つめるように声を落としてしまい、そんな遥紀の心境に気づいたのかどうか、それまでにこやかに母と話していたチャールズが持っていた箸はしを置き、見るからに緊きん張ちようした様子で切り出してきた。

「ハルキ殿に会いにきたのでござる」

「……何で」

　その言葉に、どこか嬉うれしいと思う自分がいる。銭湯が好きなチャールズなので、もしかしたら単に風呂ふろに入りに訪ねてきた可能性もあったからだ。

　しかし、緩ゆるみそうな顔を見られるわけにはいかず、遥紀はわざと顰しかめ面つらをしたままチャールズを見み据すえる。その表情に遥紀の不ふ機き嫌げんさを感じたらしいチャールズは、大きな身体をますます小さくしながら言った。

「もっと、ハルキ殿に色々と教えてもらいたいからでござる」

「俺に？」

「ハルキ殿は古き良き日本を知っておいでだし、なにより拙者のことをちゃんと見てくださっている。ハルキ殿の他ほかには考えられぬゆえ、なにとぞ拙者の願いを叶かなえてくださらんか」

「そんなこと言われても……」

　古き良き日本なんて遥紀は知らない。単に、チャールズを取り巻く女の子たちよりは少しだけましだというくらいだ。

　なんでも知っているというのなら部長の塚原の方が適役だし、英語も堪たん能のうな彼ならばチャールズとのコミュニケーションだってバッチリだ。

　そうは思うのに、遥紀は即そく座ざにチャールズの申し出を断ることができなかった。わざわざ自分を頼たよってここまで来てくれた相手を突つき放すことは難しい。それに、今の時間ここにいるということは、チャールズはあれから松宮をお持ち帰りしなかったということにもなる。

　いくらなんでも、誰だれかとセックスした翌日に、遥紀の前に堂々と現れるはずがない。

　なぜかそれにもホッとしていた。

「ハルキ殿……」

（なんで俺なんだろうな）

　チャールズがここまで自分を慕したってくれる理由がわからなかった。

「……俺でいいの？」

　それでも、遥紀はなぜかチャールズを切り捨てることができない。大型犬のように懐なつくこの男は、自分がしっかりと面倒を見てやらないといけないような気がするのだ。

「ハルキ殿しか駄だ目めでござる！」

「……ふ～ん」

（俺しか、ね。香奈ちゃんじゃ駄目だったのか）

　遥紀は自分の気持ちが見る間に上じよう昇しようしていくのを自覚しながら、わざと大げさに頷うなずいて見せた。

「しかたないな」

　主導権を握にぎってしまえば、チャールズに対する複雑な気持ちはすぐに消えてしまうはずだ。情けなく可愛かわいい弟分を、可愛がる自分。早くそんな関係を確立してしまえばいい。

　遥紀はそう結論付けたが、固い決意は強引に外に連れ出された直後に脆もろくも崩れた。

「Look out!」

「うわっ」

　曲がり角で突然現れた自転車にぶつかりそうになった遥紀の身体からだは、強く腕を引いたチャールズの胸の中にすぽんとおさまってしまった。

「危ないでござるな」

　チャールズは謝罪することもなく走り去ってしまった自転車に憤ふん慨がいしているものの、抱だきとめた腕はなかなか離はなれない。

「コ、コウ」

「ハルキ殿どのが怪け我がを負ったりすれば、ただで済ますことなどできぬところだった」

「コウ！」

　もう一度強く名前を呼ぶと、ようやくチャールズはこちらを見る。

「サンキュ、もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　腹に回った手を軽く叩たたくと、チャールズはようやく腕から解放してくれた。

（……びっくりした）

　こんな場面は珍めずらしくないし、普ふ段だんなら簡単にかわすこともできた。だが、自分が気づく前に動いたチャールズに守られた形になると、せっかく主導権を握ろうとしたのに気持ちが追いついてこない。

　何度も深呼吸を繰くり返す遥紀を心配したのか、チャールズは自然と車道側に回って歩き始める。これではまるで女になった気分だ。

「お前……っ」

「何でござる？」

「……」

「ハルキ殿？」

「……何でもない」

（こんなの、俺じゃないって）

　遥紀は再度大きく深呼吸した。意識するから駄目なのだ。

　二人いれば、どちらかが車道側を歩くことになるし、それがたまたまチャールズだったと思えば良いい。自転車から庇かばってもらったことも、「怪我をしなくてラッキー」で終わればいいのだ。

　日本のことをもっと色々知りたいと言っていたチャールズだが、ここに行きたいという強い希望はないらしい。ごく普ふ通つうの生活の中で、日本らしいものを発見したいと言った。

「……で、ここでいいのか？」

　昼時、すし屋にでも連れて行かなくてはいけないかと思ったが、チャールズが選んだのはもんじゃ焼きの店だ。

「一度、食べてみたいと思っていたのでござる」

「お好み焼きじゃなくて？」

「本社にやってきた日本人が、とても美味うまいと言っておったので」

　それは単に個人の好みだと思うが、奢おごるつもりだった遥紀としては財さい布ふに優やさしくて助かる。

　時間帯のせいか、店には数人の行列ができていた。若いカップルや女同士の客が多いが、その誰もがいかにも外国人といったチャールズの姿に目が釘くぎ付づけだ。中にはこっそり写メを撮とろうとする者もいたので、遥紀はさりげなく身体を割り込ませた。

「何食べたいんだ？」

「お餅もちでござるな。明めん太たい子こを入れても美味だと」

　にこっと笑いながら言うチャールズに、周りから小さな歓かん声せいが起こる。まさか餅や明太子のことをこんなに幸せそうな顔をして話しているとは思いもしないはずだ。

「ハルキ殿、別々に頼たのんで互たがいの味を賞味しようではござらんか？」

「ああ」

　こういうところは、まだまだ子供のようだ。思わず笑った時、

「Excuse me」

　唐とう突とつに男が話しかけてきた。

　黒くろ髪かみだが、目が碧みどり色だ。


「May I help you?」



　チャールズは直すぐに相手に向き直り、そこは二人の声を聞いているだけではまるで外国にいるかのようになった。

　チャールズは男の行きたい場所を聞き、丁てい寧ねいに説明をしてやっている。流れるような英語は、当たり前だが綺き麗れいな発音だった。


「Thank you very much!」



　男はとても喜んで、チャールズに抱きついて感謝をすると立ち去っていく。ちょうどそこで遥紀たちの番になって、店の中に入った。

　メニューを見て目を輝かがやかせているチャールズは子供のようにはしゃいでいて、とてもさっき流りゆう暢ちように英語で会話をしていたのと同じ人物とは思えない。

「では、拙せつ者しやは餅、明太子、チーズで」

　悩なやみに悩んでメニューを決め、ウキウキと待っているチャールズを見ているうちに、遥紀はたまらず笑ってしまった。

「どうしたのでござるか？」

　チャールズは自分が笑われていることがわからないようで首を傾かしげている。

「お前って、本当にアメリカ人なんだな」

「本当とは？」

「はは」

「ハルキ殿、笑ってないで教えてくだされ」

「まあ、いいじゃん」

「ずるいでござる」

　チャールズのカッコいい顔と、子供っぽい顔。そのどちらも知っているのは、多分自分しかいない。それが妙みように嬉うれしいのだが、チャールズに説明してもわからないだろう。

（俺だってよくわかんないし）

　独どく占せん欲よくの一つかもしれない。ただ、チャールズが外見だけの男ではないとわかって嬉しい気持ちの方が強いので、どこかで自じ慢まんもしたいのだ。

（……でも、もったいないよな）

　やがてチャールズが待ちかねたもんじゃがやってきて、危あやうい手つきながら遥紀が作ってやる。

「熱いから気を付けろよ」

　小さなヘラに押しつけ、「Oh!」と言いながら食べたチャールズは、

「美味でござるな！」

　店内に響ひびくような声で言った。

「うん、久しぶりに食ったけど美味いよな。これでビールを飲んだら最高なんだけど」

　昼間から酒の匂においをさせていたら、それこそ母にブッ飛ばされる。

「あ」

「ふぁ？」

「ここに」

　手が伸のびてきた。

（……え？）

　ヘラを咥くわえたままの遥紀の唇くちびるの端はじを指先で拭ぬぐったチャールズが、その指を自分の舌でペロリと舐なめる。その後、こちらに向けた流し眼めが妙に艶つやっぽく、遥紀はそのまま固まってしまった。　>>>♥

「子供のようでござるな」

「こ……」

　言った後、まるで愛いとしい者を見るように目を細めて笑われ、ようやく呪じゆ縛ばくが解けた遥紀は大きく身体を仰のけ反らせた。

「可愛かわいい」

「！」

　その瞬しゆん間かん、自分でもボンッと音が鳴ったかと思うほど見事に顔が熱くなる。

「ば、馬ば鹿かっ、口で言えよ！」

　子供でもないのに、人前で口元を指で拭われるなんて憤ふん死しものだ。

「口で拭って差し上げた方が良かったでござるか？」

「違ちがう！」

　日本語をほぼ完璧に理解しているくせに、こんなにわかりやすい聞き間違いをするなんて確信犯だろうか。

「何を怒おこっているのでござるか？」

「じ、自分の胸に手を当てて考えろ！」

　遥紀の言葉を真に受けて胸に手を当てたチャールズは、また首を傾げる。

「わからないでござる」

「例えだ、例え！」

「例えと？　何の例えでござるか？」

「……っ」

　言えば言うほど墓ぼ穴けつを掘ほっていると思うのは、気のせいではないはずだ。

　遥紀は本当に不思議そうに自分を見るチャールズから強ごう引いんに目を逸そらしたが、同時にこちらを凝ぎよう視ししている周りの視線に気づいて眩暈めまいがしてしまう。

（何なんだっ、この天然は！）

　感情を高ぶらせた方が負け。

　頭ではわかっていたが、遥紀は既すでに負けているこの状じよう況きようを逆転させる方法が思いつかなかった。
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　チャールズと一いつ緒しよにいる時間は楽しいが、一方で心臓に悪いこともわかった。

　二週続けて週末にとんでもない目に遭あった遥紀は疲つかれが取れないまま出社したが、会社に着いた途と端たん松宮に捕つかまってしまった。

「聞いてくださいよぉ」

「ど、どうしたんだ？」

　可愛らしい唇を尖とがらせて松宮が訴うつたえたのは、チャールズへの不満だった。

　金曜日の合コンの後、二次会に行かなかったチャールズと松宮の間には想像した通り何もなかったらしい。

「別に、何かあるとか期待しなかったけどぉ、まったく何もないっていうのも酷ひどいですよね？」

　チャールズは直ぐにタクシーを拾って松宮を帰したと聞き、遥紀は内心ホッとした。チャールズが真面目まじめな性格だと既にわかっていたつもりだが、可愛い松宮に迫せまられてよろめくことがあっても不思議ではないとも思っていたからだ。

「ねえ、中村さん。また合コンしましょうよぉ。今度は二対二とか」

「……呼ぶのはあいつ？」

「中村さんと良いい雰ふん囲い気きだった子、もう一度会いたいって言ってましたよぉ」

　悪い話ではない。今遥紀はフリーだし、あの夜話した子は雰囲気も良くて、もう少し深い付き合いをしてみてもいいかもしれない。

　しかし、あまりにも見え見えの松宮の提案には素す直なおに頷うなずけなかった。自分はともかく、チャールズの意思がそこにないのは違う気がした。

「しばらく忙いそがしくってさ、直すぐには時間取れないかも」

　もちろん、心中で何を考えているのか見せることはせず、遥紀はにっこり笑って当たり障さわりのない理由を口にした。

「え～」

「また今度飲もう？」

「絶対ですよぉ」

　松宮が立ち去ると、入れ替かわるように合コンのメンバーがやってきた。

「ほら」

「え？」

　差し出された小さな紙切れを見ると、そこには携けい帯たい電話の番号とアドレスが書いてある。

「何だ、これ？」

「お前、恭きよう子こちゃんにアドレス聞かなかっただろ？」

「……あー」

　それがあの夜の子だと、少し考えて名前と顔が一いつ致ちした。

「お前、あの子と良い感じだったもんな～」

「……そうだっけ？」

　モテるチャールズに対抗する気持ちの方が大きかったので、申し訳ないが恭子自身に興味があったわけではない。と、いうより、その後のチャールズの行こう為いの方があまりにも衝しよう撃げき的だったので、今の今まであの夜のことなど考えてもいなかったのだ。

「じゃあ、渡わたしたぞ？」

「あー、サンキュ」

　反射的に受け取ったものの、遥紀は改めて連れん絡らくを取るつもりはなかった。チャラい自覚はあったが、気持ちがまったく相手に向かっていないのに気を持たせるようなことはしたくない。

　それならはっきり相手に言った方が良いと言われるかもしれないが、それで自分のアドレスが向こうに知られてしまうことの方が後々困りそうだ。

（まあ、香奈ちゃんが仲を取り持とうとしなかったらいいけどな）

　溜ため息をついた遥紀は自身のデスクに向かい、早さつ速そくメールのチェックをする。身体からだから疲れは取れないままだが、それでも仕事は仕事だ。

　幸い、遥紀自身を気に入ってくれている顧こ客きやくもいるし、任されている仕事も多い。その相手には何気ないご機き嫌げん伺うかがいのメールも欠かさないようにしなければならず、時には、女社長から個人的な誘さそいを受けることもあり、それをスマートに断りつつ、機嫌を損そこなわないようにすることにもようやく慣れてきた。

「あ、チャールズッ」

「！」

　そんな中でも、同じフロアにいるチャールズのことは、名前を聞くだけでも身体が反応してしまう。何回か、向こうから遥紀に話しかけてこようとする気配は感じたが、そのたびに電話や他ほかの同どう僚りようとの会話に逃にげて、何とか昼まで時間が過ぎた。

「ハルキ殿どの」

　だが、さすがに昼休みは逃げることができなかった。運の悪いことに、休きゆう憩けいの直前に掛かかってきた電話に時間を取られてしまったせいで、いち早く部屋から逃げ出すことができなかったのだ。

「……」

　素早く辺りを見回してみると、当番の数人以外の姿は既にない。

　遥紀はチャールズを見上げた。

（……無む駄だにキラキラしやがって）

　こちらはこんなにも気まずい思いを抱いだいているのに、チャールズは一見していつもと変わりなくイケメンだった。いや、艶つやっぽさも増していて、いつも以上にカッコ良く見えてしまうのが悔しい。もしかしたら、自分の目に何らかのフィルターが掛かっているのではないかと疑いたくなってしまいそうだ。

　そう思うと、遥紀は自分の方がこんなにもグズグズとしていることが情けなくなった。自分の中であれは酒の上の悪ふざけだと思うことにしたくせに、気にしている方が女め々めしい。

「何だ」

　何気なく答えたつもりだったが、出た声はどこか調子が外れている。それが恥はずかしくて顔が熱くなった。

「拙せつ者しや、ハルキ殿に感謝しておるのでござる」

「……感謝？」

　思いがけない言葉に、構えていたはずの遥紀は思わず聞き返す。遥紀の反応に、チャールズは大きく頷いた。

「そうでござる！　ハルキ殿は拙者の知らないことをたくさん教えてくださるし、何より先日の夜はめくるめく快楽を与あたえてくだ……」

「わーっ、わーっ、わわっ」

　反射的に伸のばした手でチャールズの口を塞ふさいだ。

「ふぁふぃふぉふぅふぅへぇほぉふぁふ」

「ちょ、ちょっと来いっ」

　これ以上の話をこんな所でできるはずもなく、遥紀はチャールズの腕うでを摑つかんで営業部を出る。すると、廊ろう下かには可愛かわいらしい弁当箱を抱いた女子社員が数人いた。

「チャールズ？」

　その中には松宮の姿もある。多分、昼飯をチャールズと食べようと待っていたのだろうが、今は彼女たちを気き遣づかう余よ裕ゆうがなかった。

「悪い、ちょっとこいつ借りるから」

　それでも一応そう声を掛けて廊下を突つっ切り、非常階段に続くドアを開けて外に出る。途端に強い風が頰ほおを叩たたくが、ドアが閉まった瞬しゆん間かん、二人きりになったことに妙みようにホッとしてしまった。

　ここに来れば、第三者に話を聞かれることはない。

「……」

　ようやくチャールズの腕から手を離はなした遥紀が身体の向きを変えると、

「！」

　長い腕の一方が遥紀の背中を回って手て摺すりを摑み、今解放したばかりの腕が壁かべに当てられるのを見た。この体勢では、まるで風から守ってもらっているようでたまらなく恥ずかしい。

「いいからっ」

　強ごう引いんにチャールズの腕の囲いから抜ぬけ出すと、目の前の青い目が悲しげに揺ゆれたような気がした。悪いことをしたわけではないのに、なんだか苛いじめたようで落ち着かない。

（泣きたいのは俺の方だってーの）

　遥紀は咳せき払ばらいをして言った。

「あのな、俺はあのこと、忘れたから」

　早く話を終わらせようとしたせいで、変な言い方になってしまった。

「あー、いや、忘れたんじゃなくって、別に、気にしてないからな」

（……これも変か？）

　自分の意思であんなことになったわけではないと言いたいだけなのに、これでは牽けん制せいにもならないのではないか。

「いや、俺は、その」

　考えがまとまらない遥紀をじっと見ていたチャールズは、何を思ったのかいきなり抱きついてきた。

「うわっ？」

　いや、これは抱き締しめられているのだ。一いつ瞬しゆん身体が硬こう直ちよくした遥紀だったが、直すぐに我に返るとチャールズの背中を遠えん慮りよなく殴なぐった。

「は、離せって！」

「Calm down」

　耳元でそんなことを言うのは、反則以外の何物でもない。それなのに、腰こしが砕くだけそうになっている自分が情けなかった。

　すっぽりと抱きこまれてしまう体格差には、はっきり言ってコンプレックスを猛もう烈れつに刺し激げきされる。しかし、かえって自分の中にチャールズへの好意と恐おそれ以外にちゃんと対たい抗こう心もあるのだということを感じて無む性しように安堵した。

　外見や能力はどうであれ、自分はチャールズより年上で先せん輩ぱいだ。取り乱す必要などないのだとホッと息をついて、今度は軽く背中を叩いた。

「落ち着いたから離せって」

「……」

「おい」

　なぜか直ぐには腕の中から解放してくれなかったチャールズだが、何回か繰くり返すと渋しぶ々しぶというように身体を離す。だが、距きよ離りはあまり変わらず、上から見下ろされる体勢のままなのに遥紀は僅わずかに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「チャールズ」

「コウ」

「……コウ、俺が何で怒おこっているのかわかっているか？」

「わからないでござる。拙者、何かハルキ殿のお気に障さわるようなことをしでかしたでござるか？」

「あー……それは、なぁ」

　銭湯での戯たわむれが頭から離れないなんてさすがに言えない。それを正直に言ってしまえば、さらにチャールズが暴走してしまうかもしれない──なんて思ってしまうのだ。

（……ったく、こんなこと考えてるなんて）

　遥紀は軽く首を振ふり、眉まゆを下げた情けない表情で自分を見る男の髪かみをくしゃっと撫なでた。

「お前だけが悪いんじゃない」

「ハルキ殿」

「でも、俺はお前の教育係で、お前が仕事をするうえでのサポートをする立場だ。それ以上に妙な関係は持たないことにしようぜ」

　意外にも、同性の手でも気持ち良かったとか。

　女のような声を上げて善がってしまったとか。

　振り返って考えれば、どうしようもないほど引きずられているのは自分の方かもしれない。だからこそ、ここでちゃんと線引きをしておこうと思った。

「わかったな？」

　もしかしたら嫌だと言われるかもしれないと覚悟していたのに、意外にもチャールズは強く頷いた。

「……妙な関係でなければ良いいのでござるな？」

「あ、ああ」

「わかったでござる」

「コ、コウ？」

「拙者も、ハルキ殿どのとおかしな関係は築きたくないでござるからな。今の言葉、まこと心に留め置くことにするでござる」

「あ、ああ」

（な、なんだ？）

　もっと駄だ々だをこねられると思ったのに、案外すんなり受け入れたチャールズに拍ひよう子し抜ぬけする。結局チャールズは自分のことを態ていの良い遊び相手と考えていたのかと落ち込みそうだ。

（い、いや、これで良いんだって）

　会社だけの付き合いにすれば、今のように気持ちが揺れることもないだろう。

　結局、逃にげてしまっていると思うものの、遥紀はそれ以上何も言うことができなかった。










　相変わらずチャールズは遥紀に懐なついてくれる。言こと葉ば遣づかいは急に変えられないようだが、かなり英語を多用するようになったせいか、社内での彼を見る目は当初の憧あこがれを含ふくんだものに戻もどりつつあった。

　仕事ではサポートをすると約束したくせに、いざ二人きりになるのは何だか怖こわくて、課が違ちがうのを良いことに遥紀は少しチャールズから距離を取っていた。

「私今日、チャールズと話しちゃった」

　コピーを取ろうと廊下を歩いていた遥紀は、給湯室から漏もれ聞こえた声に思わず立ち止まった。

「え～、何よそれ、抜け駆がけ！」

「いいでしょ～」

　女子社員の声は華はなやいでいて、聞いているだけでも思わず笑ってしまう。……いや、微笑ほほえましいと思っているのに、遥紀は自分の頰が強こわ張ばっていることに気が付いていた。

　誰だれにも気き兼がねせずチャールズとのことを話す彼女たちを、どこかで羨うらやましいと思っているのだ。

（……ったく）

　まだ知り合って間もない会社の人間の一人や二人、疎そ遠えんになったって別に気にすることなどないのだ。いや、気にするだけ自分の心が疲ひ弊へいしてしまうのに、どうしてこんなにあの男のことが気になるんだろう。

「……欲よつ求きゆう不満か？」

　言葉にして、もしかしたら本当にそうかもしれないと思った。チャールズのことでドタバタしていたし、その前から女の子と遊んでいない。もっと言えば、セックスしてないのだ。

（……そっか）

　欲求不満だったから、あの異常な雰囲気の中、触られないのに簡単にイッてしまったのだ。

　そして、感じさせてくれたチャールズを特別なように感じてしまったのかもしれない。

　心身共に満たされれば、きっとチャールズとも普通の同僚として接することができるようになるはずだ。

　それに思い当たった遥紀は、善は急げとナンパすることを決意する。社内の女子社員を誘さそうのは手間がかかるし、何より変にガツガツしたところを見せたくない。

　今日は金曜日だ。残業もそこそこに帰ろうと思った遥紀は、終業時間になった瞬しゆん間かんに椅い子すから立ち上がった。

「お先にっ」

「もう帰るのか？」

「ちょっと野や暮ぼ用で」

　まだ仕事で残る同どう僚りように、まさかナンパしに行くからとは言えずに笑ってごまかすと、なぜか同僚は遥紀の背後を見てうんうんと頷うなずいた。

「ま、お守もりも大変だな」

「へ？」

「では、お先に失礼するでござる」

「！」

　頭上から耳慣れた声が聞こえたかと思うと、強ごう引いんに腕うでを摑つかまれた遥紀は引っ張られるようにして部屋を出た。

「おいっ」

　突とつ然ぜん横から出てきて、約束もしていないのにさも同行するような物言いをしたチャールズに怒って声を掛かけるが、当のチャールズはにこにこ……女子社員いわく、必殺のキラースマイル……と遥紀を見下ろしている。

（こいつ、俺が言ったこと、ちゃんと理解していなかったのか？）

　妙みような関係にはしないと言い切ってまだ数日。いくら日々忙いそがしいサラリーマンだって忘れる時間ではないはずだ。

「俺、お前に言っただろ？　妙な関係は……」

「拙せつ者しやとハルキ殿の関係は妙ではござらん。男と男、純じゆん粋すいで正しい関係でござる」

　チャールズはそう言いながらエレベーターのボタンを押す。

「拙者はもっとハルキ殿に色々教えてもらいたいのでござる」

「……俺でなくてもいいじゃん」

「ハルキ殿でなければ駄だ目めでござる」

　開いたエレベーターの中に押し込まれ、そのまま壁かべに背中を押しあてられる。整ったチャールズの顔が鼻が触ふれそうなほど近くまで寄って、遥紀は情けないが怖いと思ってしまった。

　その怯おびえを見て取ったのか、チャールズはふっと空気を和やわらげる。

「ハルキ殿、拙者を見捨てないで下され」

「俺は……」

「ハルキ殿」

　この体勢では、傍はたから見たらチャールズの方が優勢だろう。年上として先せん輩ぱいとして、遥紀は何とかこの劣れつ勢せいを盛り返そうとしたものの、目の前の情けなく眉を下げたイケメンを見ていると反論も消えてしまう。

（……馬ば鹿かか、俺は）

　結局、とっくに絆ほだされていたのだ、この大型犬のような男に。あんな恥はずかしい行こう為いをされた後でも、嫌きらいになれないのが良い証しよう拠こだ。

「……わかった」

「ハルキ殿！」

「でもっ、もうあーいうのはなし！」

　これだけは言っておかねばと強く主張すると、チャールズはブンブンと頷いた。

　本当にわかっているのかと疑いたくなるが、あまりしつこく念を押して、かえってこちらの方が気にしていると思われるのも癪しやくだ。

　いつの間にかエレベーターは一階に着いていた。

「ハルキ殿、いずこへ行かれるのでござる？」

「別に、ここって目的はないけど」

　チャールズが一いつ緒しよなら、きっとナンパは百パーセント成功するだろう。だが、ナンパをしようと思った原因と一緒だというのは変な気分だ。

　強引に仕事を切り上げてしまったせいで、今さら舞まい戻りにくい。遥紀は無意識にどうしようかとチャールズの顔を見た。

「それならば、拙者に付き合ってもらえませぬか？」

「お前に？」

「ぜひハルキ殿と行ってみたい場所があるのでござる。行っても良いでござるか？」

「どこだよ？」

「座ざ敷しきでござる」

「座敷？」

　説明されてもピンと来なくて首を傾かしげると、チャールズはこれでもかと自分の熱意を訴うつたえてきた。

「幼き頃ころより、時代劇を見るたびに行きたい行きたいと熱望しておったのでござるっ。そして、ようやく理想の場所を見つけたのが今週初め、絶対にハルキ殿どのと行きたいと思い、本日こうしてお願いしているのでござる！」

「そ、そうなのか」

　いったい、何を見たのかと思うが、そこまで憧れた場所に遥紀を連れていきたいと思うなんて可愛かわいいじゃないか。

　時代劇＝座敷とくれば、多分どこかの有名な老舗しにせの日本料理店だろうか。日ごろ遥紀もなかなか足を運ばない系統の店のようだし、想像すると何だか楽しみになってきた。

「よし、付き合ってやる」

「まことでござるか！」

「男に二言はない。行くぞ、案内しろ」

「承知！」

　会社のビルを出たチャールズは、直すぐにタクシーを捕つかまえた。

「おい、電車でいいだろ」

「予約の時間があるので、ささ、ハルキ殿」

　背中を押され、タクシーに乗り込んだ遥紀は若じやつ干かん不安になって尋たずねる。

「おい、どこに行くんだよ？」

「運転手殿、赤坂に」

「赤坂？」

（……って、おいおいおい～）

　赤坂なんて、いったいどんな座敷を予約しているのか。理想の座敷というものを探すあまり、予算など考えていない可能性だってある。

　遥紀はこっそりと自分の財さい布ふの中を見た。ナンパの軍資金を下ろす前だったので現金は乏しいが、一応カードは持っている。最初からチャールズに奢おごってもらうつもりではなかったが、もしかしたら割り勘かんでと頼たのむかもしれない。

（チャレンジャーだよな、こいつ）

　怖こわいもの知らずは良いいことなのか、悪いことか。

　チャールズを見ているとそのどちらもあるような気がして、遥紀は流されるように頷いたことを今さらながら後こう悔かいしていた。










「ささ、一いつ献こん」

「……」

「さ、ハルキ殿」

　重ねて言われ、遥紀はぎこちなく猪ちよ口こを差し出す。すると嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめたチャールズが冷酒をなみなみと注いできた。

　じっと見つめられ、なんとかそれを口にしたが、味などわかるはずがない。遥紀は猪口を漆うるし塗ぬりの盆ぼんの上に下ろし、怖こわ々ごわ周りを見回した。

（なんだよ、ここ……）

　純和風な部屋の中には重じゆう厚こうな飾かざりや高そうな掛け軸じくが掛かっていて、今着いている座ざ卓たくも一枚の板でできていた。畳たたみは新品ではないが綺き麗れいで味のある色で、欄らん間まも襖ふすまも障子も、今まで遥紀が見たこともないような立派なものだった。

　初めから、嫌いやな予感はしていたのだ。

　チャールズがタクシーを停とめたのは遥紀の懸け念ねん通り、赤坂のとある有名な料りよう亭ていの前だった。昔よく政治家が集まっている光景をテレビで見たなと呆ぼう然ぜんと門構えを見上げていると、チャールズは足取り軽く中へと入る。

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　さすがに予約を入れた時点で金額は聞いているはずだが、それにしたって絶対に万単位のはずだ。幾いくら昔から憧あこがれていたとはいえそこまでするかと思ったが、チャールズは遥紀の心配などまったくものともせずに満面に笑えみを浮うかべて言った。

「すべてが理想通りの座敷でござるよ。さ、ハルキ殿」

　玄げん関かん先さきで出で迎むかえてくれた上品な初老の女将おかみや、案内や膳ぜんの用意をしてくれた仲居の物もの腰ごし、すべてがまるでテレビを見ているかのようで、遥紀はまったく落ち着かない。

　とりあえずビールと言うのもまったく似合わない雰ふん囲い気きで慣れない日本酒を一口口にした今、既すでに悪わる酔よいしている気分になっていた。

「お前さ、こんなとこで飯を食いたかったのか？」

　根本的な疑問を投げかければ、手て酌じやくで酒を飲んでいたチャールズが大きく頷うなずく。

「夢にまで見ていたでござる」

「そ、そっか」

　そこまで言われてしまったら、居い心ごこ地ちが悪いなんて言えるはずもない。いや、酒を一口飲んだ以上料金は発生するはずで、もう自棄やけになって食事をすることにした。

　老舗の料亭らしく、一種類ずつ運ばれてくる食事はどれも芸術品のように見事で、もちろん味も申し分ない。

「お、これ美味うまい」

　ただの煮に物ものもそこはかとなく上品で、遥紀が相好を崩くずして賞賛すると、仲居も嬉しげに頭を下げた。

「お飲み物はいかがいたしますか？」

「ハルキ殿、まだ飲めるでござろう？」

「あー、うん」

　意外に飲みやすい日本酒を一気に呷あおっているところを見られれば、まさかもう良いとは言えなかった。

　チャールズも遥紀以上に杯はいが進んでいるはずだが、表面上はまったく変わらない。いや、色白の耳や首筋がほんの少し染まっているのはわかったが、それでも酔よっているようには見えなかった。

（……案外、強いのか？）

　それなら、酔ったうえでのあの暴挙はと一いつ瞬しゆん頭をかすめたが、美味おいしい食事や勧すすめられる酒に再び意識は移ってしまう。

　やがて、ようやくデザートが運ばれ、遥紀はちらっと腕うで時ど計けいを見た。時刻はそろそろ午後九時になろうとしている。どうやら二時間近くここにいたらしかった。

「おい、そろそろ帰るか？」

　脱ぬいで掛かけてあったスーツの上着から財布を取らないといけないなと思いながら立ち上がった遥紀は、不意によろけてしまう。

「おっと」

　意識していなかったが、かなり酔っているのかもしれない。素す早ばやく立ち上がったチャールズに腰こしを支えられ、遥紀はにまっと笑って礼を言った。

「ありがと」

　やはり、かなり酔ってしまっている。早々に外に出て冷たい風に当たりながら酔いを醒さまさなければと考えていると、なぜかチャールズは遥紀から手を離はなさないまま歩き、目の前の襖を勢いよく開いた。

「……は？」

　多分、この瞬間遥紀はとてつもなく間ま抜ぬけな顔をしたはずだ。それだけ目の前の光景は強きよう烈れつだった。

「な、なんだ、これは？」

　今までいた座ざ敷しきは十二畳じようほどの広さだったが、その隣となりには八畳ほどの部屋があって、なんと布ふ団とんが二組、並べて敷しかれてあったのだ。

　子供のころに時代劇で見た毒々しい赤い布団ではないが、それでも続きの間の布団なんて意味は一つしかないのではないか。遥紀は驚おどろいた顔のまま、自分を抱かかえてくれるチャールズの顔を見上げた。

「こういった仕様の料亭は最近ないと聞き及およんでいたものの、ようやく見つけたのでござるよ」

「い……や、あのさ……」

　百歩、いや、一万歩譲ゆずって、こんな怪あやしい様式の料亭が残っていたとしよう。しかし、それはあくまでも女の子相手に使うもので、けして男相手には活用しないのではないか。

「ハルキ殿どの、あれに」

　頭の中が混乱したまま、遥紀はチャールズが指し示す方を見る。そこには綺麗にたたんだ浴衣ゆかたのようなものがあった。

「拙せつ者しや、あれもしたいのでござる」

「あ、あれ？」

「あ～れ～、お代官様、おやめくだされ～、と、いうやつでござる」

「お、おま……」

（これ、絶対ばあさんの影えい響きようじゃねーし！）

　どう考えても、チャールズ自身の嗜し好こうの問題だ。

　確かに、遥紀自身着物姿の女の子をくるくると回しながら帯を解ほどいてみたいという気持ちがまったくないわけではない。だが、もちろん相手は女の子限定だ。

「……お前回して何が楽しいんだよ」

　疲つかれたように呟つぶやけば、怖い返事が戻もどってきた。

「回るのはハルキ殿でござるよ」

「はぁ？」

「ささ、着き替がえならば拙者が手伝うので早はようっ」

　───たぶん、この時の遥紀はかなり酔っていた。そうでなければ、一瞬でも回るだけならなんて考えもしなかったはずだ。

　人に言わせればお人ひと好よしの部類に入るらしい遥紀はチャールズの熱意と、異空間の雰囲気にのまれ、あろうことか浴衣に着替えてしまった。

「いいか、回るだけだからな！」

「承知してござる」

　生き真面目まじめに返事をしているチャールズは布団の上で正座している。多分、通常よりも長めの帯を簡単に腰に巻いた遥紀は、大きな溜ため息をつきながらその端はじを差し出した。

「ほら」

「……違ちがうでござる」

「なに？」

「お許しください、お代官様、で、お願いするでござる」

「……」

（……照れちゃ負けだよな）

　これはもう、酔ったうえでの度を超こえたおフザケだと割り切るしかない。せっかく割り勘かんにしてやろうと思っていたが、ここの料金はこの悪フザケの対価としてチャールズに押しつけてやると誓ちかった。

　遥紀はコホンと咳せき払ばらいをし、わざとノリノリで声を作りながら叫さけんだ。

「ア～レ～、お代官様、お許しを～」

「……ふふ」

「……」

「良よいではないか、小こ娘むすめ」

　勢いよく立ちあがったチャールズは今までの殊しゆ勝しような態度を一変させ、壮そう絶ぜつに艶つやっぽい表情をしながら帯を手にした。

「おい、コ」

　何だか嫌いやな予感がする。

　いったんタイムだと言おうとした遥紀だったが、チャールズはいきなり帯を手元に強く引いた。

「うわぁっ」

　身構えていなかった遥紀は軽く二回転してしまい、そのまま浴衣をはだけさせながら布団の上に倒たおれ込む。くらっと頭がふらついたせいで一瞬強く目を閉じると、次の瞬しゆん間かんには重いものが身体からだの上に伸のし掛かってきた。

「コ、コッ……んぅっ」

　抗こう議ぎしようと開いた口は、嚙かみつくように重ねられた唇くちびるに押さえ込まれる。開いていたせいでやすやすと入り込んできた舌は我が物顔に口こう腔こう内を弄まさぐり、あろうことか唾だ液えきを注ぎ込んできて、直すぐに飲み込めない遥紀は噎むせてしまった。

　その間にも、はだけた浴衣の合間から入り込んできた大きな手は下着の中へと強ごう引いんに差し入れられ、眠ねむっていたはずの遥紀のペニスを直じかに摑つかむ。

「！」

　まさかここまでされるとは思わなかった遥紀はようやく抵てい抗こうを始めたが、意識しないまま杯を重ねてしまった日本酒のせいかその動きは情けないほど緩かん慢まんなものだった。

「んあっ」

　顔を背そむけ、ようやくキスを解いた遥紀は目の前にいるチャールズを睨にらみつける。

「や、約束、破るのかっ？」

「破った覚えはござらん」

「妙みような、関係は持たないって……っ」

「これは妙な関係ではないでござるよ。拙者はハルキ殿を尊敬しておるし、何より好いているでござる」

「す、好いてって、お前っ」

「……良よいではないか」　>>>♥

「！」

（だ、だからっ、使い方が違うって！）

　文句は、ペニスを握にぎった手に力が込められたことで飲み込んでしまった。

「ハルキ殿……」

　まるで愛いとしい恋こい人びとを呼ぶような声に、熱を孕はらんだ眼まな差ざし。相手が自分と同じ男だとわかっているのに、こんなふうに迫せまられてきっぱりと拒きよ絶ぜつできない自分は、とうにチャールズに毒されていたのだろうか。

「ひゃぁっ」

　浴衣を歯でたくしあげられ、露あらわになった乳ち首くびに舌を這はわされる。今までまったく意識していなかったそこが、急に性感帯にでもなったようだ。

　小さな乳首を子供のように吸いながら、チャールズの手はヤワヤワとペニスを刺し激げきしてくる。信じられないことにそれは呆あつ気けなく勃たち上がり、まるで自分からねだるようにチャールズの手のひらを押しあげはじめた。

「感じておるようだな」

「そ、なっ」

　違うと言い返したいのに、一番正直な部分ははっきりとした快感を示している。

（俺だけ、なんてっ）

　何度も言うようだが、多分自分はこの時点でかなり酔よっていた。己おのれだけが肌を露わにし乱れているのが、恥はずかしくて悔くやしくて、遥紀は目の前のチャールズのシャツに手を伸ばして一気に左右に開いた。ボタンが飛んだ気がしたが、現れた男の肌に意識が向いて、遥紀はシャツを引っ張ってチャールズを強く抱だき締めてやる。　>>>♥

「ハ、ハルキ殿っ？」

　今まで勝手にふるまっていたはずのチャールズは、遥紀の突とつ然ぜんの反はん撃げきに驚おどろいたようだ。その裏返った声に満足し、遥紀は顔を上げたチャールズに自分からキスをした。

（……俺、何してんだよ……）

　自分からこんな関係は望んでいないと言ったはずなのに、少し感じさせられただけで呆気なく理性は崩くずれてしまった。そのことが悔しいと同時に、既すでに馴な染じんでしまった感じの肌に安あん堵どもして、自分の中の感情がむちゃくちゃで整理できない。

　ただ、今ならば慣れない日本酒のせいで酔ったのだと言い訳ができる気がして、遥紀はズボン越ごしにでも高まりがわかるチャールズの下か肢しに触ふれた。

「……っつ」

「……感じて、るな」

　今度は自分がそう言うと、必死な表情のチャールズは身体を起こし、無造作に服を脱ぬぎ捨てる。

「……やべ……」

　露わになった見み惚とれるほどに逞たくましく、しなやかな身体。その下肢にある男の証あかしは、何度見ても畏い怖ふを感じるほど立派で、今は遥紀を求めているのか雄お々おしく滾たぎっている。

「ハルキ殿……っ」

　覆おおいかぶさってきたチャールズは遥紀にキスしながら、ペニスで遥紀のものを下着越しに刺激してくる。たった一枚の布の存在がもどかしく、足をずらして下着を下ろすと、今度は直に二つのペニスが触れた。

「んあっ」

「良いいでござるかっ？」

「ん……いっ」

　太ももに当たる恥ち毛もうがくすぐったい。

　ぐにぐに、くちくち、くにゅくにゅ。

　チャールズが腰こしを動かすごとに擦こすれ合うペニスや双そう玉ぎよくは既に先走りの液で濡ぬれていて、なんとも言えない淫いん猥わいな感触になってきた。

　身体の下には浴衣ゆかたが広がっていて、視界の端には布ふ団とんが入る。こんな異常で特異な空間で乱れても、きっと誰だれもおかしいと思わないはずだ。

「コウッ」

　チャールズの名前を呼び、首に手を回して深いキスをねだると、直ぐに入り込んできた舌に自分から吸いついた。同時に、下肢はまるでセックスをしているかのように左右前後に揺ゆれ、もう熱の塊かたまりが先せん端たんから溢あふれ出てしまいそうだ。

「あっ、やぁっ、んぁっ」

「はっ、はっ」

　チャールズの呼吸にも余よ裕ゆうがない。このまま、一いつ緒しよにイけるかもしれない。

　首筋から滑なめらかな背中を撫なで下ろし、引き締しまった尻しりを摑むと、合わさった唇の奥でチャールズが息をのむのがわかった。次の瞬間、触れていたペニスが大きく膨ふくらみ、遥紀の下肢を熱い飛沫しぶきで濡らしてしまう。

「……んっ」

　遥紀も、間を置くことなく射精した。自分のものがチャールズの腹に掛かかり、それが滴したたり落ちて、下肢を濡らしているチャールズのそれと混じり合うのが見えた。

「……はぁ」

「ハルキ殿どの……」

　汗あせで濡れた前まえ髪がみをかき上げてくれたチャールズが、額にキスしながら囁ささやく。


「You were very cute」



　相変わらずの男に、遥紀は力なく上げた手で頭を軽く小こ突づく。

「……馬ば鹿か」

（……って、俺の方が馬鹿か）

　結局、またチャールズとこんなことをしてしまった。

　銭湯で初めてエロいことをした時は、お互いのペニスには触れなかった。今思えば、まだ理性というものがあったのかもしれない。

　だが、今日のはその時とまるで事情が違う。

　見知らぬ料亭の部屋の中、布団の上で全裸になり、ペニス以外の場所にも愛撫を施した。

　欲望のまま交わしたキスは、本当に酔っていたからできたことなのか。

　どんな言い訳をしてももう誤ご魔ま化かしきれないなと思いながら、遥紀は伸し掛かっている熱い身体からだをもう一度抱き締めた。








第五章　理解者でござる！









　休きゆう憩けいスペースの椅子に深く腰掛けた遥紀は、缶かんコーヒーを手にしたまま大きな溜ため息をついた。

　午前中から掛かっていた仕事が一段落し、どうやら今日は残業をしなくても帰れそうだ。いつもならば同どう僚りようを誘さそって飲みに繰くり出すところだが、何だか気持ちがのらない。

「……はぁ」

　月曜日はいつも休み明けだということで身体にだるさが残るが、今日はいつもよりそれが激しかった。理由は……考えなくても一つだ。

「はぁ……」

　先週金曜日の夜、チャールズに連れられて初めて赤坂の料りよう亭ていに行った。

　美味おいしい酒と料理と、重じゆう厚こうなその場の雰ふん囲い気きに酔っていたのは認めるが、またもや相そう互ごオナニーをしてしまうとは。

（それにしたって……）

　あの後、てっきりそのまま料亭に一いつ泊ぱくするものだと思ったが、チャールズは遥紀が落ち着いたころを見計らって素す早ばやく身み支じ度たくをしてくれ、何と料亭を後にしたのだ。

　遥紀自身、男同士であの部屋に一泊するという羞しゆう恥ちに耐たえるのもと考えてはいたが、それでもあんなことをした後すぐに帰るとは思いもしなかった。

　チャールズいわく、

「銭湯の掃そう除じがあるでござろう？　もちろん、拙せつ者しやが代わりにするので安心してくだされ！」

　とのことだった。

　言葉の通り自宅に送ってくれたチャールズは、遥紀の代わりに銭湯の掃除をしてくれた。

　遥紀も、そこまでチャールズにさせるというのは迷ったが、自分がしようにも腰にまったく力が入らなかった。尻に入れたわけでもないのに、腰こし砕くだけになってしまったことが情けない。

　チャールズは掃除が終わり、遥紀がベッドに入るまで甲斐かい甲斐がいしく世話をしてくれて帰宅した。そのまま───今日に至るのだ。

　別にメールや電話が欲しいなんて言わないが、それでも土曜、日曜と、そわそわしていた自分が恥はずかしい。今朝も、どんな顔してチャールズに会えばいいのかと考えていたのに、当の本人は早朝から得意先に呼び出されて今まで顔を合わせていないのだ。

（……俺、どうするつもりなんだ？）

　チャールズとの距きよ離りの取り方を、本当にここいらで考えておかなければならない。自分は可愛かわいい後こう輩はいだと思っていても、相手が違ちがう認にん識しきなら気持ちはすれ違って重なることはないのではないか。

「……はぁ」

　何度目かもわからない溜め息をついた時、こちらに近づいてくる足音が聞こえた。何気なく顔を上げた遥紀は、あっと椅い子すから立ち上がる。

「休憩か？」

「はぁ、まぁ」

　部長の塚原は間の抜ぬけた遥紀の返事に目元をたわめて笑った。

　本当に、こうして見ても大人の余裕たっぷりのカッコいい男だ。残念なイケメンのチャールズとは違いすぎる。

　塚原は意外にも甘いホットココアのボタンを押すと、遥紀の隣となりに腰を下ろした。

　幾いくら人当たりが良い相手であっても自分の上司だ。このままこの場にいてもいいのかどうか逡しゆん巡じゆんしたが、塚原は軽く自身の隣を叩たたいて遥紀を促うながす。立ち去る選せん択たく肢しは消え、遥紀は再び椅子に座った。

「ご苦労だったな」

「え？」

　不意に言われた慰い労ろうの言葉に塚原の横顔を見ると、彼はココアの缶を両手で握にぎり締めたまま笑いかけてくる。

「お前にチャールズの教育係を押しつけただろう？　最初は戸と惑まどって、苦労しているのがわかったが、あいつがお前が良いいと聞かなくてな」

「コウが……」

「それ」

「え？」

「愛あい称しようを呼ばすほど、親密になったんだな」

「……っ」

　本当に無意識に口から零こぼれたので、遥紀はそれが特別なことだというのが一いつ瞬しゆん頭の中から抜けてしまっていた。

　チャールズへの社内の関心や好こう奇き心しんは十分わかっていたつもりで、自分がそれほどあの男と親しいことを周りに知られるつもりはなかった。愛称を呼ぶほどの関係ならと、チャールズとの仲を取り持ってくれと言いだす者が絶対に出るとわかりきっていたからだ。

　社内でもチャールズには重々注意していたはずなのに、幾ら塚原の前だとはいえ自分の方がその危機感を忘れていたことは痛い。

「えっと……」

　反射的に言い繕つくろおうとしたが、結局遥紀は口をつぐんだ。塚原はそんなことを喧けん伝でんするような人間ではないと信じているからだ。

　それよりも、どうして今塚原がそんなことを言いだしたのかの方が気になる。

「あの……あいつ、何かまた？」

「最近、クライアントからの評判が良い」

「……」

「元々、外国人相手では問題なかったんだが、日本人のクライアント相手にも最近はあの喋しやべりが出ないらしい」

「あのって、ござる口調ですか？」

「そう、そのござる口調だ」

　遥紀の表現がおかしかったのか、塚原は繰り返して少し笑った。しかし、その笑いは当初社員の中で広がっていた嘲ちよう笑しようを含ふくんだものではなく、どこか微笑ほほえましいものを思い出すような優やさしい表情だった。

「少し事務的になったようだが、それでもクライアントがこちら側に向ける信用度は格段に上がった。……まあ、俺自身はあの話し方も愛あい嬌きようがあって良かったがな」

「部長……」

「お前もそう思ったんじゃないのか」

　確かに、最初に聞いた時は何を言っているんだと呆ぼう然ぜんとしたが、その話し方の由来を聞き、チャールズの性格も知って、遥紀自身はわりと初めの段階からあのござる口調のチャールズを受け入れていたように思う。

　ただ、周りの評価と違った考えを持っていることを知られたくなかった。

（それで、あんな関係になったんじゃあな）

　とても塚原に言えない関係を持ってしまったことを今さらながら後ろめたく思っていた遥紀は、ポンッと肩かたを叩かれて顔を上げた。

「ありがとうな」

「部長……」

「ああ、そうだ。明日また出向の人間が来るから」

「え？」

　こんな季節外れの時期に珍めずらしい。もしかしたら訳ありなのか、と思った表情が顔に出たらしい。塚原はぷっと吹ふき出した。

「プロジェクトの関係だ。優ゆう秀しゆうな奴やつらしいぞ、負けるなよ」

「はい」

　期待されていると思うと嬉うれしくて、遥紀は勢いよく頷うなずく。それにもう一度笑った塚原は立ち上がって営業部に戻もどって行った。

「出向か……」

　あの言い方だと、多分国内のどこかからだろう。遥紀の課ではそんな大きなプロジェクトの話はないので、チャールズの所属している外資系の関係かもしれない。

「……優秀か」

（よし！）

　遥紀は気合いを込めて立ち上がる。仕事中はチャールズのことを考えるのは止やめた。

　そのまま営業部に戻ろうとした遥紀は、エレベーターホールでチャールズの姿を見かける。たった今まで考えていた当人の登場に一瞬足がすくんでいると、一人の社員が彼に話しかけた。

「悪い、チャールズ、これ見てくれないか？」

　何か書類を受け取り、真しん剣けんに目を通すチャールズの横顔は、整っている容よう貌ぼうだけになんだか近寄りがたい雰ふん囲い気きがあった。

　以前のあの男ならば、

「何でござるか？」

　と、人の良い笑えみを向けていたはずだ。会話の少ない割り切った態度をするようになったのが自分の指し摘てきのせいかもしれないと思うと少し後ろめたい気がする。

「……ＯＫ」

　しばらくすると、そう言ってチャールズは書類を返した。

「いいのか？」

「はい」

「じゃあ、課長に回すよ」

　普ふ通つうに聞いていればこれと言っておかしな会話ではないが、あの人好きする性格を知ってしまっている遥紀にとっては、どうしても違い和わ感かんが残った。










「みんな、集まってくれ」

　翌日の朝礼で、塚原が営業部の人間に声を掛かけた。

　もちろん遥紀も自分のデスクから立ち上がって塚原のもとに向かう。既すでに人だかりができていたのではっきりとはわからないが、塚原の側そばに小こ柄がらな男が立っているのが見えた。

「今回、来年度の新規プロジェクトの共作者としてしばらく出向してくることになった、大阪支所の水み戸と紫し門もん君だ」

　既き視し感かんたっぷりの紹しよう介かいに、小柄な男が頭を下げた。

「水戸紫門いいます、どうぞよろしく」

　関西弁が少し入った穏おだやかな物言いの男───水戸は、サラサラの黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみ、にっこりと笑った顔が可愛かわいいとさえ感じられる童顔の男だった。

（……新入社員か？）

　それにしては大きな仕事を任されているなと不思議に感じる。遥紀の他ほかにも同じように思った者がいたのか、一人の同どう僚りようが声を掛けた。

「水戸さん、お幾つなんですか？」

「二十九です」

「二十九っ？」

　どう見たって高校生、いや、よくいって大学生にしか見えない水戸の歳としに一同驚きよう愕がくした。もちろん、遥紀もだ。

「チャールズ」

　続いて塚原はチャールズを呼ぶ。

「はい」

「水戸と組んでくれ」

　チャールズは驚おどろいたように塚原を見、次に一瞬だけ遥紀を見た。いや、見たような気がした。

　それはあくまでも気のせいかと思うほど短い間で、遥紀がチャールズと視線を合わせようとした時にはその目は水戸に向けられていた。

「よろしく」

「よろしくな」

「よし、解散」

　バラバラと人だかりが崩くずれる中、水戸がチャールズに笑いかけるのが見える。

「チャールズって呼んでもええの？」

「もちろん、水戸ど……水戸さん」

（殿どのって言いそうになった）

　盗ぬすみ聞きしているような自分が嫌いやになるが、それでもチャールズと水戸のことが気になって遥紀はその場から立ち去ることができない。すると、水戸の方が遥紀の姿を目に留めたようで近づいてきた。

「水戸です、よろしく」

「あ」

　まさか自分に話しかけてくるとは思わず慌あわてた遥紀だが、それでも差し出された水戸の手を無視することもできない。

「一課の、中村遥紀です。よろしくお願いします」

　いくら童顔でも年上なので敬語で挨あい拶さつすれば、水戸は可愛らしく笑いながら握にぎった手に力を込めてきた。

「敬語はええよ」

「あ、えっと、でも」

「上下関係は嫌きらいなんや。あ、チャールズもな」

「はい」

　これが年上の余よ裕ゆうなのかどうか。それでもぜひにと言われて拒きよ否ひすることもできない。

　水戸はその日から三課に所属し、早さつ速そくチャールズと組んで仕事を始めた。皆みな、有名人のチャールズと新しく登場した可愛い関西人に興きよう味み津しん々しんだ。

　だが、彼らの一歩引いた態度は午後には見事に崩ほう壊かいした。

「清水しみずさん、これコピーお願いできる？」

「はい」

「ありがと。アメちゃんあげるわ」

　ポケットからイチゴミルクの飴あめを取り出して女子社員に渡わたす水戸に、一いつ瞬しゆん驚いた顔をした彼女も笑いながら受け取った。

「森もり君、この資料はどこにあるん？」

「あ、それは資料室に。俺が取ってきます」

「ありがとぅ」

　姦かしましいイメージの関西弁とは違ちがうおっとりとした水戸の物言いに、いつのまにか周りが巻き込まれている感じだ。

　それは遥紀も例外ではなく、

「遥紀君」

　なぜか、苗みよう字じではなく名前で呼ばれ、立ち止まると休きゆう憩けいスペースに案内してもらえるかと頼たのまれた。

　同じ三課の、チャールズにでも聞けばいいのにと思ったが、遥紀は素す直なおに休憩スペースに連れていく。すると、缶かんコーヒーを奢おごられてしまった。

「い、いいですよ」

　連れてきただけなのに申し訳ないと断ったが、

「僕、甘いの苦手やねん。無糖押すの間違えたから飲んで？」

　下した手てに出られると断ることもできない。

　結局、課が違うのに並んで椅い子すに座り、缶コーヒーを飲む羽目になった。

「……」

「……」

「……」

（……何話したらいいんだ？）

　仕事の話か。それとも、せっかく休憩しているのだからまったくのプライベートの話の方がいいのだろうか。

「遥紀君」

　頭の中がグルグルとしている間に、水戸の方から話しかけてきた。

「遥紀君はチャールズと親しいん？」

「えっ」

　声が裏返った。

　まさか水戸の口からチャールズの名前が出てくるとは思わず、身構えていなかったので動どう揺ようが声に表れたのだ。だが、大人の嗜たしなみなのか、明らかに挙動不ふ審しんになる遥紀のことを追つい及きゆうすることなく、水戸はのんびりとした口調で言った。

「時々、チャールズが遥紀君を見てるやろ？　なんや、飼い主に構ってほしい飼い犬に見えてなぁ」

「い、犬？」

　これまた、いつも遥紀がチャールズに対して抱いだいているイメージを口にされ、今度こそ遥紀は焦あせって意味もなく立ち上がる。

「あ、あいつは犬なんかじゃないですよっ」

「そんなん、わかってるけど」

「俺、仕事があるんでっ」

　なぜ水戸がチャールズのことを遥紀に言ったのかわからないが、それでもこれ以上一いつ緒しよにいたら墓ぼ穴けつを掘ほってしまうような気がして、とにかく少しでも早くこの場から立ち去ることしか頭の中になかった。










「水み戸と黄こう門もんと一字しか違わないでござるよっ」

「……そうだな」

「時代劇もよく見ているともおっしゃっていたでござる。拙せつ者しやの質問にもすべて返答しておられたし、なかなか博識な人物でござるなぁ」

「……そうか」

「……ハルキ殿どの？」

「……んー？」

「……何か、怒おこっているのでござるか？」

「……え？」

　心配げに落とされた声に、遥紀はようやく顔を上げた。

「あ」

（……飯、食ってたんだっけ）

　箸はしを持っている自分に、ようやく今何をしているのか思い出した。

　久しぶりにチャールズに昼食に誘さそわれ、会社近くの蕎麦そば屋やに来ていた。洋食よりも和食を好むチャールズがその店を選ぶのはよくあることで、それ自体遥紀に思うところはない。

　ただ、席に着いて、食事が運ばれてもずっと続くチャールズの話が見事に水戸のことばかりだったので、聞いている途と中ちゆうでだんだん面おも白しろくなくなったのだ。

　仕事の話だったらまだいい。しかし、チャールズが話すのはごくごくプライベートなことばかりなのだ。

　いわく、水戸は歌か舞ぶ伎きや能や落語などの古典芸能に詳くわしい。

　気を付けていたつもりだが、ポロッと零こぼれたチャールズの時代劇口調も、「カッコいい」と言ってくれた。

　人は皆同じでなくてもいいと言ってくれた。

　どれも、水戸を賛美するようなことばかりだ。

「水戸殿も、関西弁をからかわれたことがあったらしく、拙者の気持ちがよくわかると。まさか、こんなにも理解してもらえる相手ができるとは思わなかったでござるよ」

「……へぇ」

（まだ一週間だぞ）

　水戸が出向してきてから、まだ一週間しか経たっていない。だが、たったそれだけの間に水戸はチャールズの他会社の人間すべてに受け入れられ、可愛かわいがられている。いや、可愛がられているという言い方は違うかもしれない。見た目の幼さとは違い、懐ふところが大きくて意外に豪ごう快かいな水戸は周りに頼たよりにされていることの方が多いのだ。

「拙者も、水戸殿の前では言葉を改めなくなって、心底楽になったでござる」

「……良かったじゃん」

「ハルキ殿？」

　初めはできるだけチャールズと関かかわらないようにするためにいい加減な提案しかしなかった自分とは違い、水戸は直すぐに的確なアドバイスを与えたのだ。

　今さらながらちゃんとチャールズと向き合わなかったことをうしろめたく思うが、それを認めるのもなんだか悔しい。

　遥紀は箸を置いた。

「ご馳ち走そう様」

　それでも煩うるさい母のしつけの成果で挨あい拶さつだけはすると、置かれた伝票を持って立ち上がる。

「ま。理解者ができてよかったじゃん」

「ハルキ殿っ」

「日本のことも、水戸さんに教えてもらったらいいんじゃないか」

（……くそっ）

　嫌味な自分の言い方に自己嫌けん悪おに陥おちいる。それでも、言葉を押さえることができないのだ。

　さっさと二人分の支し払はらいを終えて店を出ると、チャールズも直ぐに後を追ってきた。自分では早足で歩いているつもりが、チャールズは広いストライドで余よ裕ゆうで追い付いてくるのが悔くやしい。

「ハルキ殿、なぜ怒っているのでござるか？　拙者、何かしたでござるか？」

「……別に」

　会社に戻もどり、エレベーターのボタンを何度も押した。なかなか下りてこないのに苛いら立だってしまう。

　やがてようやく開いたエレベーターに乗り込むと、チャールズが即そく座ざにボタンを押した。中には自分とチャールズ、二人きりだ。

「ハルキ殿」

「……っ」

　隅すみに追い込まれ、長い腕うでの中に囲われる。

「黙だまっていたらわからないでござるよ」

「……別に、何も思ってないって」

　こんな短期間でチャールズと水戸が急接近したくらいで、自分がこんな気持ちになる方がおかしい。大体、自分とチャールズだって、出会って直ぐにあんな……相そう互ごオナニーみたいなことをしたのだ。フレンドリーと言えば言葉は良いいが、結局チャールズは自分を受け入れてくれる人間ならば時間をおくことなく仲良くなれるということだ。

（その仲良くっていう中身が問題なんだけど！）

　こんなどうしようもないことを考えている自分を見られたくなくて必死に顔を背そむけると、頭上で大きな溜ため息が聞こえた。何だか自分の態度が子供っぽいと思われているようでさらに腹が立つ。

「ハルキ殿」

「……本当に、何でもないっ」

　意地でも答えないと口を引き結んだ時、いきなり顎あごを摑つかまれて仰あお向むきにされた。

「コ……ッ」

「拙者にとって、特別なのはハルキ殿だけでござるよ？」

「……」

「ハルキ殿」

「んっ」

　キスされた。

　会社の、しかもエレベーターの中なんて、管理室のモニターで見られていたらどうするのか。

　途中で停とまって、誰だれかに見られたら。

　不都合なことが次から次へと頭の中に浮うかぶのに、遥紀はチャールズの胸を押し返すことができない。

　キスは舌を絡からめるような深いものではなかったが、まるで宥なだめるように何度も何度も優やさしく触ふれてきた。やがて遥紀は腕を上げ、チャールズの背中に手を回す。

（……でっかいんだよ、くそ……）

　もう馴な染じんでしまったその背中を、悔しくて叩たたいてやる。すると、合わさった唇くちびる越ごしに笑う吐と息いきを感じてカッと頰ほおが熱くなった。

　咄とつ嗟さに胸を押し返した時、エレベーターが営業部の階に着いた。

　チャールズが顎から手を離はなし、その親指で遥紀の唇を軽く拭ぬぐって離れたタイミングで扉とびらが開いた。

「じゃあ」

「コウ」

「週末は、ハルキ殿と共に過ごしたいでござる」

　去り際ぎわにそう言ったチャールズの背を啞あ然ぜんと見送った遥紀は、慌あわてて自身の頰を叩く。こんなに火ほ照てった顔で営業部に戻れるはずがない。

　エレベーターを下り、トイレで顔を洗おうと踵きびすをかえした瞬しゆん間かん、遥紀はびくっと身体からだを震ふるわせた。

　そこに、水戸がいたからだ。

「水戸さん……」

（……まさか……）

　今のチャールズとのキスを見られただろうか。いや、キスはエレベーターの中で解かれた。だが、チャールズの言葉は聞こえていたかもしれない。

「食事、終わった？」

「は……い」

　どうしても身構えてしまう遥紀に、水戸は無む邪じや気きに笑いかける。

「僕、遥紀君ともっと仲良ぅなりたいんやけど」

「……は？」

　唐とう突とつな言葉に、遥紀は直ぐに反応が返せなかった。

「あ、あの？」

　チャールズと並んで社内では有名人になった水戸だが、遥紀とは課が違ちがうせいかあまり接点はなかった。遥紀自身、チャールズとコンビを組んでいる水戸を見ると何だか胸がザワザワして、自分から話しかけないせいもある。

　そんな自分と仲良くなりたいと言いだした水戸に、遥紀は何だか嫌いやな予感を覚えてしまった。それはまったく根こん拠きよのないものだったが、無意識に数歩後ずさる遥紀をまるで追うように迫せまってくる水戸に、ますます得体の知れぬ恐きよう怖ふを感じる。

「お、俺、仕事の電話をしなくちゃいけないんで」

「じゃあ、今夜遊んでくれん？」

「み、水戸さんと、ですか？」

「一人が怖こわいんやったら、チャールズを呼んでもええよ」

「……っ」

　それは、遥紀の保護者としてチャールズを呼ぶという意味だろうか。幾いくら水戸のことを苦手だと思っていても、大人の男である自分に保護者などいらない。

「いいですよ」

（うわっ、何言ってるんだ、俺っ）

　思わず頷うなずいてしまった直後に後こう悔かいしたが、撤てつ回かいできる暇を与あたえず水戸は「ほなら」と携けい帯たい電話を取りだした。

「アドレス教えてな」

「ぅ……」

「楽しみやなあ」

　にこにこと笑う水戸に、遥紀は引き攣つった笑えみを向けるしかなかった。　>>>♥










　チャールズについてきてもらわなくても大だい丈じよう夫ぶ。

　そう思っていたくせに、遥紀はその日早さつ速そく送られてきた水戸からのメールにすぐに返事ができなかった。

　わざと遅おくれて、もう帰宅したからと断りを入れたが、「ほんなら明日あしたな」と言われてしまい、それにもグズグズ返事を先延ばししていたら、

「ほな、行こうか」

　金曜日の夜、チャールズを背中に従えた水戸の急きゆう襲しゆうを受けてしまった。

　責めるようにチャールズを見ても、本人は遥紀と一いつ緒しよに飲みに行けることが楽しみなのか、子供のようににこにこと嬉うれしそうにしている。

（……水戸さんがいるんだぞ）

　あの時、遥紀と一緒に過ごしたいと言ったくせに、水戸がいても構わないのかと思ってしまい、そう考えた自分に焦あせって首を横に振ふった。

　望まない飲み会だが、一度でも付き合えば水戸も満足してくれるだろう。変に絡まれそうになったら、能天気なチャールズを盾たてにしてやると決めた。

　飲み会の場所は水戸が決めた居酒屋だったが、少しグレードの高い店らしく一部屋一部屋がきっちり仕切られていて、出されるメニューも凝こったものが多い。値段を見て少しだけ躊ちゆう躇ちよした遥紀は、とりあえずビールと枝豆を頼たのんだ。

「僕もビール。あと、刺さし身みの五点盛りに焼き鳥の盛り合わせ、明めん太たいポテト、煮にアナゴも美味うまそうやなあ」

「み、水戸さん？」

　刺身と焼き鳥までならわかるが、それ以上はもう少し時間を置いてから頼んでも構わないのではないか。男三人で食べきれないとは言わないが、さくさくと注文していく水戸に呆あつ気けに取られてしまう。

「それから、帆ほ立たてのバター焼きに、ヒラメのカルパッチョ。おぉ、ここタコ焼きもあるんやな、じゃあ、これは三人前な」

「え」

「チャールズ、ステーキ食べん？」

「食べるでござる」

「じゃあ、ステーキ、五百グラムで。あと、焼きおにぎりも頼んどこかな」

　遥紀が呆気に取られている間に、テーブルの上にはいっぱいの料理が並べられた。これだけの量になると、見るだけで腹はら一いつ杯ぱいになってしまう。同時に、割り勘かんにしたとしても結構な金額になりそうだと溜ため息が漏もれた。

　水戸は遥紀やチャールズに喜んでもらおうと思ったのだろうが、見るからに戦力にならない水戸は別にしても、自分たち二人で何とかなるだろうか。

「さあ、いただきます」

「いただくでござる」

「……ます」

　ビールで喉のどを潤うるおして、目の前の枝豆を歯で引き抜ぬく。塩加減も上品でとても美味おいしい。

（でも、飲み始めでご飯もの注文するか？）

　タコ焼きだけでなく、焼きおにぎりまで。それはシメに頼むんじゃないかと、もう一つ枝豆を口にしながら視線を動かせば、そこには賑にぎやかに会話しながら次々と皿を空にしていくチャールズと水戸の姿があった。

「……」

「これ、まことに美味でござるなっ」

「タコ焼きはイマイチやなあ。ソースが違うし、まあ、妥だ協きようするしかないんかな」

「このステーキの焼き加減も絶ぜつ妙みようでござるよ」

「煮アナゴはよくタレがしみてる」

　驚おどろくほどの速さで消費されていく料理を呆ぼう然ぜんと見ていると、可愛かわいらしい顔で笑いながら水戸が遥紀に話しかけてくる。

「遥紀君、はよ食べんとなくなるよ？」

「は、はあ」

「他ほかに食べたいものがあったら遠えん慮りよなく言ってや」

　勢いに乗せられるように、遥紀は目の前にあったタコ焼きを口にした。……意外に大きい。

（……これ以上食べられるはずないって……）

　タコ焼き五個を食べただけでも結構腹にくるのに、遠慮するなと焼きおにぎりを二個も皿にのせられては笑いも引き攣る。

　チャールズが体格通りによく食べることは知っていたが、水戸も瘦やせの大食いらしい。ただただ、ちびちびとビールを飲みながら枝豆を口にしている遥紀の方が戦力外だ。

「遥紀君のうちは銭湯なんやて？　ええなあ、僕も行ってみたいわ」

「それは……」

　一瞬、会社の人間には言うなと口止めしたはずなのにとチャールズを睨にらんだが、本人は遥紀と目が合って嬉しそうだ。

　毒気を抜かれてしまった遥紀は文句を飲み込んだ。

　それでも、会社の人間は絶対に来てほしくないので即そく座ざに断るつもりだったが、その前にチャールズが口の中の肉を飲み込んできっぱりと言い切る。

「水戸殿どのがいらしても、ハルキ殿は背中は流してくれないでござるよ」

「え？　そんなサービスがあるん？」

「拙せつ者しやだけが特別でござる」

「コウ！」

　それ以上会話を続ければ墓ぼ穴けつを掘ほりそうで慌あわてて口を挟はさむと、水戸が意味深な眼まな差ざしを向けてきた。

「遥紀君、チャールズをコウって言うんやね」

「……あ」

　気をつけていたはずが、咄とつ嗟さに口から出てしまったらしい。

「そないに親しかったんかぁ」

「え……と」

「ん？」

「ビ、ビール！」

「ビール？」

「空になってますよ。すみませ～んっ」

　ここは、酔よい潰つぶすに限る。酔わせて、あれはたんなる空耳だったのだと思わせるしかないと、遥紀はどんどん水戸のグラスにビールを注いだ。

「遥紀君も飲んでくれんと」

「はい、遠慮なく」

　多少は酒に強い自信があったので、遥紀は水戸が注いでくれるグラスの中身を躊躇ためらいなく空にしていったが───。

「……殿」

「……んにゃ」

「ハルキ殿」

　店に入って二時間弱。畳たたみに懐なつくように潰れてしまったのは遥紀の方だった。揺ゆすられているのはわかるが、身体を起こすことができない。

「弱いなあ、遥紀君は」

　楽しげに笑う水戸の声が聞こえる。

「そこが可愛いのでござる」

（馬ば鹿かコウ）

　今すぐ口を塞ふさいでしまいたいのに、ただ二人の会話を聞くしかない。

「随ずい分ぶん気に入ってるんやね」

「ハルキ殿は拙者の特別でござるから」

「特別って……」

「ん……」

　暑くて身を捩よじった拍ひよう子しに仰あお向むけになった遥紀は薄うすく瞼まぶたを開いた。ぼんやりとした視界の中に、チャールズの頰ほおに顔を寄せる水戸が映る。

（今の……キス？）

　ほんのりと目元を赤く染めた可愛らしい水戸と、見た目だけは完かん璧ぺき王子様のチャールズの二人は、変な話とても絵になる。一緒にいるところを見るたびそんなふうに感じていたが、社内ではなくプライベートで、しかも、頰とはいえ明らかにキスしているとしか見えない体勢を目にしてしまった遥紀は、ぎこちなく視線を逸そらす。

「こんな感じ？」

「水戸殿」

「可愛いなあ」

　くすくす笑う水戸に、チャールズが何と返事をしたのかわからない。

　遥紀はこの場に自分がいるのは場ば違ちがいな気がして強く手を握にぎり締しめると、早く時間が経たてばいいと願うことしかできなかった。








第六章　悋りん気きでござる！









　水戸はチャールズを狙ねらっている。

　土曜日、二日酔いのベッドの中、母から早く起きろと怒ど鳴なられながら考えた遥紀の結論はそうなった。

　今まで周りにゲイはいなかったが、チャールズとあやうい遊びをしてしまってから、そういった嗜し好こうの人間がいてもおかしくはないと思い始めていた。だから、水戸のチャールズに対する想おもいにいち早く気づいたと言ってもいい。

　だが、それを知ったとしても、個人の恋れん愛あい感情をどうこう言う権利はなかった。「男同士でおかしい」なんて、第三者である自分が言う資格もない。

「……どうすんだよ、俺……」

　見て見ぬふりをするのが一番だ。

　もしも水戸の想いが成じよう就じゆして、二人が恋こい人びと同士になったとしたら、チャールズが自分を構ってくることもなくなるはずだ。それは、遥紀自身が望んだことでもあるはずなのだが。

「……」

　それに、納なつ得とくできない自分がいる。それでいいのかと、責める自分がいるのだ。

「遥紀っ、いつまで寝ねてるの！」

「煩うるさいっ」

「何ですって！」

「……起きるからっ」

　頭が痛い。

　それ以上に、胸が痛い。

　酔いが醒さめればこの思いはもっと強くなるだろうと思っていた遥紀の予感は、月曜日にチャールズと水戸の姿を見た時に現実となった。

「遥紀君」

　相変わらず可愛かわいらしい笑え顔がおを向けながらこちらに来た水戸を見下ろし、続いて遥紀はその後ろにいるチャールズを見た。

「おはようでござる」

「……おはよう。水戸さん、この間はご馳ち走そう様さまでした」

　結局、あの飲み会が水戸の奢おごりになっていたのは、チャールズからのメールで知っている。借りを作ったようで嫌いやだったが、改めて金を突つきつけるわけにはいかず礼を述べた。

「遥紀君には付き合ってもらったからなぁ。楽しかった、また飲もな」

「……はい」

　社交辞令として頷うなずくと、ちょうど水戸の携けい帯たい電話が鳴った。

　彼が電話に出ながら離はなれていくのをぼんやりと見送っていると、不意にチャールズが顔を覗のぞき込んでくる。

「どうかしたでござるか？　顔色が悪いでござる」

「……」

「ハルキ殿どの？」

　遥紀はチャールズの顔を見た。その顔にキスマークが残っているわけがないのに、何だか自分の知っている男の顔じゃないように思えてしまった。

　それに、

「お前さ」

「何でござるか？」

「……言葉、戻もどったな」

　チャールズの気持ちを尊重して受け入れた水戸の言葉のおかげで、気取った言葉を言うことが少なくなったような気がする。それは聞き慣れた遥紀にはおかしなものではないし、元気が戻ったチャールズを見るのは嬉うれしい。

　嬉しいが───自分が何の力にもなれなかったことが悔くやしくて、遥紀はチャールズから視線を逸らした。

「ハルキ殿」

「じゃあな」

　仕事でも、プライベートでも、チャールズの良き理解者は水戸だ。

　変な話、自分は身体からだでチャールズを楽しませただけで、それは男として情けない限りだ。

（……くそっ）

　水戸が出向してきて、まだ半月も経たっていない。遥紀がチャールズと一緒にいた時間よりずっと短い時間なのに、なんだか自分よりもチャールズのことをわかっているというふうな雰ふん囲い気きを出されている気がしてしかたがない。

　だったら自分は、チャールズにとってどういう存在なのだろうか。

　考えてもわからないことを、ずっと考えてしまう。

「……」

　ここのところ、胸がずっとチクチクと痛い。これが治るのにはどのくらいかかるのか、早くどうにかしなければと焦あせる遥紀は、数日後の昼過ぎ、思いがけない話を耳にした。

「えーっ、それ本当っ？」

「課長と部長が話してたらしいって。まだこっちに来たばかりなのに何でだろ～」

　来客にコーヒーのお代わりを淹いれてもらおうと給湯室を覗き込んだ遥紀は、固まって話す三人の女子社員ににっこり笑いかけた。

「どうしたの？」

　彼女たちは突とつ然ぜんの侵しん入にゆう者にぴったり会話を止めたが、それが遥紀だと気づくと我先にと寄ってくる。その中にいた松宮が眉み間けんに皺しわを寄せて尋たずねてきた。

「中村さんっ、チャールズが帰国するって本当ですかっ？」

「……え？」

「何か、向こうでチャールズの手て掛がけた仕事に問題が起きて呼びもどされるって。それ、本当なんですか？」

「俺……知らない」

　今朝会った時も、チャールズはまったくそんな話をしなかった。まだ本人の耳に届いていなかっただけかもしれないが、松宮が言うには金曜日の時点で女子社員の間では噂うわさになっていたらしい。

「仲が良いい中村さんが知らないってことは違ちがうのかなぁ」

「上だけで決めたのかもよ」

　遥紀が事情を知らないとわかると、三人はまた勝手に予想を込めて話しだす。それが耳に届いているはずなのに、遥紀はたった今知ったばかりの噂に動どう揺ようしていた。

（あいつが……帰る？）

　出向してきた人間がいずれ戻ることは理解していたが、それがこんなに早いなんて思いもしなかった。

（俺は……俺……）

　こんなに不安な気持ちのまま、チャールズを見送らなければならないのだろうか。まさか、その問題を解決するために、水戸が同行するなんてことはないのか。

（馬ば鹿かなっ）

　頭の中を過よぎった考えを直すぐさま否定したが、それが絶対にあり得ない話ではないと思うと余計に気持ちが揺ゆれる。

（コウ……）

　このまま別れていいのか。

　遥紀の中では既すでにチャールズの帰国は決定事じ項こうになっていて、それに対しての自分の思いを見つめる事態になっている。

　いや、もう諦あきらめて二人を見送る自分の姿まで見えるようだった。

　あんなふうに懐なつかれて、あんなふうに際きわどい触ふれ合いまでして、物理的に離れるからと言って「じゃあさよなら」なんてあっさり言えるだろうか。力強い腕うでも、熱い眼まな差ざしも、この先自分以外の人間に向けられるなんて───悔しい。

（俺、あいつを……）

「中村？」

　改めて突きつめて自分の気持ちを考えて息をのんだ時、頼たのんだコーヒーがあまりに遅おそくて催さい促そくに来たらしい塚原に肩かたを叩たたかれた。

「！」

「何してるんだ、こんな所で？」

「部長……」

　振ふり向いた遥紀を見て、塚原は眉まゆを顰ひそめる。

「何かあったのか？」

「い、いえ……」

　その瞬しゆん間かん、チャールズの帰国のことを尋ねてみたいと思ってしまった。塚原なら詳くわしい、正確な事情を知っているはずだ。だが、直ぐにその考えを打ち消して曖あい昧まいに笑う。もしもそれが事実だとして、自分がどうしたいのかまったくわからないからだ。

「失礼します」

「おい」

「あっ、部長っ？」

　そこでようやく中の三人が塚原に気づいて騒さわいでいる。それを背中で聞きながら、遥紀はとにかく給湯室から離れるために歩いた。

（コウが帰国する……あいつが、俺の前からいなくなる……）

　どうしたらいいのだろう。頭の中が混乱して冷静に考えられなくなり、いつしか感情が不安からだんだんと怒いかりに変化していった。

　あれだけ遥紀に纏まとわりついているのに、どうしてチャールズは何も言ってくれなかったのか。自分の存在は、態ていの良いオモチャとでも思っているのかと、思考はどんどん暴走していった。

「あ」

　そして、自分が何のために給湯室に向かったのかを思い出し、結局何もできなくて逃にげ出してしまったことに溜ため息が出る。

「……くそっ」

　それもこれも、全部チャールズのせいだ。それが自分勝手な理り屈くつだとわかっていたが、遥紀はこの感情をあの男にぶつけずにはいられなかった。










「ハルキ殿が誘さそってくださるとは、拙せつ者しや、退社時間前からずっとうずうずしていたでござるよ」

　上じよう機き嫌げんでデッキブラシを動かすチャールズを、遥紀は風呂ふろの縁ふちに腰こしかけたままじっと見み据すえていた。

「後で、湯船の湯を抜ぬく前に入ってもいいでござるか？」

「……」

「ハルキ殿？」

　何を言っても返事をしない遥紀に気づいたチャールズが、ようやく手を止めてこちらを見た。

　ネクタイを外し、ワイシャツの袖そでを捲まくりあげ、ズボンは脱ぬいでしまってボクサータイプの下着姿。冷静に見れば間ま抜ぬけな姿だが、チャールズだからそれでも変にさまになっているのが悔しい。

「どうかしたでござるか？」

　退社時間前、遥紀はチャールズにメールを送った。今夜、自分の家に来るかという誘い文句だった。銭湯大好きなチャールズは即そく座ざに了りよう承しようの返信をしてきて、残業の後そのまま二人で帰宅したのだ。

　美形のチャールズを母は大だい歓かん迎げいし、チャールズは母の作ったごく普ふ通つうの家庭料理を平らげて、外国人らしく大げさに褒ほめて母の機嫌も良くさせた。まったく、無意識にタラしてどうするつもりだ。

「おー、チャー坊ぼうか」

　数回顔を合わせ、ウキウキと掃そう除じを手伝ったチャールズを気に入っていた父も一も二もなく歓迎して、遥紀と共に銭湯の後始末を任せてくれる。遥紀としては、落ち着いてチャールズと話したかっただけで、ちゃっかり後片付けをすべて押しつけてきた父を恨うらめしく思った。

「……あのさあ」

　ようやく話を切り出そうとしたものの、遥紀は視線を合わせるのが怖こわくて俯うつむく。

（……あ）

　すると、しばらくして近づいてきたチャールズの足が視界に入った。同じ男だというのに、一回りも大きさが違うのに今初めて気づいた。

「ハルキ殿どの？」

「……お前……」

　アメリカに、帰るのか？

　たった一言聞けば済む話だというのに、なかなか言い出せない自分がいる。情けなくなった遥紀が舌を打った時、

「うわっ」

　突とつ然ぜん、ぬっとチャールズの顔が眼前に飛び込んできた。

　仰のけ反るように身を起こした拍ひよう子しに、バランスが崩くずれて風呂の中に落ちそうになったところを、伸のびてきたチャールズの手がしっかりと腕を摑つかんで止めてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶでござるかっ？」

　タイルに膝ひざをつき、顔を覗のぞき込んできたチャールズ。そんな恰かつ好こうはまるで大型犬がお座りをしているようで、変な話こんなデカイ男がとても可愛かわいく見えてしまう。

（……可愛いと、思っちまうんだよ）

「ハルキ殿？」

　どんな時もチャールズは真っ直ぐに遥紀と向かい合ってきた。少々その思考はズレていたが、確かな好意は感じている。

「……くそっ」

　遥紀はチャールズの後頭部を鷲わし摑づかみにすると、嚙かみつくようにキスをした。驚おどろいて見開かれる青い目を見た後、目を閉じて唇くちびるに舌を這はわす。

（やっぱり、嫌いやじゃない）

　今、自分は酔よっていない。それでも、チャールズとこうしてキスができる。

「へぁっ？」

　唐とう突とつに、身体からだを抱だきあげられた。その勢いとは裏腹の丁てい寧ねいな手つきでタイルの上に寝ねかされたかと思うと、間を置くことなくチャールズが唇を重ねてきた。

「んぅっ」

　チャールズはそれこそ犬のように遥紀の唇を舐なめ、頰ほおや耳もとにも唇を寄せてくる。チャールズと大差ない恰好でいた遥紀のシャツの裾すそから入り込んできた大きな手は胸を撫なでるように動き、くすぐったさと背筋を走るむずがゆさに身を捩よじった。

「可愛いでござる」

「ば、かっ」

「本当でござるよ」

　唇が触れあうほどの距きよ離りでそう言ったチャールズは目を細めて笑う。その顔は妙みように艶つやっぽい男の顔で、遥紀は無む性しように恥はずかしくなってしまった。

　自分からキスをしかけたし、こちらが主導権を握にぎっているのならいいのだが、反対に迫せまられてしまうとどう受けていいのかわからない。

「コ、コウ」

　それこそ、シャツのボタンを引きちぎらんばかりに引っ張るチャールズを落ち着かせようと背中を容よう赦しやなく叩たたいたが、興奮してしまっているのかそれくらいでは止まってくれなかった。

　ブチッという鈍にぶい音と共にはじけ飛ぶボタンに呆然と視線を向けている間に、もう片方の手で下着をずらされていた。慌あわてて下を向けば、ずれた下着から勃たち上がったペニスがぷるんと飛び出したのが見えて頭の中が沸ふつ騰とうする。

「おいっ」

　まだ話の途中だと拒きよ絶ぜつしようとしたが、下着を膝で押さえたチャールズは遥紀の腰を摑んで軽々と身体を持ち上げてしまった。

「！」

　一気に下着は脱げて、かろうじて腕うでに掛かかっているシャツでは下か肢しは隠かくれない。チャールズの前にみっともない恰好を晒さらしてしまった遥紀は、今出せる一番強い力で目の前の男の頭を張りたおした。

「……痛いでござるよ」

　チャールズは恨めしげな視線を向けてくるが、ようやくその顔が見慣れたものに戻もどったことに遥紀は無性に安あん堵どした。

「お前っ、ガッつき過ぎなんだよっ」

「ハルキ殿から接せつ吻ぷんされて舞まい上がって……申し訳ないでござる」

「……」

「ハルキ殿、拙者を嫌きらいになったでござるか？」

「……」

「ハルキ殿ぉ」

「……バカッ、お前が無茶なことは十分知ってるってーのっ。俺は別にっ、嫌いじゃないって！」

　暴走したことには怒っているが、それでも嫌いだと噓うそをつくことはできなかった。

　焦あせって、動どう揺ようして、どうしてもこんな反応しかできないが、それでもチャールズを嫌いになれるはずがない。こんなふうに押し倒たおされて、女みたいな扱あつかいをされるのは嫌だが、触ふれられること自体には嫌けん悪おを抱いていないのだ。

　遥紀の言葉にチャールズは嬉うれしそうに青い瞳ひとみを細め、再び唇を重ねてくる。胡坐あぐらをかくチャールズの膝の上に座らされる体勢のまま、意味深に背中から下りた手に尻しりを揉もまれてしまい、遥紀はチャールズの肩かたにしがみ付いた手に力をこめた。

「お、いっ」

　キスは、気持ちが良いい。

　お互たがいのペニスを愛あい撫ぶするのも、男にとって快感なのだから認めるしかない。

　だが、尻へ愛撫の手を伸ばされると、未知の感覚に恐きよう怖ふ心が生まれてしまうのだ。

「可愛いでござるな」

　それなのに、チャールズはそんな馬ば鹿かなことを囁ささやきながらキスをし、遥紀が濃のう厚こうなそれに意識を向けている間に尻の狭はざ間まに指を滑すべらせてきた。

「！」

（けっ、ケツだって！）

　文句を言おうとして開いた口から、飲み込めない唾だ液えきが滴したたり落ちてしまい、チャールズの下着に小さな染しみを作る。それが刺し激げきになったのかどうか、見るからに盛り上がっていたチャールズの下着から太いペニスが顔を出した。

（すげ……っ）

　何度見ても立派すぎるそれ。遥紀の視線を感じてか淫いん猥わいに先せん端たんから蜜みつを零こぼして下着を濡ぬらしているが、チャールズは一向に気にする様子もなく、さらに大だい胆たんになっていく指の動きに、遥紀の意識は尻の狭間を撫でるものに向けられていた。

　遥紀も、初心うぶではない。セックスは経験しているし、知識として男同士のそれも知っている。その際に使うのが尻の穴だとなまじ知っているだけに、チャールズがなぜここに触れるのか、理由を考えて眩暈めまいがしそうになった。

「い……っ」

　不意に、中に何かが押し入ってこようとした。引き攣つるような痛みに思わず声を上げると、慌てたように引かれる。

「大丈夫でござるか？」

　心配そうに尋たずねてくるチャールズの顔を見ているうちに何だか腹立たしくなってしまい、遥紀はガブッと肩に嚙みついてやった。

（何、ナチュラルに乗っかるつもりでいるんだよっ）

　幾いくら体格的にはチャールズの方が上回っているとしても、歳としは遥紀の方が上だ。いや、それだけではない。遥紀だって男なのだ。当然、抱かれる側ではなく、抱く側でありたいと思う。

　そこまで考えて、遥紀は意外にも自分がチャールズとセックスすること自体は嫌がっていないことに気づいてうろたえた。酔っている時ならまだしも、普ふ通つうならば男同士でセックスはもちろん、キスだってしたいと思うはずがないのに───。

（俺、俺っ、どうしたっていうんだっ？）

　単に快感に流されているだけなのか、それとももっと別の意味があるのか。

　今ちゃんと考えなくてはいけないはずなのに、尻を探さぐるチャールズの指にどうしても意識が散さん漫まんになる。

　遥紀が自分の気持ちに動揺している間に、視線の先でチャールズが手を伸ばし、備え付けのシャンプーボトルを引き寄せるのが見えた。片手で器用にシャンプー液を手のひらに出し、その手は遥紀の背中に回って、

「！」

　冷たい感かん触しよくが尻に当たるのに身体が震ふるえた。

「え、あ、ちょっ」

　今、チャールズの手にはシャンプー液が付いているはずだ。それを尻の狭間に塗ぬり拡ひろげるように指が動かされ、ムズムズとした感触の後に再び尻の穴に何かが入り込んできた。

「うぁっ」

　強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんがあり、反射的にそれを締しめつけるが、不思議なことに先ほどは感じた痛みがない。それが、チャールズがシャンプー液を使ったせいだということが直すぐには思いつかなかった。

「痛むでござるか？」

「い……て……よっ」

「……まことに？」

「な……に？」

「拙せつ者しやの指を心ここ地ち良く締めつけているでござるよ？　痛みは……ないでござるな？」

「ば……っ」

　馬鹿と言おうとすると、その拍ひよう子しに中のものを締めつけてしまう。チャールズの言葉から、いや、その前から薄うす々うすはわかっていたその正体……男の指の形までリアルに身体で感じてしまい、遥紀は一気に熱が上がった気がした。

「ハルキ殿どのの中は熱いでござる」

　うっとりと呟つぶやきながら、チャールズの指は遥紀の中を確かく認にんするように動いている。自分の喘あえぎ声と、グチュグチュという淫みだらな音と、時折溜ため息のように漏もれるチャールズの声に、耳を塞ふさぎたくても身体からだがずり落ちそうで、しっかりと男の広い背中にしがみ付いているしかない。

「んぅっ」　>>>♥

　感じるのは尻だけではない。抱だっこされる体勢のせいか、勃ち上がった自分のペニスとチャールズのそれが互いに愛撫し合うように擦こすれ合い、それがよけいに刺激となって腰こしから下がとけていきそうになった。

　シャンプー液は中でかき混ぜられ、チャールズの指を伝って泡あわ状に零れていっている。その感触はまるで漏らしたようで、恥はずかしくてたまらない。

「あっ、あうっ」

　手で擦っていないのに、どんどんと熱が下肢に集中していく。尻に指を咥くわえこんだまま、情けなくイッてしまいそうだ。

「……ハルキ……ッ」

　不意打ちで名前を呼び捨てにされた瞬しゆん間かん、遥紀はたまらず射精してしまった。それがチャールズの盛り上がった下着に掛かったと同時に、チャールズも射精したようだ。下着から出るほどに育ったものから放たれた熱く粘ねばついた液が遥紀の腹やペニスを伝い落ちていく感覚に腰が震え、今イッたばかりだというのにまた勃たち上がる。

「う……そ」

「拙者も……」

　チャールズはそう言って遥紀をタイルの上に仰あお向むけに下ろすと、もどかしげに己おのれの下着を剝はぎ取った。そして、力が入らない遥紀の片足を肩に担かつぎあげ、まだ尻の穴に入ったままの指をズボズボと動かし始める。

「コ、コウッ」

　断続的に与あたえられる下か肢しへの刺激と、淫らに揺ゆれる腰のせいで互いに擦れ合うペニスの感触に直ぐに頭の中が真っ白になった。

「あっ、やぁっ、はぅっ」

（お、俺っ、こいつの、ことっ）

　経験したことがない刺激に、理性が崩ほう壊かいしたせいではない。

　今だから、裸はだかの自分の気持ちが見える。自分は───信じられないが自分は、この男が好きなのだ。










「ハルキッ」

　感極きわまった、こちらも背筋が震えるほどに艶つやっぽいチャールズの声。

　その声が耳にこびりついたまま、遥紀は翌日会社に向かった。

　幾いく度どか射精した腰は軽く、挿そう入にゆうされたわけではないので尻しりも痛くない。それでも、ようやく向き合った己の気持ちに対する困こん惑わくと不安で遥紀のテンションは低かった。

　チャールズはあの後、遥紀の身体を綺き麗れいに洗ってくれ、銭湯の後始末をすべて一人でしてくれた。それからわざわざ遥紀を抱だきあげて部屋まで連れて行き、ベッドに寝ねかせてくれたのだ。

　途と中ちゆうで会った母はその恰かつ好こうに驚おどろいたようだが、チャールズは捻ねん挫ざしたようだからと言い訳を考えてくれ、それはあっさり納なつ得とくされた。自分よりもチャールズを信用しているかのような両親には複雑だが、追つい及きゆうされなかったことには安あん堵どした。

　打ち消しようもなく育ってしまった自分の気持ちを知ったからといって、この先どうしたらいいのだろうか。チャールズが国に帰ってしまったら、追いかけていくなんてとてもできない。

　チャールズが好意を向けてくれているのはさすがにわかるが、それが自分と同じ種類のものかは自信がなかった。

　いや、むしろこの気持ちに気づかれ、引かれてしまったらと思うと怖こわくて、遥紀は昨夜ゆうべから何度ついたかもわからない溜め息を零してエレベーターに乗り込んだ。

（……そういえばあいつ、何も言わなかったな）

　正確には、部屋を出る時に一言だけ言った。


「Good night.Sweet dreams」



　そのせいか、その夜見たのがチャールズの夢だったというのは、まったく笑えなかったが。

　エレベーターが着いて一歩足を踏ふみ出した時、

「遥紀君」

「……っ」

　名前を呼ばれた途と端たん足が止まった。

「おはよ」

「……おはようございます」

「どないしたん？　元気ないようやけど」

「そんなこと、ないです」

　チャールズも含ふくめて三人で飲みに行って以降、水戸はますます遥紀に絡からむようになった。それはしつこいというわけではなかったが、あのキスシーンを見てしまった遥紀はどうしても素す直なおに向き合えない。

「また飲みに行かへん？」

「俺は、その」

　どうやったら上手うまく断れるのかと考えていると、そこに救いの神のように塚原がやってきた。塚原は遥紀と水戸を交こう互ごに見た後、

「珍めずらしい組み合わせだな」

　と言って笑う。

「仲が良いいんですよ、僕ら」

　水戸はそう言うが、遥紀は強こわ張ばった顔で引き攣つり笑いをするしかない。

「水戸、今日は午後から会議が入ったぞ」

「はい。僕らだけですか？」

「チャールズもだ」

「そうですか」

「！」

（それって、まさか……っ）

　会議というのは、帰国するチャールズと、それに付いていくことになる水戸との打ち合わせではないかと思ってしまった遥紀は、縋すがるように塚原を見てしまった。

　塚原は直ぐに遥紀の視線に気づいたようだが、何も言わずに軽く手をあげてその場から立ち去って行った。どうしようもなく揺れる気持ちを抱いたまま残された遥紀に、水戸がにこやかに言う。

「部長、カッコええよね。チャールズも遥紀君もそうやし、ここレベル高いわ」

「そ、そうですか」

「ほなら、またな」

　水戸はエレベーターのボタンを押している。遥紀は足早にその場を立ち去ったが、営業部に入る前にメールの着信音が鳴った。

　仕事相手はパソコンのメールがほとんどで、携けい帯たい電話にはプライベートな相手からしか来ない。もしかしたらチャールズからではないか。にわかに高まる胸の鼓こ動どうを抑おさえるように携帯を取り出した遥紀は、意外な人物からのメールに思わず目を瞠みはった。

「部長？」

　メールは塚原からだった。

　文面は短く、『今夜飲もう』ということしか書かれていない。

　もしかしたら、様子がおかしかった遥紀のことを心配してくれたのかもしれない。だが、それならばわざわざメールではなく、先ほど会った時に言ってくれたらいいだけだ。

「……あ」

（部長……気づいて？）

　水戸を気にしていることがわかって、彼にわからないようにこうして誘さそってくれたのだ。

　洞どう察さつ力が鋭するどく、敏さとい塚原ならそうしてもおかしくない。

　実際、塚原にすべてを話せるかと言われたらわからない。ただ、胸の中の重苦しい思いをこのまま一人で抱かかえ込むのもきつい。

　遥紀は直すぐに承しよう諾だくの返事を送る。

　それを送信したら幾いく分ぶん気持ちが軽くなって、遥紀は営業部の中に入った。

　既すでに出勤した者たちは仕事を始めていて、遥紀も直ぐに自身のデスクに向かう。ふと、視線を流すと、向こうにチャールズの姿を見つけた。

（……カッコいいな、くそっ）

　電話を片手に、英語で何か話しているのが微かすかに聞こえる。流りゆう暢ちようなそれは耳に心ここ地ち良く、真しん剣けんな眼まな差ざしは見み惚とれるほどだ。

　水戸が来てからチャールズの時代劇言葉は少し逆走して元に戻もどったが、それでも仕事中は随ずい分ぶんまともに……と言うと叱しかられそうだが……話すようになっていた。

「……さてと」

　仕事はちゃんとしなければならない。

　残業にならないように、遥紀は昼食を取るのも忘れて仕事をした。幸い、今日は取引先からの電話も少なく、終業時間を三十分ほど過ぎたころに帰れるようになった。

　遥紀が立ちあがったのを見計らったように塚原が近づいてきて、

「行くぞ」

　そう声を掛かけてくれた。

　そのまま塚原に付いて行ったのは居酒屋だ。

「どんどん食べろよ」

「あ、はぁ」

「飲むのは、この後だ」

　飲まなければ話もできないと思ったが、塚原は先まず腹ごしらえだとどんどん食べさせる。すると、昼食も食べなかった空腹感を急激に覚え、遥紀は普ふ通つうに食事を始めてしまった。

　食事中に話したのは仕事のことだったが、不自然と思えるほどにチャールズや水戸の名前は出てこなかった。

　払はらいも塚原で、申し訳なく思っていた遥紀は引きずられるようにして店を出る。塚原が次に連れて行ってくれたのは一いつ軒けんの静かなバーだった。

「何飲む？」

「えっと、水割りで」

「じゃあ、二つ」

　常連らしく注文した塚原はカウンターのスツールに座る。遥紀もその隣となりに腰こしを下ろし、出された水割りを舐なめるように飲んだ。

「……っ」

「濃こかったですか？」

　少し噎むせた遥紀にバーテンダーが声を掛けてくる。飲み慣れていないが、これはこういう味なんだろう。遥紀は大だい丈じよう夫ぶですと答えてグラスを握にぎった。

「……」

「……」

「ここでの話はオフレコにするぞ」

　誘うように切り出した塚原の横顔を、遥紀は思わずじっと見つめる。

　次の瞬しゆん間かん、

「……俺、好きな奴やつがいるんです」

　───そう、切り出していた。

「告白したのか？」

「……いいえ」

「お前なら、イケイケって感じだけどな」

　からかうように言ったのは、多分遥紀の気持ちを和なごませるためだろう。その気づかいを嬉うれしく思いながら、遥紀は己おのれの気持ちを吐と露ろした。

「普通の相手じゃ、ないし」

「……人妻か？」

「……いいえ」

「未成年？」

「……違ちがいます」

　塚原は考え、声を落とす。

「チャールズ、か？」

　その名前が出た途端、情けなくも視線が揺ゆれてしまった。

（部長……気づいてた？）

　自分でも、最近ようやくわかったばかりのチャールズへの想おもい。もちろんそれを表に出したつもりはなかったが、敏い塚原には勘かん付づかれるほど態度に出ていたのかもしれない。

　答えられないでいると、塚原はぽんっと軽く肩かたを叩たたいてくる。

「あいつが懐いているのはわかっていたが、まさかお前が落ちるとはなあ。絆ほだされたか？」

　まるで自分の気持ちの変化を指摘されたようで、遥紀は少しだけ笑った。

「さぁ……どうなんでしょうね」

　呆あきれられたのではないということに安あん堵どしたものの、その後どう言えばいいのかと迷った。まさか、水戸に焼きもちをやいて落ち込んでいたということまでは言えるはずがない。

「だが、それなら何を悩んでいるんだ？　あいつは疑いようもなくお前のことを好きだろう？」

「でも……」

「会社のことを気にしているなら大丈夫だ。外資は私生活、特に恋れん愛あい問題には口出ししてこないぞ。今時、ゲイだからといって特別扱あつかいする方が大問題だ」

　遥紀の悩みの核心を知っているわけではないだろうに、塚原は遥紀が漠然と抱いていた懸け念ねんを次々に払ふつ拭しよくしてくれる。

　最後には、

「お前にはずっと力を貸してもらいたいしな。絶対に手放さんぞ」

　そうからかうように言われてしまい、遥紀は嬉しいのにポロリと涙を零こぼしてしまった。

「おい、中村？」

　珍めずらしく慌あわてたように自分の名前を呼ぶ塚原が面白い。しかし、笑おうにも一度緩ゆるんでしまった涙るい腺せんはどうにも止まらなかった。

　心細くてたまらない中、塚原の遥紀のことを思ってくれる気持ちが心にしみる。

「俺……別にゲイじゃないですけど」

　チャールズだけが特別だということは、どうやら塚原にも伝わったらしい。

「そうか」

「でも、部長のことも、好きです」

　もちろん恋愛感情などではないが、塚原が上司で良かったと心から思っている。

　塚原もそんな遥紀の頭を撫なでながら言った。

「可愛いな、お前は。チャールズにはもったいない」

　その時、バーの入り口のドアが開く音がした。

「あっ」

　続いて耳に届いたのは聞き覚えのある声だ。遥紀は振ふり向いた。

「ハルキ殿どの……え、なぜに部長と？」

　遥紀と塚原が一いつ緒しよにいることを不思議に思っている様子のチャールズの声。だが、遥紀はそれに答えることができなかった。入り口に立っているチャールズの側そばに水戸が立っていたからだ。

　昨夜ゆうべ、自分にあんなことをしたくせに、どうして他ほかの人間と一緒にいられるのだろうか。

　なんだか腹が立ってチャールズを睨にらむと、

「ハ、ハルキ殿っ？」

　焦あせったような声と共に、駆かけよってきたチャールズの指が目元に触ふれた。
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「いったい何があったのでござるかっ？　どこか痛みがっ？」

「……っ」

　お前が原因だと言ってやりたいが、今口を開けば情けない涙声になりそうだ。

「……まさか、部長が無体なことをっ？」

　なかなか話さない遥紀に、チャールズの思考は暴走してしまったらしい。泣いた原因を塚原かと疑い、厳しい声で問いかける。違うと言った声は、小さすぎて聞こえなかったようだ。

「部長っ」

「俺は無実だ」

　この中でただ一人無関係な塚原は、遥紀を見ながら落ち着いた声で言った。

「す……っ」

（す、すみませんっ、部長っ）

　遥紀は手の甲こうで涙を拭ぬぐう。人前でこんなふうに泣くなんて何年振ぶりだろうか。少しずつだが落ち着いてきたもののその恥はずかしさに耳まで熱くなり、顔も上げられなくなった。

「少し落ち着いたら、チャールズ」

　どう考えても修しゆ羅ら場ばのはずなのに、一人のんびりと口をはさんできた水戸は意外にも強い力でチャールズを押し退のける。

　同時に細い指が伸びてきたかと思うと、それが遥紀の顎あごをくいっと持ち上げた。

（な、なっ？）

　水戸はなぜかうっとりとした眼まな差ざしで遥紀を見ている。なんだかその瞳ひとみに欲よく情じようが見えて……怖こわい。

「可愛かわいいなぁ」

「え……え……？」

「やっぱり、遥紀君が一番美味おいしそうやわ」

　自分の何が美味うまそうなのか、考えがまったくついていかない。

　その間にも、水戸は今度は両手で遥紀の頰ほおを包むと、少し背せ伸のびをしながら顔を近づけた。

「ごつい部長やチャールズよりも、少年っぽさを残しとるし。何より、この泣き顔がええわ。なあ、遥紀君、僕と付き合わへん？　よ～く可愛がってあげるし？」

「！」

　水戸の可愛らしい顔が眼前に迫せまり、赤い唇くちびるが今にも自分のそれに重なりそうになる。

　いくら女顔の水戸だとしても、好きでもない男相手にキスなんてできるはずがない。だが、あまりにも突とつ然ぜんのことに逃にげることもできずにいると、いきなり腕うでを引かれて大きな胸の中に抱きこまれてしまった。


「Do not touch him!」



「……コ……ウ」

「ハルキ殿は拙せつ者しやのものでござる！」

　チャールズは改めてそう言うと、呆あつ気けに取られてこちらを見ている塚原を振り返る。

「失礼するでござるっ」

「おいっ」

　引き留める塚原の声が聞こえ、すれ違いざま楽しげに笑う水戸の顔が見えたが、チャールズに腕を引かれたまま止まることもできずに遥紀は歩いた。

「コ、コウ」

　さすがにあのまま立ち去るのは不味まずいと思ったが、チャールズは足を止めない。

　繁はん華か街がいでは険しい表情をして男を引っ張るチャールズの姿は目立ち、通りすがる者たちが何人も振り返るのがわかった。酒のせいだと言い訳したいが、真しん剣けんなチャールズの横顔を見ると誤ご魔ま化かすという行こう為い自体できない。

　しばらく歩き続けるとチャールズも頭が冷えたのか、やがて立ち止まって遥紀を振り返る。だが、摑つかんだ腕はそのままだ。

「ハルキ殿」

「……なん、だよっ」

「部長が好きなのでござるか？」

「ばっ、馬ば鹿かか！」

　どこでそんな考えになるのだろうか。こちらはチャールズに対する想いを持て余しているのにと理り不ふ尽じんな気持ちになり、チャールズの手を振りほどこうと大きく腕を揺ゆさぶる。しかし、チャールズはますます握にぎる手に力を込めてきた。

「答えてくだされ」

「……っ」

（こ、こんな場所でか？）

　繁華街の、それも人通りが途と切ぎれないこの場所で、男同士の恋れん愛あいなどという込み入った話をするなんて信じられない。

　遥紀は辺りを見回し、せめて路地に行けばと考えたが、どうやらチャールズは今直すぐ返事を聞かなければ死んでしまうとでも思っているのか、意地でもそこから動かないと足を踏ふん張っている。

（……ったく）

　結局、折れたのは遥紀だった。

「……部長のことは、尊敬してる」

「では、拙者のことは？」

「あのなあっ」

「拙者のことは、どう思っているのでござるか？」

　いつの間にかチャールズは両手で遥紀の手を摑み、間近から見下ろしてきた。見つめ合う形になった自分たちを見る周りの視線が肌はだを突つき刺さす。スーツ姿の男が二人、それも片方が見るからに外国人の自分たちにあからさまに興味津々のようだ。

　遥紀は唇を嚙かみしめる。こんなシチュエーションで自分の気持ちを告白するなんて考えもしなかったが、今でないと自分もこの思いを口にできないような気もした。

　冷静に考えたら絶対そんなことはないはずだが、今の遥紀にはまともな状じよう況きよう判断ができなかった。

「……嫌きらいなわけないだろっ」

「それは、どういうことでござるか？」

「だからっ……頭いいんだろっ、お前っ。ちょっとは考えろよっ。大体、お前だって俺のことどう思ってるんだよっ。ただの、エロいことできる都合の良いい存在だって思ってるんじゃないだろうなっ」

　一気に言ってしまってから、遥紀は言い過ぎたと焦あせって口を閉とざした。

　嫌いじゃない＝好きだと直ぐに悟さとってくれたらここまで言わなくても良かったのに、変に鈍にぶいせいか言わなくてもいいことまで言ってしまった。

　チャールズは遥紀の告白に驚いたような顔をしたが直ぐに激しく首を横に振ふる。街灯に照らされた金きん髪ぱつが、その拍ひよう子しにキラキラと輝かがやいた。

「拙者は、ハルキ殿どのを好いているでござる！　初めて会ったあの日親切に対応してくださったハルキ殿と、会社で再会したのも運命だと思ったでござるよ！」

「ちょっ、声が大きいって」

　遥紀は周りを気にするが、チャールズの目にはどうやら遥紀だけしか見えないらしい。

「拙者、ハルキ殿と閨ねやを共にしたいほど好いているでござる！」

「！」

　周りがざわっと好こう奇きと驚きに騒さわいだ瞬しゆん間かん、遥紀はチャールズの腕を摑んで足早にその場を立ち去っていた。

　耳が、いや、身体が全部熱い。それは恥ずかしさのせいもあるが、それ以上に嬉うれしい気持ちからだった。あんな場所で言い合いする内容ではないが、それでも何の躊躇ためらいもなく自分への好意を口にしてくれたチャールズの気持ちに、叫さけび出したいほどの歓かん喜きが胸の中に渦うず巻まいている。

　二度と会わない他人の視線を気にする時間がもったいない。

「コウ」

「どうしたでござるか？」

「……俺と、閨を共にしたいって言ったな」

「言ったでござる」

　きっぱりと返る言葉に、口元がにやついた。

「噓うそじゃ、ないよな？」

「偽いつわりではないでござる！」

　強い言葉に遥紀は立ち止まった。そして、真っ赤になった顔をチャールズに見られないように背そむけながら一気に言う。

「……ここに、入るかっ？」

　そこは、繁華街から少し外れたホテル街。男と女が愛を交かわす場所だ。

　お互たがいの気持ちを知って、そのまま別れて帰るという選せん択たく肢しは頭の中になかった。

　チャールズは遥紀の顔を見、続いて目の前の派手なイルミネーションの建物を見て、即そく座ざに握り合った手に力を込めてくる。

「御ぎよ意い！」

「……っ」

　ここまできても時代劇言葉を口にするチャールズに、遥紀は思わずぷっと吹ふき出してしまった。










　男同士で入れるかどうか、入り口をくぐってからその恐おそれに思い当たったが、手続きはすべて機械で行うタイプのホテルだったらしく、人に見られるという心配はなかった。

　どんな部屋にしようとか考える余よ裕ゆうはなく、それでもこういうところに入るのが初めてらしいチャールズに年上ぶりたくて、遥紀は目についたスタンダードな部屋を選ぶと足早にチャールズの手を引っ張って行った。

「ここは、連れ込み宿でござるか？」

「まあ、な」

　部屋に入り、ようやく二人きりになって落ち着いた遥紀は、男の手を引いてラブホテルに入るなんて予想外の自分の行動に、今さらながら恥はずかしくなった。

　チャールズは呆あきれているのではないか……そんなことが心配になって振り向こうとした遥紀は、

「！」

　伸のびてきた手に抱だき締しめられたと同時に、熱ねつ烈れつなキスをされる。何度も角度を変え、舐なめられて、唇くちびるを薄うすく開けると強ごう引いんに舌が入り込んできた。

「んぅっ」

　絡からんできた舌を必死で吸うが、それは焦じらすように蠢うごめく。口こう腔こう内の唾だ液えきをすべてすすられ、さらには相手のものが注がれて、飲み込む時に鳴る喉のどの音にカッと血が沸ふつ騰とうしそうになった。

　その間にもチャールズの手は腰こしから尻しりに下り、ズボンの上から狭はざ間まを何度も撫なでてくる。直接触ふれられたわけでもないのにたちまち下か肢しに熱が集中して、遥紀は足に力が入らなくなってしまった。

「あっ」

　キスが解かれた瞬間にあがった信じられないほど甘い自分の声に動どう揺ようする間もなく、チャールズに軽々と身体を抱だきあげられてベッドへと運ばれる。そっと下ろされ、ギシリと音を立てながら乗り上げてきたチャールズの顔を見上げた遥紀は、ふとこんなふうにまともにベッドで抱きあうのは初めてだということに気がついた。

　銭湯の中で、料りよう亭ていの布ふ団とんの上で。思えば本当に変な縁えんだった。

「ハルキ殿」

「……コウ」

　だが、それがあったからこそ、遥紀は自分の中のチャールズへの想おもいに気づくことができた。いや、身体から流された関係かもしれないが、こんなにも真しん剣けんに、胸が苦しいほど人を好きになれたことを後こう悔かいはしない。

　もうとっくに、全部チャールズのものになっていると思っていたくらいだ。

「可愛かわいいでござるな」

「……馬ば鹿か」

　真面目まじめに言われて怒おこってみせても、こちらが戸と惑まどうほど嬉しげに笑うチャールズには効かないらしい。そのまま頰ほおや額にキスされながらネクタイを解かれ、器用にスーツを脱ぬがされそうになったが。

「……」

「……自分で脱ぐ」

　寝ねたままの体勢ではなかなかスーツを脱がすことはできなかったらしく、困ったように眉まゆを下げたチャールズを見た遥紀は身体を起こした。上着を脱ぎ、ベルトを外し、ズボンを脱ぐ時は少し、躊躇ってしまった。

　セックスするために服を脱ぐのは当然だし、何度も裸はだかを見られたというのに、想いが通じたとわかると羞しゆう恥ちはさらに増していた。

　だが、遥紀がグズグズしている間にさっさと全ぜん裸らになっていたチャールズは、もう待てないとでもいうように下着ごと遥紀のズボンを引きずり下ろす。その瞬間、とっくに勃たち上がっていたペニスがふるっと飛び出したのが見え、遥紀はとっさに両手で隠かくした。

「どうして隠すのでござるか？」

「だ、だって、恥ずかしいだろっ」

「拙せつ者しやは、もっと見たいでござるよ」

　そう言いながら、チャールズは遥紀の喉のど元もとから胸へと手を滑すべらす。

「ハルキ殿はとても綺き麗れいでござる」

「……っ」

　恥ずかしくてたまらない。

　綺麗なのは均整のとれた身体からだのチャールズの方で、こうして向かい合っているだけでも自分が貧相に思えた。

（……相変わらず、デカイ）

　見下ろしたそこでは自分の勃ち上がっているペニスと、チャールズのそれが今にも触れあいそうだ。何度も見たチャールズのものは相変わらず大きく、長く、これを自分の身体の中に受け入れるなんて普通では考えられない。

　チャールズのものは先走りの液を淫いん猥わいに垂らしながら、早く早くと遥紀のものを突ついてくる。触れる熱さに一いつ瞬しゆん腰が引けたのがわかったのか、チャールズは唐とう突とつに手を摑つかんでバスルームへと連れ込んだ。

「お、おいっ」

　こういう場所では二人で入ることが前提で、風呂ふろの中は男二人でも余裕があるほど広い。チャールズは文句を言う遥紀を壁かべに押し当てるようにしながら、いきなりシャワーの蛇じや口ぐちをひねった。

「……つめたっ」

　降り注いだ瞬間は冷たかったが、直すぐにそれは温かい湯に変わる。頭からそれを浴びる形になった遥紀を両りよう腕うでの囲いの中に閉じ込め、チャールズはキスをしかけてきた。

「ふ……んっ」

　初めから舌を絡め合う濃のう厚こうなキス。遥紀がチャールズの首に手を回し、髪かみを摑むようにかき撫でると、チャールズも遥紀の背中から尻を撫でおろしてくる。大きな手に尻を揉もまれ、時折からかうように狭間に指を滑らされ、遥紀はキスの合間に喘あえぎ声を洩もらした。その拍ひよう子しに口の中にシャワーの湯が入り、飲み込めないそれはそのまま唇の端はしから零こぼれる。

　湯に濡ぬれたチャールズは、いつもとは少し違ちがって見えた。男臭くささが増して、自分を見つめる瞳ひとみの中にも隠しきれない情じよう欲よくがあった。言葉ではなく身体全体で遥紀を欲しいと言っているようで、遥紀は嬉うれしくて嬉しくてたまらない。

「あ……んっ」

　いつの間にかキスを解いたチャールズは、遥紀の胸むな元もとへと頭を沈しずめた。つんと勃ち上がった乳ち首くびを口に含ふくまれ、舌で転がされ、歯で引っ張られた。男の乳首なんてただの飾かざりでしかないのに、こんなふうに愛あい撫ぶを与あたえられるとそこが感じる場所になってしまったように思える。

　やがて腹を撫でられ、その手で勃ち上がったペニスを握にぎられた。

「ひゃっ」

「感じているのでござるか？」

「……ば、か……ぁっ」

　見ればわかることを、わざわざ言葉にするなという抗こう議ぎの思いを込め、遥紀は弱々しい力でチャールズの肩かたを叩たたく。それでもチャールズは弄なぶるのを止めず、まるで美味おいしい飴あめをしゃぶるかのように舌を絡めた。

「ひゃぅっ、んんっ、あっ」

　何度も何度も乳首を弄られ、腰に熱が集中して足が震ふるえてくる。力が入らなくなってそのままずるずるとその場にしゃがみ込むと、真上から覗のぞき込んでいたチャールズが湯を滴したたらせながら笑えんだ。

「Very cute」

　こういう時、どう反応したらいいのか困る。

　普ふ段だんは絶対にカッコいいと言われる方が嬉しいが、チャールズには可愛いと言われて嬉しいと感じてしまうのだ。

「ハルキ殿どの」

　シャワーを止めたチャールズが遥紀を抱きあげる。

「あ、歩けるっ」

　一応抵てい抗こうしたが、そのままバスルームから出てベッドに下ろされた。お互たがい身体は濡れたままだが、それを拭ふく手間がもどかしい。そう思っているのは遥紀だけではなかったらしく、チャールズはまるで滴しずくを舐め取るかのように身体中に舌を這はわせ始めた。

「あ……やっ」

　乳首だけでなく、肩けん甲こう骨こつも、臍へそも。舌が這うところはどこもくすぐったく、同時にこんな所も感じるのかと自分でも驚おどろく。

　やがて下肢へと頭を移動させたチャールズは、遥紀の手をその腿ももへと持っていった。

「な……に？」

「持てるでござるか？」

「持てるって……俺が？」

　自分で自分の腿を持つなんて、まるでおしめを替かえられる時のような恰かつ好こうだ。ペニスだけでなく、その下の双そう玉ぎよくも、そのもっと下の尻の穴も丸見えのみっともない恰好をやすやすとできるわけがなく、遥紀は抵抗の意思を示すように何度も首を横に振ふった。

　だが、こういう時は何かのスイッチが入ったかのように強ごう引いんになるチャールズは、引くことなくじっと遥紀を見つめる。その青い目を見ているうちに何かに操あやつられるように、遥紀はおずおずと足を持ち上げ、下から腿をすくい上げるようにした。

　恥はずかしくて恥ずかしくてたまらない。

　チャールズの目には、揺ゆれるペニスも、その下の張りつめた双玉も、もっと奥のひくつく穴も見えているはずだ。もの欲ほしげに涎よだれを垂らしているかのような先走りの液が、双玉から穴を濡らしていくのを感じ、遥紀はふるっと震えた。

「……凄すごい」

　喉のどを鳴らし、チャールズが唾つばを飲み込む。

「ここに、拙者が入ると思うと……」

「なんだ、よっ」

　羞恥のあまり乱暴な口調になったがチャールズはまったく気にもせず、辺りを見回してから枕まくら元もとに手を伸のばした。

「ちょうど良かった」

「な、に？」

「これで濡らせば、痛みは薄うすれるはずでござるな」

「……ジェル？」

　遥紀も使ったことがあるもの。こういった場所では注文するか、あらかじめ持ってこなければならないはずだが、どうやらここは備え付けで置いてあるらしい。まさか、自分が使われる側になるとは思ってもみなかったものだ。

　たっぷりとペニスに垂らされたそれは、みるまに双玉から尻しりの穴まで濡らしていく。それを確かく認にんしたのか、座り込んだチャールズは片手でペニスを扱しごき、もう一方の手で尻の穴を何度も何度も撫なで擦さすり始めた。

「ん……ふっ」

（くすぐった……っ）

　ジェルのせいで滑すべりは良く、指は自在に滑っていく。時折双玉も揉みこまれ、ペニスに与えられる愛撫に意識を向けていた時、

「！」

　いきなり、身体の中に異物が入ってきたのがわかった。

（こ……れっ？）

　尻の穴に入り込んできたものは、一度だけ受け入れたことがあるもの……チャールズの指だ。あの時は痛くて涙なみだが出そうだったのに、今日はジェルの滑りが助けたのか、僅かな痛みはあるものの我慢できないほどではなく、それよりも圧迫感だけが下か肢しを襲おそっていた。

「痛いでござるか？」

　遥紀の顔を見ながら、気き遣づかわしげに声を掛かけてくるチャールズ。額に滲にじむ汗あせや真しん剣けんな表情が胸を高鳴らせる。

　自分の中を傍ぼう若じやく無ぶ人じんに動き回る指が一本。それが二本、三本と増やされていくのもわかり、耐たえられる自分に驚いた。

「んあっ」

　いつまでここを弄られるのだろう。そう思っていた時に中のある個か所しよを爪つめでかすめられ、一気に熱が放出された。

「な、に？」

　自分の身体からだがどうなってしまったのか、どうしてそんな反応をしたのかわからないうちに中の指は引かれてしまい、熱く硬かたいものが僅わずかに綻ほころんだ場所へと押し当てられた。

「……え？」


「I love you」



「ひ……っ！」

　言葉と共に、衝しよう撃げきが走った。チャールズのものが尻の穴にめり込んできたのだ。

　指では感じなかった鋭するどい痛みが身体に走った。同時に、猛もう烈れつな圧迫感が襲ってきて、息が苦しくてたまらなくなる。

（く……そっ）

　痛いだろうと想像はしていたが、予想以上だった。一いつ瞬しゆん、本当に一瞬だけチャールズを受け入れることを決めた自分の決意を後こう悔かいしたが、真上にある男の顔を見るとその後悔もたちまち消えてしまった。

（コウ……）

　チャールズの目の中にある熱はいっそう強くなっていたが、その中には自分に対する愛情も確かにあった。愛いとしいと、欲しいのだと言葉にならない思いを明確に伝えてくる。

　これだけ愛されているのに、耐えられないはずがなかった。

「あ……うぁっ」

　ずずっと、押し広げながらさらに奥へと進もうとするものは、遥紀の内ない壁へきを擦りながら確実に遥紀を犯おかしていく。いや、犯しているのではない、愛してくれているのだ。

「！」

　遥紀はチャールズの首に腕うでを回し、それを引き寄せてキスをした。このままだと悲鳴を上げてしまうだろう口を、チャールズのそれで塞ふさぐつもりだった。痛みの声など、あげたくなかったからだ。

（コウ、コウッ）

　痛くて、熱くて、苦しい。

　セックスが、受け入れる側がこんなに大変なんて、自分が経験して初めて知った。愛がなければ、とても我が慢まんできないと思う。

「ハルキ殿どのっ」

　女ではないそこは受け入れるだけで精せい一いつ杯ぱいで、チャールズ自身もきっと苦しいはずだ。それでも、自分を欲ほつする男は、貪むさぼるように身体を奪うばっていく。

「あふ……あっ、やっ」

　しかし、ただでさえ大きなチャールズのそれは、傘かさの張った先端部分がなかなか入っていかない。

　心では受け入れているし、ジェルの助けもあるはずだが、遥紀の中はうまくチャールズをのみこめなかった。このままでは痛みが長引くだけだと思うが、どうしたらいいのかわからない。

　チャールズもこの膠こう着ちやく状じよう態たいをどうにかしようと考えたのか、遥紀のペニスへと手を滑すべらせ、淫みだらに扱き始めた。

「あ……んっ」

　その刺し激げきに、意識を向けた遥紀の身体から力が抜ぬけた。注意深く遥紀の様子を見ていたチャールズはチャンスを逃のがすことなく、一気に根元までペニスを突つき入れる。

　目の裏がチカチカするほどの刺激に、遥紀は一瞬気が遠くなった。だが、直すぐに熱い痛みに意識が戻もどる。

「……は、入った、のかっ」

「ハルキ殿」

　嬉うれしそうに笑うチャールズに、遥紀も何とか笑えみを返した。

「うご、け、馬ば鹿かっ」

　精一杯の強がりに、チャールズはゆっくりと腰こしを引く。やがて、半分ほど抜けたそれをまた中に突き入れて……徐じよ々じよに繰くり返すスピードは速くなり、腰の動きも淫らなものに変化していった。

（な……に？）

　異変は、遥紀自身の身体にも起こっていた。あんなにも苦しかったのに今はその苦しみが薄れて、代わりに疼うずくような快感がわき上がってきたのだ。

　興奮状態で痛みが麻ま痺ひしているのかもしれないが、それはあからさまな変化だった。

　中を擦られるたびに、そこからジワリとした感覚が生まれる。異物を押しだすだけの動きをしていた内壁が、まるで絡からみつくようにペニスに纏まとわりつき始めた。これではまるで遥紀の方が強くチャールズを欲しているようではないか。

　チャールズも、荒あらい息遣いになっている。　>>>♥

「もっと、もっと動いてもいいで、ござるかっ」

　これ以上どうするんだと文句を言いたいのに、口をついて出た言葉はまったく違ちがうものだった。

「好きに、しろっ」

　これではどんなことでも受け入れると了りよう承しようしたことになるのに後から気づいたが、その時には既すでにチャールズは獣けだものになってしまっていた。

「うわぁっ」

　がっしりと腰を摑つかみ、さらに身体を深く折り曲げるようにして、チャールズは激しい抽ちゆう送そうを繰り返す。グチュグチュと中のジェルをペニスでかき混ぜる音が部屋の中に響ひびき、身体を揺ゆさぶられ続ける遥紀は、必死で目の前の男にしがみ付くことしかできない。

　だが、翻ほん弄ろうするだけだった動きが指でかすめて感じた場所を擦り上げた時、初めて感じる気持ち良さに一気に熱が駆かけあがった。

「あ……ぁっ」

　漏もらすように射精してしまい、それがチャールズの腹に当たって滴したたり落ちる。それを見たチャールズは目を細めた。そして、同じところを刺激してくる。

「やぁっ、やめっ、コウッ、きつ……いっ」

　断続的に与あたえられる刺激に、イッたばかりのものが見る間に力を漲みなぎらせていった。

（噓うそ……っ）

　少し休ませてほしいと訴うつたえたくても、口から出てくるのは喘あえぎ声ばかりだ。チャールズは善がる遥紀を見るのが楽しいのか、まったく腰の動きを止めようとしない。

　感じるまま締しめつけていると、

「！」

　いきなり、中に熱いものが叩たたきつけられる。それがチャールズの精液だと間を置いて気づき、まさか中に出されるとは想像もしていなかった遥紀は呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「あ……んっ」

　中に吐はきだされたそれは、いまだ硬こう度どを保ったままのペニスで内壁に擦りつけられ、浸しん透とうしていっている気がする。身体がすべてチャールズに作り変えられるようで、嬉しいのか困ったのか、複雑な気分だ。

　その間に、チャールズはペニスを突き刺さしたまま遥紀の体勢を変えた。ベッドにうつ伏ぶせにされ、背中に舌を這はわせられた遥紀は何とか肘ひじで身体を起こそうとしたが、それはチャールズにとって都合のよい恰かつ好こうになってしまったらしく、今度は背後から獣のように腰を打ちつけられた。

「あっ、あふっ、あんっ、あぁっ」

　膝ひざ立だちになったチャールズは、中で吐きだしたせいで滑すべりが良くなったのか、自在に腰をグラインドさせながら遥紀の奥まで侵しん入にゆうしてくる。遥紀はもう閉じきれない口から断続的に嬌きよう声せいをあげ続けた。

　身体は貪どん欲よくに快楽を求め、チャールズの動きに合わせて自分も腰を揺らし始めている。

「ハルキッ」

「！」

　感極きわまったのか、チャールズが遥紀の名前を今夜初めて呼び捨てにし、それに気づいた遥紀が中のものを締めつけ、刺激で二人同時に射精していた。

　チャールズは遥紀の中に、遥紀はシーツの上に。

「は……ぁ……」

　続けざまの射精と、初めて男を受け入れたことで、遥紀の身体からだはとっくに限界を迎むかえていた。もうこれ以上は何もできないと、ぐったり身体をベッドに預ける。

　だが、年下の男はそうではないらしい。

　ようやく手に入れた好きな相手をもっと味わいたいのか、


「Give me more」



　反則の甘い囁ささやきを武器に、三み度たび遥紀に挑いどんできた。

　初めは真正面から向き合って、次は背後から伸のし掛かかってきて。今度は胡坐あぐらをかいたチャールズの膝の上に後ろ向きに座って受け入れるという体勢だ。

「はぅっ」

　体重のせいで奥深くまで、下生えが尻しりに当たるほど深々とペニスを挿そう入にゆうされた遥紀は、身体を引き下ろされるのと同時に腰も突き出され、肉体が鈍にぶく打ち合う音が部屋の中に淫らに響いた。

　身体の中は既にチャールズのもので滅め茶ちや滅め茶ちやに翻弄されて蕩とろけていて、目の前で揺れる自身のペニスも喜びに蜜みつを零こぼしながらうち震ふるえている。

　それは直ぐにチャールズの大きな手で扱しごかれ、呆あつ気けなく何度めかの射精でシーツを汚よごした。その間に伸のびた手で顎あごを取られ、強ごう引いんに背後を向かされたかと思うと、濃のう厚こうなキスをされた。

　唇くちびるも、下か肢しも、チャールズでいっぱいだ。

「んぁっ」

　セックスするまでには色々な葛かつ藤とうをしていたはずなのに、一度タガが外れてしまうともう相手と快楽を貪り合うことしか考えられない。ここまでチャールズのことが好きだったのを改めて思い知ってしまい、驚おどろいた。

「はぁっ、あっ、あぁっ」

　最奥を突かれ、飛沫しぶきが中を濡ぬらしていく。違い和わ感かんはもうなくて、ただ熱さを感じた。

（考える前に、やっちまった方が早かったってことか……）

　それでも、悩なやんだからこそ余計にチャールズへの思いが深まった気がする。それはそれで遠回りではなかったのだと思いながら遥紀が余よ韻いんに浸ひたっていた時、

「……っ、な、なに？」

　残ざん滓しまで吐きだすように動いていたものが、その動きでまた硬度を持ち始めたのを感じ、遥紀は信じられないようにチャールズを仰あおぎ見た。


「Give me more」



「い、いや、ま……て」

　止めようとしたが、腕うでは上がらず、声は掠かすれて、まったく拒きよ否ひにならない。

「ハルキ」

「あ……んっ」

（お前っ、何回する気なんだよっ！）

　幾いくら好きだとは言っても、初めてのセックスでこんなにも挑まれたら身体だって疲ひ弊へいする。受け入れる側の負担がどうこうよりも、攻せめる側だっていい加減出しつくしたんじゃないかと思うほど大量に腹の中にとどまっているのに、チャールズの動きはまだまだ力強い。

　歳としの差とか、国こく籍せきとか。違いは色々あるはずだが、これはもうチャールズ自身の性の問題だろう。

「も……ぉっ」

　精せい一いつ杯ぱいの抗こう議ぎを込めて中のものを締めつけたが、かえって大きく育ててしまったようだ。自分の方が余計に苦しくなった。

　尻からは中でかき混ぜられてしまったものが、チャールズのペニスを伝って溢あふれ出ている。その感かん触しよくにも刺し激げきされ、遥紀はただ揺さぶられるまま身体を動かし続けた。

　そして───。

　もう時間の感覚がなくなってしまった頃ころ、ようやく満足したのかチャールズが背後から遥紀を抱だき締め、何度も首筋にキスをしながら甘く囁く。


「Did I satisfy you?」



「……」

　馬鹿かと言いたいのにもう声も出ず、遥紀は腰に回っていた大型犬のように懐なついている男の腕を力なくつねった。








エピローグ









　自分よりも大きな金きん髪ぱつの外国人の男と両りよう想おもいになって一週間。

　遥紀の怒いかりはまだくすぶっていた。

「ハルキ殿どのぉ～」

　翌日、足あし腰こしがまったく立たず、下手へたな言い訳をして会社を休む羽目になったことは、まあ自じ業ごう自得だからしょうがないと思った。遥紀のことを好きだと事あるごとに伝えてくれるチャールズの暴走ぶりも、可愛かわいいと思えてしまうからしかたがない。

　それでも休みの電話を受けた塚原の、事情を知った上での労いたわりの言葉が心に突き刺さった。

　しかし、帰国するという話がまったくのデマだったこと……単なる途中報告の一時帰国らしい……には啞あ然ぜんとしてしまった。ホテルでの寝物語で事実を知った遥紀は、さすがに全身から力が抜けた。その上、絶対に受け入れる立場の水戸の狙ねらいが自分だったことを休み明けに聞かされては……。

　自分が単に勘かん違ちがいしていたこともあるが、そのせいで泣いたり、公道で告白めいたことをしたりと、チャラくて女好きだと評判だった自分のアイデンティティが見事に崩くずれてしまい、どうしてもチャールズに当たってしまった。

「……まあ、頑がん張ばれ」

　襟えり元もとから覗のぞくキスマークを見られた後に、肩かたを叩たたきながら掛けられた塚原の苦く笑しよう交じりの声はいまだ耳から離はなれない。

　さらに、

「ライバルがいた方が燃えるし。僕、チャールズより遥紀君を善がらせることできると思うんやけど」

　と、怖こわいことを言う水戸に対し、

「ハルキ殿は拙せつ者しやのものでしか満足できないでござる！」

　馬ば鹿かなことを言い返したことは根に持つ。

（まったく、どうして男とか……）

　けしてモテない人生ではなく、男となんてキスだってできないと思っていたのに、こうして腕を摑つかむチャールズの手にドキドキしているのだから自分も終わっている。

「……」

　遥紀は振ふり返った。

　端たん整せいな顔を情けなく歪ゆがめながら、ただ遥紀に許しを乞こおうと見つめている男。その顔はカッコいいというよりも可愛い。

「……もう、怒おこってない」

「本当でござるか？」

「……ああ」

　結局、自分が折れて丸く収まるのだと、遥紀は溜ため息をついた。

　ようやく残業も終わり、今からまた一いつ緒しよに夕飯を食べ、多分、一週間ぶりにセックスをする。多少の意い趣しゆ返がえしに、今夜の主導権は自分が握にぎってやろう。

「行くぞ」

「ハルキ殿」

　エレベーターに乗り込むと、チャールズが耳元に顔を寄せてきた。

「今日は、ハルキ殿のご自宅に行っても良いでござるか？」

「俺んち？　でも、それじゃ……」

　エッチできないじゃんと言いかけて慌あわてて口をつぐむ遥紀に、チャールズは真しん剣けんな顔になって告げる。

「ハルキ殿の父上と母上にご挨あい拶さつをしなければならないゆえ」

「挨拶って、もう二人ともお前のこと知ってるのに？」

「交際のご挨拶でござるよ。ハルキ殿と拙者は固い契ちぎりを結びあったと、お二方にきちんとお伝えしたいでござる」

「はぁ？」

　突とつ然ぜんの言葉に呆あつ気けに取られていると、チャールズは遥紀の身体からだを抱だきこみ、頰ほおに唇くちびるを寄せながら囁ささやいた。

「ハルキ殿が拙者のものであることを、皆みなさまにお伝えしたいのでござるよ」

「ば、馬鹿か、お前っ」

　男同士の交際宣言なんてとんでもないことなのに、嬉うれしいと思ってしまう自分はこんなにもチャールズに毒されている。

「ハルキ殿」

「煩うるさいっ」


「I love you」



　馬鹿と言い返そうとした遥紀は、真剣なチャールズの瞳ひとみに映る自分の姿を見る。

　男を好きになり、セックスまでしたのだ。少々暴走したってもう構わない気がした。

「……ちくしょうっ、俺もだよっ」

　そう言って嚙かみつくようにキスをしかけると、それ以上の熱がこもったお返しをされて、遥紀は前ぜん途と多難な自分の恋こいに眩暈めまいがしてしまった。







　あとがき







　ルビー文庫様では初めまして、ｃｈｉ‐ｃｏです。今回は『よいではないか』を手にとっていただいてありがとうございます。

　昔から読んでいたルビー文庫様から声を掛かけていただいた時は驚おどろきましたが、こうして形になると感無量な気持ちです。

　今回の話はサラリーマン同士。ですが、片方が外国人です。チャールズ。日本人とは違ちがって恥はずかしいセリフも行動もバンバンやらせることができて大満足。

　なにより一番の目的、金きん髪ぱつ青い目の王子様に「ござる口調」をこれでもかというくらいさせてもらいました。「ござる」の外国人、「ごさる」の犬。ふふ、なんとも微笑ほほえましい光景ではないですか。

「ござる口調」も序じよ盤ばんから彼にしか言えないというくらいピッタリとハマってくれました。突とつ拍ぴよう子しもない設定を受け入れてくださった編集者様の懐ふところの深さに感謝です。

　対して、受け側になるサラリーマン、遥紀も、単体で見れば立派なモテ男。それまでの恋れん愛あい遍へん歴れきも羨うらやましいくらいなのに、そこにあまりにもハイクラスな男が現れて嫉しつ妬とと自己嫌けん悪おを行ったり来たりし始めます。自覚しないまま、どんどん「ござる」に染められていく遥紀の変化もお楽しみください。




　今回、イラストを描かいてくださったのは佳門サエコ先生です。プロットの段階で決まったのですが、世界観ぴったりのエロ可愛かわいいイラストに身み悶もだえしました。よくぞあのバカバカしい話を、ここまで立派なものに仕上げてくださいました。

　時間もなかったと思いますが、本当にありがとうございました。




　これから先も遥紀はチャールズに振ふり回まわされることでしょう。色んな日本的なシチュエーションを皆みなさんも妄もう想そうしながら、笑って読み終わってくださると嬉うれしいです。








　　サイト名『your songs』

　　http://chi-co.sakura.ne.jp（二〇一五年四月現在）
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